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      「真実を語るか、虚きよ偽ぎを口にするか二つに一つの選択問題イージー・クエスチヨンだ」



　鈴の音を思わせる声で少女は言った。

　彼女の手には、妙な拳けん銃じゆうが握られていて、

　それは、確実にこちらを捉とらえていた。



「真実かどうかは、わたしが判断する。わたしが信じるに足る真実を話せ。ウソを言ったら殺す。少しでもウソが混じっていたら絶命させる。すべて本当だったとしてもウソだと思ったら即絶滅させる。きさまの命は風前の灯にかけられたヤカンの水と心得よ！」



　夜の闇やみの中でさえ神こう々ごうしい長い髪が風になびき、

　少女の澄んだ青い瞳ひとみが覗のぞいた。



「きさま、何者だ？」



    

  
    
      　　　＊＊＊リロード＊＊＊



　建設途中で打ち捨てられてしまった廃マンションの屋上。

　不思議なことに、虚こ空くうに向かって階段が一つ伸びている。

　その奇妙な階段は飛び込み台を思わせた。

　しかし、本当に飛び込んでしまえば、行き着く先は中庭のコンクリートだ。

　その高さなら間違いなく助からないだろう。不気味なオブジェである。

　用をなさないテレビのアンテナが、まるで十字架のように階段の先端にそびえていた。

　月のない六月の夜――。



　五百月いせづき優ゆう馬まは廃マンションの階段を駆け上がっていた。

「ハッ……ハッ……ハッ……どうなってんだよ、これ！」

　わずかに振り返るが、追跡者の姿は見えない。

　にもかかわらず、突き上げられるような重い気配が追いかけてくる。

　ぴりぴりとした圧迫感が背中を押し、前につんのめって倒れそうになった。

　バランスを取り、優馬は一段飛ばしで疾走する。

　左右の壁はシミで薄汚れ劣化していた。

　妙に角度の急な階段だ。

　上へ、上へと続く様は「この先、退路なし」と告げているようでもあった。

　事実、階段は導くように屋上へとつながっている。

　扉はなく、出口が夜の空に向かってぽっかりと口を開けていた。

「ハッ！」

　出口にさしかかり、優馬はコンクリートを強く蹴ける。大きく跳躍。手をつき、身体からだを回転させてから、勢いよく顔を上げた。夜にとける黒髪が揺れた。

　一瞬の静寂。暗い森がざわざわと音を立てるばかり。

　ひと筋の汗がこめかみを通り過ぎた。

　バクバクと心臓の鼓動が耳にうるさい。

　優馬は一度息を吸い込み、吐き出す。再び息を吸い込み、声を張った。

「僕は話し合いに来ただけだ！　戦う気はない！」

　再び静寂が下りる。優馬は階段を凝ぎよう視しし続けたが、そこからはもう何の気配も感じない。

　優馬は深く眉まゆ根ねを寄せた。

「…………どういうことだ？」

　呟つぶやいた次の瞬間――、

　重い気配は背後に移っていた。

　背後、そこには屋上の手すりがあるだけだ。

　追跡者は下の階から飛び上ってきたのか。

「な!?」

　振り向くと、優ゆう馬まの眼前をぶわりと暗い霧が舞った。

　咄とつ嗟さに反応できなかった。距離がつまる。

「――ッ!?」

　追跡者のほうが優馬よりも一いつ足そく分速い。

　追跡者が優馬を飛び越えた。

　人間離れした身のこなしで、ぐるん、と身体からだを反転させると、振り向いた優馬のさらに背後に降り立った。逃れられない。それは確信だった。

「くっそ!!」

　優馬は再度、振り向く。黒髪が湿った風になびいた。

　優馬の視線の先には少女が立っていた。彼女は奇妙な拳けん銃じゆうを優馬に向けている。陸上のスタートを切るピストルに似ているかもしれない。あるべき銃身がなく、銃口もない。トリガーとグリップだけの、おもちゃめいた拳銃だ。



　そして。



　少女が言った。



「――きさま、何者だ？」



　凛りんとした鈴のような響き。

　彼女の長い髪は、まるで絹糸のようにすべらかだ。

　金色の髪飾りが、月もないというのにかすかに輝いていた。

　闇やみめいたケープをまとっている。

　少女が一歩踏み出すと、ブーツの底がコツリと音を立てた。

　優馬は身動きがとれず、少女を見つめていた。

　いや、目を奪われていたと言い換えてもいい。

　こんなときだというのに、

　――キレイだ――

　そんな感想を抱いてしまった。

　少女の持つ美しさは観みる者の思考を蹂じゆう躙りんする。

　いっそ暴力的。



「牙を剥けプレパレーシヨン、《醜いアヒルの子症候群アグリー・ダクリン・シンドローム》」



　予告なく少女が唱える。

　すると、拳けん銃じゆうの周囲が青い光に包まれ帯状に数字が躍おどった。

　それとともに銃身のなかった銃は、その質量を無視して形を組み変えていく。

　その様子は、サイコロを展開図へと開いていくのに似ていた。

　だが、実在するのだとしたら、それは単なるサイコロではなく複雑な多面体だ……。

「――ッ!!」

　全長三十センチほどに変形した銃は、大口径の単発銃だった。大昔、海賊船の船長が持っていたような、禍まが々まがしくも美しい装飾が施されている。

「何者かと訊きいている。真実のみを明めい瞭りようかつ簡潔に話せ！」

　少女は銃弾のような厳しい口調で言った。

　コツリ。

　再び、少女のブーツの底が硬質な音を奏でる。

　優ゆう馬まは慎重に酸素を取り込む。



    

  
    
      



    

  
    
      「ぼ、僕は幸福商会の調律士だ。きみこそ何者なんだ。歪わい曲きよく師しか？」

　汗が吹き出す。かすかに目が沁しみた。

　ごくりとつばを飲み込むと信じられないくらい大きな音を響かせた。

　優ゆう馬まは動けなかった。

　左手首に巻いた革のバングル、そこに紅いクロスがぶら下がっていた。返答次第では、解除しなければならない。

　しかし、どうやっても目の前の少女に勝てる気がしなかった。

「コウフクショウカイ……おまえ、響きよう士し朗ろうの部下か？」

　不意に少女が言った。

　優馬は眉まゆ根ねを寄せる。

「…………きみは、鬼おに束づかさんを知ってるのか？」

　そう問うと、少女は一瞬、顔をきょとんとさせた。

　それから、夜空にないかわりに、三日月めいた鋭角的な笑みを浮かべる。

「なるほど、そういうことか。ふん、おもしろい」

　すると、少女の長い髪が重力に反して、ふわりと舞う。

　髪飾りが揺れた。



「装填ロード、《青龍の心臓ライト・マイ・フアイア》」



　奇妙な銃を中心に、空気が震動していた。

　闇やみが陽炎かげろうのように揺らめく。

「くッ」

　その震動は優馬の肌にまで届いた。

　目に見えない無数の針で全身を貫かれていくような痛みが走る。

　状況を把握できていないまま、事態は進行していく。悪いほうへ……。

　劣化した屋上のコンクリートに亀き裂れつが生じていった。

「なッ!?」

　物理現象の断絶。

　大口径が風を喰くらう。その口元で、ちらちらと青白い焔ほのおを揺らめかせる。

　少女の言葉だけで三半規管が狂ってしまいそうになる。まっすぐ立っていられない。

　優馬は、今にも倒れそうなのに、同時に、金縛りにあったようにその場から一歩も動くことができなかった。

　視界を守るので精一杯だ。

「くッ！　ちょ、ちょっと待て！」

　だが、彼女の耳には届かない。

　少女は、大口径に凄すさまじいエネルギーを集束、凝ぎよう縮しゆくさせている。

　そのエネルギーの圧縮が周囲に影響を与えていた。

　青い焔ほのおに目がくらむ。

「おいおいおい、何なんだよ、これ……」

　信じがたいことに、コンクリートが断裂し、高低を生み出した。

　足元が波打つ。

　まともに立っていられない。

　鉄骨がひしゃげ、下の階が覗のぞいた。

「くそッ！」

　優ゆう馬まは金縛りの呪じゆ縛ばくから逃れ、地面に手をつく。そこもヒビ割れ、大きく波打つ。

　顔を上げ、少女を見ると、彼女はどこか嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべていた。その長い髪は、暴風にかき乱されてなお美しさを失わない。

「あいさつがわりだ。取っておけ」

　少女は言った。

　そして、



「獲物を貫けクイツク・アンド・デツド、大団円アポテオーズ!!」



　引ひき鉄がねを引いた。

　優馬の眼前に迫るそれは、

　青い焔の龍で、

　その巨大な牙きばが――。



    

  
    
      
第１章　六月の片手袋

　　　　――"Evil Justice" by Red Reason





　本物の暗くら闇やみを見たことがある。

　夜よりもなお濃く、

　暗闇という言葉そのものに何の意味も与えはしない――、

　そんな暗闇。

　どんな光であろうと、

　際限のない闇を照らすことはできないのだと、

　漠然と思った。

　最初の記憶は瓦が礫れきと静寂と炎。

　その炎が瓦礫を照らし、そして深い闇が生まれる。

　静寂の世界の中、自分はたった一人なのだと思った。

　自分はどうしようもなく無力なのだと悟った。

　手元に残ったのは、赤い十字架だけ。

　あの暗闇を照らす方法をいまだに知らない。



　　　†



　栗花落つゆり市し時じ間かん守もり町にある発条ぜんまい館かんは、ネジが巻けなくなった時計のようなオンボロアパートである。

　築三十年以上、洋館ふうの木造二階建て。大雨が降ると二階の部屋は全室、雨漏りし、庭は水没する。建物の周囲はあちこち欠けたコンクリート塀に囲まれており、共同トイレと共同風ぶ呂ろがある。

　五百月いせづき優ゆう馬まの一日は、そんな発条館の一〇五号室からはじまる。

　ジリリリリリリリリリリリリリリッ！

　心停止を密ひそかに企たくらんでいるような凶悪な目覚まし時計の音で、優馬は眠りから現実に強制送還される。

「ぅ、し、死ぬ…………」

　六月半ばの月曜日、時計の針は七時を告げている。

　優馬は寝床から左手を伸ばし、目覚まし時計のベルの部分をグイとわしづかみにする。手首に巻いたままにしてある革のバングル、そこに吊つっている紅あかいクロスが揺れた。

　ジリリ、リッ。

　強烈な目覚まし時計の音が強制的かつ一時的に止まった。

　優ゆう馬まはもぞもぞと布団の上で身体からだを起こし、目覚まし時計のタイマーを解除する。

　一人暮らしをはじめる際に、寝坊はできないと考えて、一番ベルの音が強力なものを選んだのだが、毎朝これでは逆に二度と目を覚まさないということも考えられる。

　あまりにも強力すぎて、ベルが鳴り響くたびに心臓が停とまりそうになるのだ……。

　優馬は敷き布団の上にあぐらで座り、寝癖のついた頭をぽりぽりとかいた。

　ホッとひと息つくと、その安心感からか、また眠気がかまくびをもたげる。

　まだ頭がはっきりしていなかった。

　昨夜の出来事さえ本当はただの夢だったのではないかと思える。

　昨夜は、まったく奇妙な夜だった……。

　現在、栗花落つゆり市し周辺には、重層世界調律機関による特別警戒宣言が発令されていた。

　それは数週間前に起きた不可解な事件に起因する。

　十六歳から十八歳までの男女五名がマンションの一室で何者かによって惨殺されていた、という事件だ。

　マンションは殺害された少年の父親名義のものだった。父親は往年の人気俳優で、現在は飲食店のオーナーとして成功している。息子は映像系の専門学校に通い（実際にはほとんど出席していなかったようだが）、その完全防音の部屋でよく友人を招き遊んでいたという。部屋からは薬物も発見された。そちら方面のトラブルというのが最も考えられるストーリーである。

　だから本来ならば、それは警察が請け負う事件だった。

　だが、そうならなかった。

　殺害された男女の遺体が、何か圧倒的な力によって引き裂かれていたからだ。

　遺体は巨大な動物、たとえば熊くまにでも襲われたような形で腕や脚が引き千ち切ぎられていた。バラバラ殺人と言って言えないことはないが、普通ではあり得ない事態だ。

　部屋の壁や床には巨大な鉤爪の痕が残されていた。

　そして当然のように、町中に熊が現れたという報告はない。マンションの、それも十二階の最上階に、巨大な動物が現れたら目撃されないほうがおかしい。

　県警は、これを秘ひ匿とくＳ級事件と認定、重層世界調律機関に捜査の引き継ぎを要請した。

　重層世界調律機関とは、いくつもの「平行世界」同士の均きん衡こうを維持するため、調律士を派遣する特務機関である。

　調律士とは、因果律を正す者のことをさす。

　優馬も調律士である。

　いや、正しくは、調律士見習いである。

　重層世界調律機関はこの事件を更に機関の支部に引き継がせた。

　それが、優ゆう馬まがバイトしている怪しげな事務所、幸福商会だった。

　妙な壷つぼやら、霊れい験げんあらたかな水、やたらに高い英語の教材などを売り付けてきそうな名前のその組織は、実際には優馬たちが暮らす世界における重層世界調律機関の窓口的組織である。

　もっとも、うさん臭い仕事という意味では、壷や水や英語の教材を売るのと大差ない。

　優馬は、五人の男女を引き裂いた犯人を突き止めるために夜回りをしていた。

　これがはじめての大きな任務だったのだが……。

「あの子、何だったんだ。鬼おに束づかさんを知っていたな……」

　廃マンションで突然襲いかかってきた美しい少女。

　幸か不幸か、マンションの屋上自体が劣化していたことと、少女の力が強大であったために退路を確保することができた。

　崩れた屋上の床から下の階に飛び下りることができたのだ。

　優馬は身体からだ中が擦り傷だらけになったが。

「あの銃……魔法銃、だよな。青白い焔ほのおの龍……」

　あれは、本来、「この世界」には存在しない魔法銃だった。

　それを所持しているということは、彼女がただ者ではないことを意味している。

　彼女の放った一撃は、龍の姿を模した焔だった。

　その顎門あぎとはすべてを破は砕さいし、飲み込んだ。

「彼女が五人を殺した歪わい曲きよく師しか……？」

　逆立った髪の毛をぐしゃりと握りながら優馬は呟つぶやいた。

　それにしては追撃がなかったのが妙だ。

　結局、少女を逃がしてしまったので何が何やら分からない。

　いや、少女に逃がしてもらったというほうが正しいか。

「可愛かった、かな……って、何言ってんだ。リストを洗って……あと、鬼束さんに報告しないとな。ヤダなぁ、ミスったって言ったら、どんな嫌味を言われるのか……」

　鬼束響きよう士し朗ろうの凶悪な顔が思い浮かんで、頭を振ることでそれを振り払った。

　鳥のさえずりと原付バイクの音が聞こえる。

　窓にはカーテンも障子もないが、外は曇っていて眩まぶしくはない。

「お、起きたかい、ゆまにゃん。おはよー」

　不意に、発条ぜんまい館かんの管理人、女郎花おみなえし美み毬まりの軽薄な声がした。

　優馬は声のほうに咄とつ嗟さに目を向ける。

　女郎花美毬は、ふすまの向こうから、ひょいな、と顔を出し、人を舐なめているようなタレ目で優馬を見た。

　矢羽根紋の着物に、えんじ色の袴はかまをハイウェストで合わせている。女郎花おみなえし美み毬まりは平素からこのような格好をしていた。コスプレというやつか？

「……何してんですか、美毬さん？」

「何って、朝ごはん作ってあげてるんじゃんよぉ。実に、かいがいしいねぇ。乙女だねぇ。嫁にほしいねぇ」

　なるほど、女郎花美毬はたすきをかけて着物の袖そでをまくっていた。

　発条ぜんまい館かんの一室は、入ってすぐの短い廊下部分に台所が備え付けてある。台所とはいっても、流し台の横にコンロが一つあるだけだが。

　それから、ふすま一枚に隔てられて六畳一間が広がっていた。

　じゅーとフライパンで何かが焼ける音がする。

「朝食はフレンチトーストね。ほれ、起きたなら布団片付けて、テーブル出してよ」

「あぁ、はい。すいません」

　優ゆう馬まはのろのろと立ち上がって、布団を丸める。それを部屋の隅に押しやり、ぎっこ、ぎっこ、と関節が鳴る折りたたみ式のテーブルを開いた。あぁ、眠いなぁ……。

「っておい！」

　声が裏返った。

「自然すぎて乗せられてしまいましたけど、おかしいですよね？」

「何が？」

　女郎花美毬はフレンチトーストを盛り付けたお皿二枚を手にして首を傾かしげる。

「人の部屋に勝手に入るのやめてくださいって言ってるじゃないですか！」

　優馬が言うと、女郎花美毬は、マリア様のような慈愛の笑みを浮かべる。

「や、いいから、いいから」

「何がいいんですか？」

　優馬はじと目で女郎花美毬を睨にらんだ。

「あたしとゆまにゃんの仲じゃない。遠慮しなさんな」

「遠慮して言ってるんじゃないです。むしろ遠慮してくださいって言ってるんです」

「いや、ほら、あたしって『タッチ』でいうところの南ちゃん的ポジションの人じゃん？」

「ヒロインの座におさまる気か！　それにその食材全部、僕が買ったものですよね？　美毬さん、勝手に冷蔵庫の中、漁あさりましたよね？」

　不法侵入と窃盗の現行犯だ。

「いやぁ、だって、あたし今月ピンチだし」

　にゃはは、と明らかに媚こびた様子で女郎花美毬は笑った。

「まだ月のはじめなのに何言ってるんですか。僕はちゃんと家賃払ってるじゃないですか」

「でも、今、ゆまにゃんしか、このアパートいないし？」

　それはその通りだった。もう一人いるはずの住居人は家賃滞納のまま旅に出て、それから帰っていないらしい。

「だからっていい大人が一人暮らしの高校生にたからないでください！」

「まぁまぁ、助け合いだよ、助け合い」

　軽い口調で言いながら、女郎花おみなえし美み毬まりは優ゆう馬まが用意したテーブルに皿を置く。

　火を通したバターの香りが食欲をそそった。

「僕は助けてもらった記憶がありません」

　優馬は食欲という動物的な欲求を必死に振り払い、なおも抗議を続ける。

「それはアレだね。記憶喪そう失しつかもしれないね。現に、今、目の前に美お味いしそーな朝ごはんが用意されている。朝、目が覚めたらごはんがあるなんて幸せなことだよ？」

「若干いい話にも聞こえますけど、偉そうに言わないでください」

「ゆまにゃんは硬かた茹ゆでだなぁ。ハードボイルドだなぁ。あたしは、たまごは半熟が好き」

　優馬はツッコミを入れる気力も削そがれ、頭を抱えた。

　寝癖がぴょんぴょんと跳ねる。

「噛かみ合あわない……疲れる……朝からすごく疲れる……」

「ほら、ゆまにゃんも座んなさいな。飲みものは、とりあえず紅茶でいい？」

　それも優馬が買っておいたペットボトルの紅茶であったが、もう何も言う気がしなかった。テーブルの前にぺたんと腰を下ろす。

　女郎花美毬も、さらっとたすきを解いて、テーブルの前に正座する。そして、行儀よく両手を合わせ「いただきます」と言った。その発音は「板、抱きます」に近かった。

　優馬は無視して「いただきます」と口の中で不満たっぷりに言った。

「物は考えようってね」

　女郎花美毬は、はぐはぐとフレンチトーストを食べながら言う。

「たとえばさ、この発条ぜんまい館かんで殺人事件が起こったとするでしょ？　この一〇五号室でゆまにゃんが殺されていたとする」

「不吉な仮定はやめてください。それと、美毬さんがたとえばって言ったときは大たい抵てい物事の本質を分かりにくくするんで、それもやめてください」

　女郎花美毬は、優馬の言葉などまるで聞こえていないかのように続ける。

「窓はカギがかかっていてもいなくても開かない」

「問題発言ですよね、それ」

「唯一の出入り口も内側からカギがかかっていて開かない。つまり密室殺人ってわけ」

「はぁ……」

　三日くらい経ってヘリウムガスの抜けたふにゃふにゃの風船のように優馬は相あい槌づちを打つ。

「この場合、この発条館の管理人である、クイーン・オブ・あたしが第一容疑者なんだよね」と自分を指差し「あたし、全室の合カギを持ってるし、犯行可能なんだわ」

　どの辺りが「物は考えよう」なのか、少しもくみ取れなかった。

「つまりね、あたしは、どの部屋にも入り放題なわけよ」

「だからって入っていいものじゃないです！」

「まぁ倫理的にはね。でも物理的には可能なわけ」

「可能でもダメです！　物理的にはとか、それらしく言ってもダメなものはダメです！」

「何だよぉ、見られたら困るもんでも隠してんのかぁ？」

「あんた、こんなことしてたらいつか絶対に捕まるよ……」

　優ゆう馬まはぼやいて、フレンチトーストを頬ほお張ばった。



　　　†



　県立栗花落つゆり総合高等学校は、小高い丘の上にある。

　校門にたどり着くまでに、緩く長い坂が続き、校門をくぐってからも蛇行したスロープをえっちらおっちらと上らなければならない。

　第一校舎から第四校舎までが並ぶ栗花落総合高校は、創立十周年と、まだ新しい。

　新設校だけあって、外観も美しく、設備も充実している。

　しかし、今朝は分厚い雲の下、不吉な様相をたたえていた。

　灰色の空。今にも降りそうでいて、なかなか降らない。イヤな天気だ。

　夏を運ぶ長雨のはじまり。

　先週末には、全国的な梅雨入りが発表されていた。

　季節の変わり目には雨が降るものだ。季節と季節の境目を雨がおかしていく。

　ある日唐突に「今日から夏ですよー」と、お天気お姉さんが告げてくれるわけではないのだ。それは、じわじわしみるように、ぽろぽろ崩れるように……。

　この時期になると、栗花落という名前が、風流なものとして取り上げられることが多くなる。もっとも、新興の地方都市栗花落市に風流も何もあったものではないのだが。

　雨の匂においが漂っていた。遠く、山のほうは霧で煙っている。

　優馬は今にも泣き出しそうな空を見上げ、

「六月は水み無な月づきなんだから、雨降ったらダメだろ」

　小声でひとりごとをこぼした。

　もっとも、水無月は陰暦六月であり、現代ならば七月をさす。

　優馬は校門を過ぎ、ゆっくりとスロープを上っていった。

　優馬と同じように、スロープを上っていく幾人もの生徒が空を見上げては各々の感想を口にしていた。その中に不穏な雨雲を歓迎する声はない。

　一年六組の教室は六割ほど埋まっていた。

　六月ともなれば、ゴールデンウィークも中間テストも終わり、いくつかのグループができて友人同士で固まるようになる。

　しかし、そのどこにも優ゆう馬まの居場所はなく、ポケットに手を入れたまま、窓際の席に向かって静かに歩いていくだけだった。それを悲しいとは思わない。それで普通だ。

　椅い子すに腰かけ、カバンの中からペンケースとノートを取り出す。

　それから窓の外を静かに眺める。窓で四角く切り取られた空は相変わらずの灰色だ。

　そのまま外を見ていたら、不意に背中に違和感を覚えた。

　優馬は上半身をひねって振り向く。と、ぐさり。指が優馬の頬ほおに刺さった。

「……お、おはよう、あゆき」

「おはよ、優馬」

　幼なじみの緋ひ村むらあゆきだった。

　彼女は、人差し指をピンと伸ばして優馬の頬を突き刺したまま言った。

　栗くり色いろの髪をショートカットにしている。少しくせ毛で、全体的に左に向かってぴょんぴょんと跳ねていた。

「また、つまんなさそーにしてんのね」

　幼なじみは軽い調子で言って、細い眉まゆをくいっと持ち上げた。



    

  
    
      



    

  
    
      　頭ず脳のう明めい晰せき、容よう姿し端たん麗れい、その上、運動神経も抜群の彼女。天は既に、緋ひ村むらあゆきに三物も与えている。他ほかにいくつ与えているのだろうか。羨うらやましい限りだ。

「僕は一人が好きなんだよ」

　と、優ゆう馬まは肩を竦すくめながら応じた。

　昔から、優馬に話しかけてくれるのは緋村あゆきだけだった。

　みんなにからかわれていた優馬を助けてくれたのも。

　遠足で一人班から余ってしまった優馬と一緒にお弁当を食べてくれたのも。

　夜、怖い夢を見て泣いていた優馬の手を握っていてくれたのも。

　まさか、同じ高校の同じクラスに配されるとは思っていなかったけれど。

　マンガみたいに見事な幼なじみだ。

　けれど――。

　けれど、緋村あゆきは、優馬にとって、幼なじみというよりはヒーローだった。強きを挫くじき、弱きを助ける。自分の意見をはっきり口にできて、そしてブレない。まさに正義の味方以外のなにものでもない。

「はぁ？　何それ、カッコつけてんの？」

　その正義の味方であるところのあゆきは唇をへの字に曲げ、人差し指で優馬の頬ほおを突き刺したまま、ぐいぐい押しこみながら続ける。

「最近どう？　ちゃんとごはん食べてんの？」

「た、食べてるよ」

　女郎花おみなえし美み毬まりのことを思い出すと、暗あん澹たんたる気分になるが……。

「ならいいけど。あんた、たまには帰ってきなさいよ？　綾あや乃のさんもみゆちゃんも、みんな心配してんだから」

　心配。優馬はその文字の形を頭の中に思い浮かべる。

　しかし何となくしっくりこない。

「あゆきは？」

　ちょっとした好奇心で訊たずねてみた。

　みんなが心配している、というみんなに、あゆきは含まれているのだろうか？

「はぁ？」

　ひどく不快そうな響きが返ってきて、優馬はまた肩を竦めた。

「何、ちょーし乗ってんの？　うぬぼれんなって感じ」

　ぐさぐさ、人差し指が容赦なく刺さる。

「ご、ごめんなさい……」

　あゆきと優馬は幼なじみというよりもずっと家族に近い。

　いや、本物の家族だ。

　そうであるのに、優ゆう馬まは家族から、みんなの家から、離れることを選択した。

　裏切る気も、傷付ける気もなかったのに……。

　どうしてだか自分でもよく分からない。一人が好きだから、というのは嘘うそではないが、本当という気もしない。本当のことなんて、いくつもありはしない。この世界にあるのは、大たい抵ていが「本当」からは程遠いと、優馬は知っている。

　一人が楽だから。そう、これかもしれない。人間は疲れる、と優馬は何な故ぜだか常にそう感じる。人間でいることにも、人間といることにも疲れる。

　何となく、相あい容いれないものなのだという感じがある。仲間はずれクイズの仲間はずれ、あれが自分だ。一見すると、共通の集まりなのに、自分だけが別もの。

　そんなふうに思ってしまう自分だからこそ、相容れない。

「ねぇ、そういやさ、山のほうにある廃マンションって分かる？」

　唐突な言葉に優馬は意識を現実に戻す。

　あゆきは歪ゆがめた顔をニュートラルな状態に戻していた。

　廃マンション――そこは、昨夜、優馬がいた場所だった。そのせいで少し言いよどむ。

「あ、うん、まぁ……」

「昨日の夜、あそこの屋上が原因不明の爆発で崩落したんだって。ガス通ってないのに、ガス爆発なんてあるわけないし、ちょっと怖いよね。あそこ、幽霊が出るって有名だし」

「そ、そうだね」

　自分があの場にいたとは言えず、歯切れ悪くそう答えるしかなかった。

　あゆきは優馬のそんな様子には気付かないようだった。

「そだ、また全然話違うんだけどさ、うちのクラスに転入生が来るらしいよ？　留学生って言ってたかな」

　廃マンションの謎なぞの爆発から、話題はころりと変わる。

「……転入生？」



　チャイムが鳴ってから、一分遅れくらいで教室の前の扉がガラガラと開いた。

「ほら、席に着けー、静かにしろー」

　担任の松まつ崎ざき教諭が出席簿を片手に言った。そのままどすんどすんと教壇に上がる。

　十年も経てば物は劣化する。黒板の下にある教壇はやたらにガタガタと音を立てた。

　松崎教諭は教卓の上に出席簿を置いて、「あー、まずは転入生を紹介する」と言った。

　教室の中がにわかに、ざわつく。あゆきの情報は正しかったようだ。

「じゃあ入って」と、松崎教諭が開けっぱなしだった扉のほうに声をかける。

　クラスの全員がそちらに目を向けていた。

　優馬もそのうちの一人として転入生の登場を見守る。

　そして、

「――――ッ!?」

　優ゆう馬まは思わず、その場で叫び出しそうになった。牛乳を口の中に含んでいたら、これはもう完全にアウトだったことだろう。が、すんでのところで口を押さえてこらえる。

　教室中が騒がしかったので、優馬のその様子は誰だれにもバレていないはずだ。

　てっく、てっく、と、真新しい上履きを鳴らして教室の中に入ってきたのは、凄すさまじい美少女だった。

　男子が感嘆の声を上げた。優馬以外の男子が、というのが正確だが。

　そこに立っていたのは、昨夜、優馬が廃マンションで出会った、あの少女だった。

　栗花落つゆり高校の女子標準服を着ていた。

　セーラー服を崩したようなパーカー状のジャケットとチェックのプリーツスカートは、女子の間でカワイイと人気のそれだ。

　新品らしい白いハイソックスがまぶしい。

「まずは自己紹介から」

　松まつ崎ざき教諭が促す。

　しかし、少女は答えず、腰に手を当て、ほとんど仁王立ちのような姿勢のまま、青い瞳ひとみで値踏みでもするようにクラスの中を見回していた。

　優馬は咄とつ嗟さに机に突っ伏し顔を隠した。

　まさか追ってきたのか？　でも、どうして？　教室の中で襲われたら、どうしようもないぞ。逃げ場もない。まして、クラスのみんなを巻き込まないようにもできない……。

　伏せったままの体勢でわずかに振り向くと、あゆきが、髪キレー、などと呟つぶやいて転入生を見つめていた。くせっ毛を気にしているあゆきらしい。

　優馬は左の手首に巻いたバングルの紅あかいクロスを握る。

　クラスの中のざわめきは大きくなっていく。

「どうした？　自己紹介だよ、自己紹介。日本語話せないわけじゃないだろ」

　松崎教諭が更に促す。

　優馬はチラリと顔を上げた。

「ぁ」

　絶妙なタイミングで、少女の透き通る瞳と目があった。

「五百月いせづき優馬っ！」

　少女が大声を上げる。その拍子に長い髪がふわっと舞った。

　もちろん、自分の名前を名乗ったわけではなく、優馬のことを呼んだわけである。

　教室の中が、しーん、と静まった。

　少女はその静寂の中をずんずんと歩いてくる。

　優ゆう馬まは言葉も出ず、動くこともできなかった。

「何……知り合い？」

　背後であゆきが言ったが、答えている余裕はなかった。

　身体からだが硬直する。

　ヤバい……。

　みんなが、こちらを注目しているのが分かった。ザ・空気の優馬がクラスの中でこんなに注目されるのは入学以来はじめてだ。

　少女は優馬の机の前で止まり、優馬のことを上から下まで舐なめるように見つめる。

「な、何……かな？」

　優馬が辛かろうじて言うと、

「わたしの名前はノエル・ローゼンバーグだ」

　少女は誇らしげに名乗り、そして、

「五百月いせづき優馬、きさま、顔を貸せ！」

　両手で優馬の頬ほおをばふんと押おし潰つぶし、ひょっとこのような顔にする。唇がぶちゅっと突き出た。昨夜の出来事をカウントしないでおくとして、仮にも初対面でそれはなかろう。顔を貸すってこういうことじゃないよな？

「ふぁ？」

　拍子抜けした。

　いや、最悪の事態を免まぬがれたのだから安あん堵どしてもいいのか……いや、どうだろう？

　わけが分からなかった。教室の中は相変わらず水を打ったように静まり返っている。

　次の瞬間、ノエルが優馬のワイシャツを強く引ひっ掴つかんだ。

「来いっ！」

　ガタン、と机が鳴った。

「ちょ、ちょっと待てよ。何だよ！　おい、あぶ、危ない！」

　優馬は机と机の間を引っ張られていく。ズボンの中からワイシャツの裾すそがはみ出た。

「おい、お前らどこに行く気だ？　すぐに授業が始まるぞ。席に着きなさい」

　教師然とした口調で松まつ崎ざき教諭がノエルを止める。

　ノエルは松崎教諭を青い瞳ひとみでギンと睨にらむようにして答えた。

「怪け我が人を保健室に連れていくのだ」と。

「怪我人だと？」

　松崎教諭があからさまに不快そうな顔を作る。

　優馬の頭にも「？」が浮かんだ。何だ、怪我人て。

「腹痛だそうだ」

　ノエルは断言口調で言った。

　ますます謎なぞだ。

「腹痛は怪け我がじゃ」ない、と優ゆう馬まが言いかけると、

「腹痛だろう、五百月いせづき優馬？」

　ノエルは問答無用で優馬の鳩尾みぞおちを拳こぶしで突き上げた。

「ぶがふっ!?」

　優馬の意識がぐらぁり、と遠のく。赤や黄色の光が、視界の中でパチパチと弾はじけた。

「は、優馬……、だ、大丈夫なの？」と、あゆき。

　全力で大丈夫じゃない。声も出ない。

「案ずるな、この通りただの腹痛だ」

　ただの腹痛じゃない。おまえの物理攻撃によるものだ。

「というわけで、わたしが責任をもって保健室まで連れてゆく」

　ノエルはそう言って、優馬のことをずるずると引きずりはじめた。

　優馬はぐでっとしたまま動けない。ノエルのなすがままとなってしまった。

「あ、あぁ、そうか……分かった」

　教師の威厳などどこにもない怯おびえた口調で松まつ崎ざき教諭は「分かった」などと言う。

　何一つ分かっていない。

「よし、行くぞ、五百月優馬」

　ノエルは、世界が自分を中心に回っていると確信しているように、偉そうに言った。

　優馬の頭の中では、ビートルズのかの名曲が高音質で流れている。

　ヘルプ！



　授業のはじまった学まなび舎やは、人の数は減っていないのに静かだ。

「なぁ、いい加減に手を放してくれ」

　第二校舎から第三校舎に続く廊下の途中で優馬は言った。

「そしたら逃げるだろ、おまえ」

「逃げないよ。この状況なら逃げようがない。それに逃げたってどうせ捕まえるだろ？」

　ふむ、と頷うなずき、ノエルは優馬のワイシャツをぺいっと放した。

　優馬はワイシャツの裾すそを直し、ノエルと対面する。緊張で背筋が伸びた。

　どこかのクラスからたどたどしい英文の朗読が聞こえる。

　何から訊たずねるべきなのか分からなかったが、それでも優馬は口を開いた。

「えっと……きみとは昨日の夜、会ってるよね？　廃マンションで。きみは何者なんだ？」

　ノエルは即答せず、試すような瞳ひとみで優馬を見つめている。

　つぅと汗が伝う。優馬はわずかに身構えた。

　いや、身構えようとした瞬間――。

　すッ、と、ノエルが優ゆう馬まの腕を取った。

　細腕とは思えない力とスピードでねじ上げられる。

「あ、がッ！」

　声が漏れる。

「んー、いまひとつ反応が遅いな。それで響きよう士し朗ろうの部下が務まるのか？」

「は、放せ！」

　優馬が言うと、存外簡単にノエルは優馬を解放した。

　優馬はあらためて身構え、左手首から下がる紅あかいクロスに意識の半分を置く。

「きみは何者なんだ！」

　ノエルは唇をへちょっと曲げた。福引で、ティッシュしかもらえなかったみたいな不服そうな顔だった。

「おまえ、本当に何も聞かされてないんだな」

「……な、何を？」

「わたしは、重層世界調律機関から派遣されてきた調律士だ」

　そう言いながら、ノエルは制服の前をグイと開く。タイが揺れ、白い鎖骨が覗のぞいた。

「へ、あ、な、何を急に」

　動揺で優馬の声が裏返ると同時に、ノエルが視線を鋭くする。

「……阿あ呆ほうか、おまえは。これだ」

　ノエルは、首に下げていた銀色の鎖を精巧な西洋人形のような指でつまむ。

　鎖の先に指輪がつるされていた。

　優馬は咳せき払ばらいをしてその指輪をじっと見つめる。

　そこには……トカゲの紋章が刻まれていた。どこかで見覚えがあるような……。

「あれ、それ、もしかして、《龍騎士ナイトアノール》の指輪…………えッ、きみが!?　まさか……。だって、《龍騎士ナイトアノール》は、上級調律士十二人にしか……」

　優馬は指輪から顔を上げ、ノエルのどこか勝ち誇ったような瞳ひとみを見つめる。

　重層世界調律機関の中でも、極めて優秀な十二人の上級調律士にだけ与えられるという称号が、《龍騎士ナイトアノール》である。半人前の優馬でも知っていた。

　だが、知っているだけで、実際に会ったことなどあろうはずがない。

　優馬は所しよ詮せん、調律士見習い、末端の人間だ。一人前の調律士でさえない。

　なのに、《龍騎士ナイトアノール》の証あかしである指輪を自分と同い年くらいの少女が所有していることに、優馬は純粋に驚く。

　ノエルは尊大な仕草で腰に手を当てた。チェックのプリーツスカートがひらりと舞う。

「そうだ、わたしは十二人の《龍騎士ナイトアノール》が一人ノエル・ローゼンバーグ。クオータニオンの歪わい曲きよく師しイーサン・ソルトウォーター捕縛及び魔法具『混沌の柩パズル・ボツクス』奪還の命を賜った。そして、おまえは――」

　言いながら、ノエルは心の隙すき間まを埋めてくれる笑顔のセールスマンみたいに、ドーンと人差し指で優ゆう馬まの額を押す。

「わたしの《片手袋メイト》として献身することとなった。誇りに思うがよい」

　にひゃんと犬歯を覗のぞかせて、ノエルは笑った。

　教室の男子たちならその笑みにコロッとやられたかもしれないが、優馬には邪悪な笑み以外何ものでもなかった。邪悪な笑み、というのは、労いたわりや優しさのような配慮が一切欠けている笑みである。テロリスト的、と言っても過言ではない。

「は？」



　　　†



　繁華街の裏道を三区画ほど入ったところに、六階建ての共同ビル、柳葉魚ししやもビルが身を隠すようにひっそりとたたずんでいる。

　入口のプレートには五階に一店舗、名前が書いてあるだけで他ほかには何もない。そのせいか、メンテナンスを蔑ないがしろにしている節がある。一階でエレベーターの「△」ボタンを押すと、ぶおぉぉんと不安を誘う音がしてエレベーターの箱が下りてくる。箱が到着すると、チンッと古い電子レンジのような音が鳴り、「ワシもう長くないやろうけど、最期やし気張るわ」、そんな感じで大儀そうに扉が開く。

　ワンフロアに一店舗の仕組みになっている柳葉魚ビルの五階、そこに幸福商会の事務所があった。

「ちょっと、どういうことですか？　僕は何も聞いてないんですけど!!」

　優馬は、バンッとデスクを叩たたいて怒鳴る。ふわっと書類が魔法の絨じゆう毯たんのように宙を舞った。左手首の紅あかいクロスがきらりと光る。

「聞いてないっつーか、まぁ言ってねぇしな」

　答えたのは、火のついていないタバコをくわえた目を見張るほど美しい女性だった。

　髪は、前が長く、後ろが短いヘアスタイルで整えられていた。

　まつ毛も長く、美人だが、目付きが悪い。服装はパンクファッションである。イスに座って組んだ脚は海外モデルのようにスラリとしている。細身のジーンズはあちこちがビリビリに破けている。

　優馬は、彼女がくわえていた火のついていないタバコをむしり取る。

「あ、おま、何しやがんだ！」

「禁煙中なんでしょ、鬼おに束づかさん？」

「火ぃ、ついてねぇだろうがよー。くわえてんと安心すんだよー」

　拗すねたような口調で言った彼女が、この幸福商会の主あるじ、鬼おに束づか響きよう士し朗ろうである。

　彼女は、優ゆう馬まの頬ほおをぶちゅっと掴つかんで変な顔にする。

「はががが」

　そうされるのは、今日、二度目であった。

　幸福商会は重層世界調律機関のいくつもある支部の一つである。支部とはいえ、機関に直属しているわけではなく、「自治的活動」を主として運営されている。「この世界」の因果律を保つ仕事だ。もちろん、機関から要請を受ければ、仕事を請け負うこともある。

　今回のように……。

　鬼束響士朗は、優馬の背後に立つノエルをチラリと見み遣やる。

　優馬も、鬼束響士朗の魔の手から逃れ、後ろを振り返る。

　ノエルは制服姿のまま腕を組んで、ぬーんとした表情で優馬と鬼束響士朗のやりとりを眺めていた。優馬と目が合い、小さく、ふん、と猫っぽく鼻を鳴らした。

　鬼束響士朗は、ため息を一つついて、それから長い前髪をスッとかき上げた。ギシッとイスが音を立てる。

　そして、デスクの引き出しからファイルを取り出してデスクの上に広げた。「あーめんどくせ」と言ったのを優馬は聞き逃さない。

「知っての通り、現在、この栗花落つゆり地区一帯で特別警戒宣言が発令されている」



    

  
    
      



    

  
    
      　言って、鬼おに束づか響きよう士し朗ろうはファイルを開く。

「実は犯人は分かってんだわ」

「え？」と優ゆう馬まは間抜けな声を上げた。そんなことは聞かされていなかったからだ。

　鬼束響士朗は一枚の写真をファイルから抜き取り、無造作にデスクに放ほうった。

　髪の長い男だった。顔の左半面を覆おおうように仮面を付けている。覗のぞいた右の目には、深い暗黒があった。オペラ座の地下で呪のろいを歌い続ける怪人フアントムを思わせる。

「イーサン・ソルトウォーターだ」

　ノエルが口を挟んだ。

　優馬が振り向いて見ると、ノエルは険しい表情をしていた。

　顔を逸そらし、写真を見ないようにしているようだった……。

　何だろう？

「こいつが、バラバラ殺人の犯人なんですか？」

　優馬が再び写真に目を落として訊たずねる。

「実行犯は別だ」

　鬼束響士朗は答え、もう一枚写真を放った。

　そちらには気の弱そうな青年が映っている。クラスの集合写真を引き伸ばしたものだろうか、輪郭が少しぼやけていた。

「日ひ月づき明あきら、十七歳。市内の高校に通っていたが、この春に進級してから姿を見せていない」

「不登校……ってヤツですか？」

「少し前までな。だが、事件後は自宅にも帰ってねぇ。家族も警察に捜索願を出しているが、今のところ行方知れずだ」

「殺害された彼らとのつながりは？」

「中学時代のいじめっ子と、いじめられっ子の関係だ。日月明は、陰湿ないじめに遭あってたんだよ」

　鬼束響士朗の言葉に優馬は眉み間けんにしわを寄せる。

「ということは、いじめの加害者への報復……ですか？」

　人が大勢集まる場所は、渦のようにそれぞれの思おも惑わくが混ざり合う。学校の教室という密室の中に出口はなく、苦痛の日々は殺し合いに等しい。誰だれを助けることもできないし、誰も助けてはくれない。

「でも、この事件は――」

　優馬は口を開きかけ、そして噤つぐむ。

　この事件はただの人間の仕業とは思えなかった。

　常人に、人体を引き裂くような力があるわけがない。

　だからこそ、重層世界調律機関に、そして幸福商会に仕事が回ってきたのだ。それなのに、日ひ月づき明あきらという写真の彼がやったというのか？

　すると、ノエルが口を開いた。

「見習いとはいえ、歪わい曲きよく師しの存在くらい理解しているだろう？　写真のそいつは、機関で第一級指名手配犯に指定されているクオータニオンの歪曲師だ」

　写真のそいつ、と言ったわりに、ノエルは写真に目を向けていなかった。

「クオータニオン……」

　と、優ゆう馬まは呟つぶやく。

「『世界』は単一じゃねぇ。概念的には『平行世界』の集合体に近いな。『世界』はそれぞれの『平行世界』の『層』からできてるわけだ。もちろん、一般人は、んなことは知らない。本来なら混ざり合うことはないからな。それぞれの『世界』は、それぞれの因果律を持つ。だが、その『お約束』を守れないやからもいる。つまり、こいつ」

　鬼おに束づか響きよう士し朗ろうは、仮面の男のほうの写真を指差した。

　調律士は、しばしば、「宇宙」を図書館に、「平行世界」を一冊の本に置き換え、こんなたとえ話をする。

　図書館には様々な図書が並び、それぞれの本は一冊で完結している。

　その中の一冊の本が、今我々が存在するここ、「この世界」である。

　ある日、一人の閲覧者が図書館にやってきた。

　彼、あるいは彼女は、本棚から「この世界」の本に指をかける。

　だが、その瞬間に、何冊もの本をバサバサと床に落としてしまう。

　すると、床に落ちた衝撃でページの一枚一枚が宙を舞ってしまう。

　本をバラバラにしてしまったその閲覧者は、慌てて紙をかき集める……。

　さて、問題はここからである。

　紙を拾い集めたまではいいものの、どの本のどの部分にページを戻せばいいのか、分からなくなってしまう。そこで、その閲覧者は、適当に本の中にページを収めると、図書館から逃げるようにして立ち去ってしまった。

　結果、本棚に戻された本は、物語と呼ぶにはあまりにちぐはぐで、でたらめなものになってしまう。冒頭で目を覚ましてしまう荊いばら姫が、カボチャの馬車に乗ってオオカミ退治に向かい、毒リンゴを食べて再び眠りに付くような話だ。

　ひどい乱丁本としか言いようがない。そんなふうに秩序を乱されてしまった本――世界、をあるべき姿に戻す者が調律士である。

　一方、本のページをバラバラにしてしまう無責任な閲覧者、及びその事象を《歪曲》と呼ぶ。そして、クオータニオンという組織に属している者は、意識的に世界を改変させようとする。そのため、彼らは歪曲師と呼ばれていた。

　ノエルが口を開く。彼女は細い腕を組んで、右手の人差指をぴんと伸ばしている。

「クオータニオンは統一された目的を持たない。所属するメンバーの自由意思、個人の欲望だけで成り立っている横の組織だ。イーサン・ソルトウォーターは中でもかなり精力的に動いている歪わい曲きよく師しだ。既に機関の精鋭が四十一名も返り討ちにあっている」

「四十一名……」

「そのうち、十六名はかなり名の通った調律士だった」

　ノエルの説明に、優ゆう馬まは息をのむ。

「障害となるものに対して情け容赦はない。目的のためならば眉まゆひとつ動かさず、子どもでも殺す。日ひ月づき明あきらとかいうヤツは、イーサン・ソルトウォーターの《歪曲》の影響を受けているようだな」

　優馬は頷うなずきながら言った。黒髪がちょんちょんと跳ねた。

「この歪曲師を捕まえることが、きみの任務なんだね？」

「………………そうだ」

　何な故ぜか、ノエルが一瞬、間をおいて答えたように優馬には思えた。

　それはほんの一瞬で、気にかけるほどのことでもないはずなのに、どうしてだか「切実に遠い」、優馬にそう思わせた……。

　だが、その間が何を意味するのかまでは分からない。

　ノエルのすました表情からもそれを窺うかがい知しるのは不可能だった。

　彼女のことなど何も知らないのだし、当然だ。

　気のせいかもしれない。

「イーサンという歪曲師の目的は何なんでしょう？」

　優馬の問いに鬼おに束づか響きよう士し朗ろうが答える。

「ヤツは《混沌の柩パズル・ボツクス》を持ってる。機関で保管されてた魔法具だが、数年前に紛失した」

　鬼束響士朗は、更にもう一枚写真を取り出した。それはルービックキューブのような立方体の箱だった。ルービックキューブと違ってきらびやかな装飾が施されている。

「盗んだ犯人がイーサン……？」

　優馬は写真を見ながら呟つぶやいた。

「《混沌の柩パズル・ボツクス》は、九九九人の絶望と引き換えに持ち主ぬしの願いを叶かなえる魔法具だ」

　今度はノエルが答える。

　優馬はノエルに再び視線を向けた。

「九九九人の絶望……？」

「あぁ、具体的には失意のうちに絶命した人間の血液を箱の中に溜ためる……。日月明というのは、イーサンに利用されているのだろうな。ヤツの願いを叶えるために」

　そして、ノエルは冷淡な口調で続けた。小さな唇が言葉を紡つむぐ。

「イーサンは《影を歩む者シヤドウ・ウオーカー》と呼ばれた機関の元調律士だ。空間介入、意識操作術では指折りだった。だが、自らの欲望に負け《歪わい曲きよく》を行った……」

「元調律士……」

　優ゆう馬まは鸚おう鵡む返がえしに繰り返すと、今度は鬼おに束づか響きよう士し朗ろうがノエルの言葉を引き継ぐように言った。優馬にタバコを取り上げられたので、かわりにボールペンをくわえている。

「《歪曲》を行った者は、基本的には機関の収容所に収容される。イーサンは元調律士で、過去に《歪曲》を行い、一度捕まってんだ。だが脱獄しやがった。何者かの手引きがあった、という見方もある。その際に《混沌の柩パズル・ボツクス》を盗んでった可能性が高い。以後、ヤツは九九九人の絶望を集めてる。願いを叶かなえるためにな」

　めでたし、めでたし、と絵本を閉じるように、鬼束響士朗は手元のファイルを閉じた。

　少しもめでたくなどないが。

　優馬は、一度、二度、と頷うなずいた。

「イーサン・ソルトウォーターという歪曲師は、《混沌の柩パズル・ボツクス》を使って自身の願いを叶えようとしている。イーサンは、この栗花落つゆり市し内に潜伏していて、目的のために日ひ月づき明あきらに事件を起こさせた……そこまでは分かりました。でも、僕が彼女に――」

　言いながら少しだけノエルに視線を向ける。

　ノエルは「む」と唸うなり、唇をへにゅっと曲げた。

　くせなのかもしれない。

「――襲われなくてはならなかった理由は、まったく、さっぱり、こってり理解できてないんですけど？」

　優馬は、そう言って鬼束響士朗を睨にらみ付つける。

「相手は、《影を歩む者シヤドウ・ウオーカー》だぜ？　クオータニオンの歪曲師イーサン・ソルトウォーターは、わたしらだけで手に負える相手じゃねぇわけ。だから、機関から腕利きが派遣されてきたんだよ」

　もう一度、ノエルに目をやると、彼女は偉そうに貧弱な胸を張っている。

　優馬の目には、制服姿の少女は、ただの女の子に見える……。

「彼女は、本当に十二人の《龍騎士ナイトアノール》なんですか？」

「指輪見せてもらったろ？　しかも、けちょんけちょんにやられたそうじゃねぇか」

「ぐ」

　それはもう完かん膚ぷなきまでにやられたわけではある。

「ノエルは、十二人の《龍騎士ナイトアノール》の一人だ。それも、史上最年少で《龍騎士ナイトアノール》となったエリートだ。鬼に金棒と拳けん銃じゆうじゃねぇか。おまえはまだ見習いで、本格的な任務はこれがはじめてだしよ、実戦経験も皆無ときた。ノエルにくっついて色々学べよ。お前らには今回の事件で《片手袋メイト》として組んでもらう」

　調律士は基本的に単独行動をしない。

　昨夜、優ゆう馬まが一人で行動していたのは、むしろ例外的である。

　パートナー同士を手袋の片一方という意味で「メイト」と呼ぶ。そして、手袋は対になって一つである。もっとも、今は六月で、手袋など必要ない季節だが。

「じゃあ、口でそう言えばよかったじゃないですか」

　襲われ損だ。しかも献身とか言われた。それ、対等な関係じゃないじゃん。

「何ですか、あの凶悪な銃！　殺されるところでした」

　というか、銃持ってるだけで危険だ。

「《醜いアヒルの子症候群アグリー・ダクリン・シンドローム》だ。命を奪うまではしなかったではないか、感謝しろ」

「どんな理屈だ！」

　ノエルはいつの間にか、あの拳けん銃じゆうを取り出している。

　やはり銃身がない。

　大口径のときと異なり装飾もなくシンプルだ。

　解除呪じゆ文もんを詠えい唱しようすることで本来の姿を取り戻す魔法具。

　魔法とは、すなわち「ここではない別の世界」の物理法則のことだ。

　その法則を採用する魔法具は、持ち主ぬしの精神力を糧かてに起動する、ある種のパーソナル・コンピューターと言える。

　魔法は《歪わい曲きよく》とほぼ同意義であり、調律士は規定に従い、許可を得て魔法を行使する。

　乱用は、因果律を乱す火種になるので注意しなければならない。

「出会いは唐突に。これセオリーじゃん」

「どこのセオリーですか」

　という優馬のツッコミを鬼おに束づか響きよう士し朗ろうは無視した。

「こいつ、使えそうか、ノエル？」

　ノエルは、西部劇のガンマンのようにくるくると銃身のない拳銃を回した。

「悪くはない……が、よくもない。百点満点の六十五点といったところか」

　とても微妙である。

「わたしも訊ききたいな。何な故ぜ、わたしと《追儺おにやらいノ命みこと》でないんだ？」

　ノエルは銃身のない拳銃を挑発的に鬼束響士朗に向けた。

「《追儺おにやらいノ命みこと》ねぇ、懐かしい名前だ」

　鬼束響士朗は、くいっと細い眉まゆを持ち上げユーモラスな表情を作ると、おどけた調子で答える。

「若手育成だよ。それに……」

　鬼束響士朗は、優馬に視線を合わせた。

　真面目まじめな顔をしていた。

　だから真面目な理由が続くと思った。

「何ですか？」

　と、優ゆう馬まは問う。

　だが、

「いや、おまえ、ビックリするくらい弱そうだな。何か既に死亡フラグ立ってんよ」

　急に深刻そうに言って、顔をしかめる。長いまつ毛をしぱしぱさせた。

　うんうん、とノエルもやけに真顔で頷うなずいている。

「…………あ、あんまりだ」

「まぁ、これもベンキョー、ベンキョー」

　と、鬼おに束づか響きよう士し朗ろうはまた軽い口調に戻って言った。

「全然使えないってこたぁねぇだろ。一応、わたしの弟子なんだし、基本くらいは教えた……よな、たぶん。いずれにせよ、これは絶対命令だ。覆くつがえらねぇから」

　鬼束響士朗はイスに深く腰掛け直し、デスクの上にブーツを履いた足を投げ出した。がぼん、と音がする。くわえていたボールペンを手に持ち替えて、くるん、くるん、と弄もてあそぶ。

「横暴です」

　と優馬は言った。

「わたしは基本的に誰だれの意見にも反対しない。ただな、わたしは、いつだってわたしの意見に全面的に賛成なんだよ」

　言って、鬼束響士朗は白い歯を見せた。

「横暴です」

　優馬は繰り返す。



　　　†



「だからって、どうして、こんなことに？」

　優馬は発条ぜんまい館かんの正面玄関で頭を抱えた。

　雨あま雫しずくが、漆黒の髪を伝って地面に落ちる。

　幸福商会をあとにして、少しすると雨が降り出した。細かい粒の雨だった。

　二人とも傘を持っておらず、濡ぬれネズミとなるのに五分と要しなかった。

　優馬は横を見向く。

　ノエルが長い髪を絞っていた。

「うぅ、寒いぞ」

　ノエルの髪から滴したたった水が床を打つ。

「お前ら、《片手袋メイト》同士なんだから衣食住を共にするのは当然だろう。共同生活で結束をかためろよ。うちに置くのめんどくせーし」などと専制君主制を採用する幸福商会帝国・鬼おに束づか響きよう士し朗ろう王の勅命で、優ゆう馬まはノエルを発条ぜんまい館かんまで連れ帰った。

　最後の言葉も聞き逃していない。めんどくさいって言った、確かに。

　優馬の横でノエルがきょろきょろと辺りを見回している。

　飛び石は水没していて役に立たず、正面玄関の突き出た屋根も雨水を吸ってギチギチと軋きしんでいる。クモの巣に水滴がたくさん浮いていた。

「……粗末な家だな」

　ノエルの長い髪からは、まだ雫しずくがぽたりぽたりと落ちている。

　濡ぬれて束になった髪が額や頬ほおに張り付いていた。

　制服も濡れてノエルの肌にぴったりとくっつき、身体からだの輪郭を浮き上がらせている。

　細くて、今にも折れそうだ。

　それは昨夜の彼女のイメージとはかけ離れていた。

　ノエルはぶるぶると子犬のように身体を振るわすと、続いてスカートをたくし上げて、絞りはじめる。白い脚が……。

「ぅ」

　優馬は咄とつ嗟さに目を逸そらす。

　目のやり場に困った。

　やっていけるのだろうか……。

「何だ？」

「あ、や、別に」

　ヤバいヤバい。

　優馬はぶんぶん頭を振る。雫が辺りに飛び散った。

　妙な思考は追い出さないとマズい。平常心、平常心。

　心頭滅却すれば火もまた涼し。

　玄関の扉を開く。古い扉はぎしぎしと音をあげた。

　中は一畳程度のコンクリートの三和土たたきとなっていて、発条館はそこで靴を脱がなければならない。

　優馬は見本を見せるように靴を脱いだ。濡れていて重い。がぽっと水の音がする。

　天気が悪いせいで薄暗い。

　建物の中だというのに、雨の音に取り囲まれていた。

　正面には、発条館の名に相応ふさわしいぜんまい式の大時計があるが動いてはいない。

「……あの、えっと……ローゼンバーグさん？」

「ノエルでいい」

「それじゃあ、僕も――」

「部屋はどこだ？　とっとと案内しろ。服も濡れて気分が悪い。それに空腹だ」

「…………どこのお姫様だろうな、きみは」

　どうせ、きみんとこも専制君主制なんだろうな。

「ねぇ、本当に、ここで寝泊まりするの？」

　優ゆう馬まは念を押して確かめる。

「響きよう士し朗ろうの指示だ。わたしだってこんな小汚い家、不服以外の何物でもない」

「小汚い……」

　確かにそうだが、面と向かって言われると意外に傷付くものだ。

「何か不都合でもあるのか？」

　ノエルが怪け訝げんそうに眉まゆを吊つり上あげる。

　青い目も怪訝そうに細まる。

「不都合っつーか……」

　優馬はまたもノエルを直視してしまう。

　慌てて逸そらす。何のトラップだ……。

「ほら、ノエルは女の子だし、僕は一応、思春期の男子なわけだし……」

「案ずるな。誓って、おまえに手を出すことはない」

　ノエルは、白い手をすっと伸ばして紳士的に言う。

「セリフが逆じゃないのか」

「そもそも、おまえになど微み塵じんも興味がない」

　グサリ。

　何か鋭利なものが胸を刺し貫いた。

「ま、まぁ、《片手袋メイト》って言っても、一時的なコンビってだけだしね……」

　優馬は見えないナイフによって負傷した胸を押さえる。

　考えようによっては、ビジネスライクでいいのかもしれない。そう思う。そう思おう。

「そういうことだ。互いの役割を全まつとうすればいい。わたしはイーサンを仕留め、おまえはわたしに協力する。もっとも、おまえには大して期待していないが。おまえの役割はわたしの世話と案内だけだ。あとは大人しくわたしの言うことを聞いていればいい」

　それ、ほとんど召使いみたいなものじゃないか。

「そースか」

　優馬は、苦々しく言って、それから揚げ足取りで精一杯の嫌味を口にする。

「でも、相手が歪わい曲きよく師しだからって仕留めちゃダメだろ。重層世界調律機関では、世界改変を防ぐために、指名手配犯の殺害は基本的に認めていないはずだけど」

　すると、ノエルは暗い瞳ひとみを優馬に向けて微笑した。

　頬ほおに張り付いた長い髪を伝って、雨あま雫しずくが、ぽたりと落ちた。

「……な、何だよ？」

　そんな反応が返ってくるとは思っておらず、優ゆう馬まは戸惑った。

　そればかりか、一瞬、優馬は寒気を覚えた。

　それは雨に濡ぬれたせいだけではなく……。

「いいから、とっとと案内しろよ、グズめ」

　そう言ったノエルの声は、つい一瞬前の横暴な言い回しだった。

　気のせい……か。

　きしし、きしし、と座敷わらしか何かが笑っているんじゃないかと疑いたくなる音は、廊下が軋きしむ音だ。

　振り返れば、雨に濡れた優馬とノエルの足跡が廊下に続いている。

　一〇五号室の前まできて「ここだよ」と優馬は言った。

　扉を開け、ふすまを横に引く。

「あ、おかえり、ゆまにゃん」

　女郎花おみなえし美み毬まりが、軽い調子で言った。

　また勝手に侵入している。

　何やら、マンガ雑誌を持ち込んで、ごろごろしていた。

　袴はかまが汚れそうなものだが、気にしないところが女郎花美毬らしい。

　優馬は文句を言おうと口を開きかけたが、次の瞬間、

「あぁあああああああああああああああああああああああ!?」

　女郎花美毬が目を見開いて叫んだ。

　近所迷惑もいいところだ。

　優馬は咄とつ嗟さに耳を塞ふさぐ。

　ノエルも同様の仕草をしていた。

「美毬さん、勝手に人の部屋に入るのやめてくださいって言ってるじゃないですか！」

「ゆまにゃん、一度、部屋から出て！」

「こっちのセリフだ！」

「Shut the fk up黙つて! Get out of here出てけつつーの!」

「何な故ぜ、英語？」

「やり直して！　やり直すから。一度出て、もっかいドア開けて。用意できてなかった」

「意味が分からん」

　優馬はそれでも渋々、女郎花美毬に従った。

　ノエルは不思議そうに優馬を見ている。

「何だ、あれは？」

「あの人、この発条ぜんまい館かんの管理人なんだ。ちょっと……いや、かなり変だけど、悪い人じゃない、と、思う。思いたい」

「何な故ぜ、願望を口にする」

　優ゆう馬まはため息をつき、もう一度自分の部屋のふすまを開けた。

「ちょっと、美み毬まりさん。何なんですか？」

「あぁあああああああああああああああああああああああ!?」

「何だよ！　おんなじ反応じゃねーかよ！」

「ゆまにゃんが、知らない女の子連れ込んでる」

「何か……ニュアンス悪いですね。ちゃんと説明しますから」

「あたしというものがありながら」

「あんたは僕にとって、ここの管理人以上でも以下でもないです」

「ゆまにゃん、マジでヤバいって、未成年は」

　女郎花おみなえし美毬は両手首を合わせて手錠をかけられたジェスチャーをする。

「僕も未成年です。っていうか邪魔です。こっちは雨で濡ぬれてるんですから、どいてください。ノエルも入って」

　優馬はたんすからタオルを取り出して、ノエルに放ほうった。

　それからお互いを紹介する。

　二人とも人見知りしない性格で助かった。

　くわえて、女郎花美毬がノエルを泊めることに関して深く追及してこなかったのも僥ぎよう倖こうであった。

「ふむ、艶あでやかなものだな」

　ノエルは女郎花美毬の服装に見入っている。

　女郎花美毬はいつものように、矢羽根紋の着物に、えんじ色の袴はかまをハイウェストで合わせていた。

「わたしは、ノエル・ローゼンバーグだ。世話になる」

「あたしは女郎花美毬。美しいだなんて、いやだよう、恥ずかしい」

　うん、誰だれも言ってないね。

　と、不意にノエルは「へっぐぢ」とくしゃみをした。

　その拍子に長い髪がぶわっと舞い上がり、へたっと元に戻る。

「む」と唸うなり鼻をすする。

「美毬さん。お風ふ呂ろって、もう沸いてます？」

「たぶんもう沸いてる」

「じゃあ、ノエル。先にお風呂入りなよ」

「へっぐぢ」

　肯定の言葉だと思う。

「そういや、着替え持ってないだろ？　僕の服だけど使いなよ」

　優ゆう馬まがたんすの中から、上下のスウェットを取り出して言う。

　その瞬間、女郎花おみなえし美み毬まりが「せいッ」と声を上げ、優馬の腕をべしりとはたいた。

　ノエルが差し出した手はそのままに、ビックリした顔をして女郎花美毬を見る。

「今度は何ですか？」

　優馬は不愉快な気持ちで訊たずねた。

「ええい片腹痛い！　ノエルたんはあたしがコーディネートする。こんな安物のスウェット上下などでお茶を濁すべからず。ダメゼッタイ！」

「ノエルたん……？」

　ノエルは珍種の生き物でも見る目で女郎花美毬を見ながら呟つぶやく。

「あー、はいはい。何でもいいです。早いとこ、ノエルをお風ふ呂ろに入れてあげてください。服も美毬さんが貸せばいいです」

　女郎花美毬は、「お風呂はこっち」と、ノエルの背中を押すようにして廊下に出て行った。

　ノエルは「うむ、そうか」とやたら偉そうに返事をしている。

　女郎花美毬が去って、部屋の中は静かになる……いや、遠くから何やら不穏な会話が聞こえてこないでもない。

「ゆまにゃんはね、初恋の女の子の誕生日を銀行の暗証番号に使ってるんだよ」

「ほう、恥かしいヤツめ」

　めちゃくちゃな嘘うそを言っている。

　そして、もしかして信じてる？

　優馬はどっと疲れを感じた。一人になるって難しい。

「いつまでこんな生活が続くのかな」

　呟いて、そのまま、ごろんと転がる。

　いつまで続くのか、という問いに対する答えは、イーサンを捕まえるまでは、か。

「へっくし」

　優馬の口からもくしゃみが出る。

「ヤバ、早く着替えよう」



    

  
    
      
第２章　ずっと未来に失われたもの

　　　　――"Simple Plan" by Red Reason





　時間はわずかにさかのぼる。

　優ゆう馬まとノエルが出会うよりもわずかに前――。



　日ひ月づき明あきらは、闇やみの中で膝ひざを抱えて蹲うずくまっていた。寒くもないのに震えている。

　そこは誰だれにも見捨てられた場所、廃マンションの一室だった。

　業者の経営破たんにより、中途で投げ出されたまま、ずっと放置されている。

　廃はい墟きよとはいえ、建設途中で投げ出されてしまったので、どこもかしこも未完成である。打ちっぱなしのコンクリート。階段も半分は板が敷かれているだけ。当然電気も通っていない。ガラスもなく、吹きさらしになっている。床に、いくつか水たまりができていた。

　不思議なことに、どこか監獄めいたその建物は、日月明に学校を思い出させた。

　頭の中では、数日前の光景が映し出されている。耳に残ったＣＭソングがタイトルも分からず頭の中を占拠するように繰り返し、繰り返し。

　赤い赤い赤い赤い……あの赤が、目の裏に焼き付いて、離れない。

　日月明は、ポケットの中から、指輪を取り出した。光もないのに鈍く光る。

　――落し物ですよ。

　その日、日月明は町中で男とぶつかった。

　すいません、と相手の顔も見ずに日月明は言った。

　そしてそのまま通り過ぎるつもりだった。

　だが男は言った。落し物ですよ、と。

　差し出されたのは指輪だった。

　俺おれのじゃないです、と日月明は口の中で、こもったように答えた。

　――いいや、これはきみのモノですよ。

　男は何な故ぜかそう言い切った。

　季節はずれのロングコートに身を包んでいた。見上げれば、髪が長く、顔の左半分を仮面で隠していた。何かの舞台衣装だろうか、そう思った。

　日月明は返答につまった。男の言葉は威圧的なところがなく丁寧だったが、どこか冷たかった。男はにやりと笑った。

　――これを使えば、きみを蔑さげすんできた連中を見返すこともできるでしょう。

　蔑んできた連中、その言葉が胸に刺さる。どうして知っているのだろう？　数人の顔が咄とつ嗟さに浮かんだ。ギチギチと胸が軋きしんだ。止めどなく汗が流れた。

　日ひ月づき明あきらは昔から、少し要領が悪かった。それだけだ。だが、それで十分だった。教室という密閉された空間の中、必要なのは、日月明のようなうまく適応できない人間だった。

　一度落とされれば、這はい上あがる術すべはない。日月明は、傷付かないように、へらへらと笑うことしかできなかった。中学でも高校でもそれは変わらなかった。

　――もう、なくしてはいけませんよ。

　男は、日月明に指輪を差し出した。

　そして、日月明は自分でもよく分からないうちに、それを受け取った。

　指輪は、奇妙な質量を持っていた。小さいのに、やけに重たく感じた。

　言葉が浮かんだ。指輪そのものが意思を持っており、日月明の口を通して話すかのごとく……。そして、日月明は唱えた。指輪の力を解放する呪じゆ文もんを……。

　しかし記憶は混こん濁だくしている。曖あい昧まいなコラージュ写真のようにどこか真実味に欠ける。

　気付けば目の前にあったのは赤く赤く赤い血の海。

　いや――、本当はずっと冷静だった。冷めた心で、その虐殺を眺めていた。耳をつんざく断だん末まつ魔ま。助けてくれという、その命いのち乞ごい。差し出された手を足あし蹴げにするその瞬間も、日月明は冷静だった。冷静に、丁寧に踏みにじった。

　腕が、脚が、胴が、首が引き千ち切ぎられ、鮮血が飛ぶのを静かな情熱で見守った。

　グロテスクな容姿の怪物――《食屍鬼グール》たちが、圧倒的な力でそうするのを。

　ただ静かに。されど微笑ほほえみを浮かべながら。いい気味だ、と。

　グール、それは墓場の地下に住み、死者の肉を喰くらう化け物の名前だ。

　誰だれもかれも生きてるフリした死者ばかり。化けの皮を剥はがせば、中身は怪物と変わらない。だから、復ふく讐しゆうは当然なのだ。化け物退治なのだから。当然だろう？



　不意に、物音がした。

　誰かが廃マンションにやってきたようだ。日月明は指輪を握りしめる。気配を殺すことだけは得意だった。

　あるいは、気配などないのかもしれない。自分もまた生きているフリをした死者の一人なのだから。

　かすかだが足音が響いた。複数ではない。一人のようだ。廃はい墟きよに肝試しにきた若者たちというわけでもなさそうだ。

　日月明は、暗くら闇やみに紛まぎれながら足音の主ぬしに目を凝こらす。

　そこには日月明と同じ年くらいの少年が立っていた。学生服を着ている。あれは栗花落つゆり総合高校の制服だ。彼は周囲を窺うかがうように鋭い視線を闇に送っていた。

　何をしに来たのだろう？

　少年が左手で頭をかくと、暗くら闇やみの中でも薄ぼんやりと光る十字架が見えた。その十字架は赤く、それは、あの赤に似ていた……。

「誰だれかいるのか？」

　突然、少年が口を開いた。

　日ひ月づき明あきらは息を殺す。

　少し間が空あいて、また少年が言った。

「僕は幸福商会の者だ。話がしたい」

　幸福商会？　何だ、それは。自分がここに隠れていることを知っている？　だとしたら五人の人間を殺したのが自分だとあいつは知っているのか？

　日月明は指輪を強く握りしめる。その手はわずかに震えていた。更にぎゅっと握りしめて震えを止めようと試みる。

「気のせい……じゃないよな」

　少年は小さく言って、歩き出した。

　日月明はゆっくりと息を吸い込み、音が漏れないよう吐き出す。そして――、

　そして、次の瞬間、別の気配が素早く動いた。

　しかし、どこにいるのか日月明にもまったく分からない。

　姿は見えないが強い気配だけがある。隠す気がないどころか前面に押し出す。

「なッ!?」

　少年が驚きの声を上げたのと、日月明がそうしたのとは、ほとんど同時だった。

　少年もまた迅速に反応する。身を翻ひるがえし、階段へ向かった。

　彼は上に向かったらしかった。何な故ぜ上に、と思ったが、すぐに屋上で対面するつもりなのだと理解した。日月明も屋上へ向かった。ただし、別の棟の屋上へ。

　マンションの屋上にはどういうわけか、何もない空へ階段が伸びている。

　テレビのアンテナか何かが、十字架のように死刑台の先端に突き刺さっている。

　月のない六月の夜、そこに二つの人影が現れた。

　少年を追っていたもう一つの気配は、長い髪をした少女のものだった。彼女の手には、何かがあった。最初は暗がりの中、何も見えなかったが、少女が何事か唱えると、それは青い光に包まれ、三十センチほどの大口径の銃へ変化した。

　そんなことにも、もうほとんど驚かない自分がいた。

「何者かと訊きいている。真実のみを明めい瞭りようかつ簡潔に話せ！」

　少女は厳しい口調で少年を問い詰めた。

「ぼ、僕は幸福商会の調律士だ。きみこそ何者なんだ。歪わい曲きよく師しか？」

　少年の手首で赤い十字架がぎらりと光った。まるで血が滴したたっているように見えた。

　ごくり、と日月明は咽の喉どを鳴らした。

「コウフクショウカイ……おまえ、響きよう士し朗ろうの部下か？」

「…………きみは、鬼おに束づかさんを知ってるのか？」

「なるほど、そういうことか。ふん、おもしろい」

　少年のほうは困こん惑わく顔だったが、少女は事情を理解したようだ。

　そして、日ひ月づき明あきらは、少女の放った光の渦が屋上を破壊するのを目の当たりにした。

「調律士……」

　日月明は呟つぶやいた。すると――、

「彼らはあなたを捜しているんですよ」

　ぬっと日月明の背後の闇やみから男が現れた。

　不思議と驚いたりはしなかった。

「あなたの力を奪おうとしているんです」

　顔の左半面を仮面で隠した長髪の男――。

　そして…………。

「はは……ははは」

　日月明は再び膝ひざを抱えて蹲うずくまる。寒くもないのに震えていた。

　その顔には、冷たい笑みが浮かんでいた。
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「ちょっと待て！」

　バンッと優ゆう馬まはテーブルを叩たたく。

　グラスの中の氷がカランと音を立てた。

　優馬に対して不快そうな目を向けるノエルと、不可解そうな目を向ける女郎花おみなえし美み毬まり。

　場所は発条ぜんまい館かんの一〇五号室、優馬の部屋。

　折りたたみ式のテーブルを組み立てたその食卓である。

　蛍光灯の白い光が、テーブルの上のどことなく前近代的な鍋なべを照らしている。

　その中が既にカラであることは、誰だれの目にも明らかだった。

　残っているのは、部屋の中を漂うカレーの香りだけだ。

　四合も炊いた米まで既にない……。



　ことの発端は二時間くらい前にさかのぼる。

　雨に濡ぬれた制服から着替えた優馬は、ささくれ立った畳の上であぐらをかきながら考えていた。ノエルと衣食住をともにするということは、どういうことか、と。

「衣」は、女郎花美毬が買って出てくれたのでどうとでもなる。問題は「食」と「住」だ。

「食」の面倒も見なければならないのだろうか？

　ただでさえ高校生の一人暮らしは苦しい。正規の収入があるわけでもなく、実はかなり経済的に切りつめている。まだ貯金は切り崩したくない。

　にもかかわらず、女の子一人、世話しなければならないのか？

　ノエルから食事代を徴収するか？

　しかし、それは何とも見栄えが悪い。セコい気もする。

　だが、カッコつけてる場合でもないし、どうしたものか、と優ゆう馬まは頭をひねっていた。

「食」だけではない。「住」もやはり大問題だ。

　ノエルは気にしないような口ぶりだったが、やはり年とし頃ごろの男女がこんな狭い部屋の中で寝泊まりするわけにもいかないだろう。

　よからぬことを考えているわけではないが、道徳的にいかがなものかと思ってしまうわけである。一方でそわそわと浮き立つ自分がいるのも認めざるを得ない。だから、余計に一緒の部屋で寝泊まりするわけにはいかないと思った。

　しかし実力から言えば、ノエルのほうが断然上なわけで、ノエルにかかる危険よりも自分のほうがむしろ危険なのではないか、という気もする。命にかかわるレベルで。

　鬼おに束づか響きよう士し朗ろうの至上命令とはいえ、ノエルとの《片手袋メイト》（ノエル的にはおそらく下げ僕ぼく）の役目は、優馬には荷が重い。

　そんなことをぐるぐる考えていると、ガタガタと音がしてふすまが開いた。

　振り返ると、お風ふ呂ろ上がりのノエルが立っていた。

　女郎花おみなえし美み毬まりに着せられたらしいチャイニーズカラーのつるつるした服を着ていた。

　首に、あの《龍騎士ナイトアノール》を示す指輪を通した鎖を下げていた。

　制服とは何となく雰囲気が違う。

　風呂上がりで頬ほおがほんのりと桜色に染まってもいた。

　ふわりといい香りがする。

　拭ぬぐわれた長い髪は、安物の蛍光灯の下でもどこか神こう々ごうしい。

　わずかに憂いを含んだような濡ぬれた青い瞳ひとみ……。

　優馬は一瞬見とれてしまった。

　こうしてあらためて見ると、ノエルはとてつもない美少女だ……。

「何だ？　下劣な目で見るな。一〇〇回殺すぞ」

　ノエルがビームでも放ちそうな目で睨にらんでくる。

　憂い……見間違い、かな。蛍光灯、所しよ詮せん、安物だしな。

　つーか、下劣て。

「いや、何でもないよ」

　優馬はささくれ立った畳に目を向けて、ため息をついた。

　それから話題を変えるために言った。

「夕飯はどうしようかなと思ってさ。何が食べたい？」

　――思えば、これがいけなかった。

　何事も最初が肝心だ。最初の一手を誤れば、なし崩し的にダメになる。

「好き嫌いはない。質より量だ。それがすべてだ」

　何だか、高校のラグビー部員みたいなことをノエルは言った。

「じゃあ、簡単だしパスタ系で……」

　優ゆう馬まの頭の中には安売りで買いためたスパゲティが思い浮かんでいた。これもやはり安売り特価で買ったふりかけをかければ、簡単かつ失敗がない。だが、

「いや、わたしは米を所望する」

　ノエルは、ストップ、とでも言うように手を差し伸ばす。

　何でもいいような言い方したわりに、実に明確な希望である。

「じゃあ、カレーにでもしようか。作り置いとけばしばらく食べられるし、毎日作るのも正直面倒だし」という結果、カレーを作った。

　みんなで食べるときは昔からカレーだったしな、とも思い出した。

　てきぱきと段取りのよいあゆきに、散々、怒られながら作っていた頃ころが懐かしい。

　優馬は一人暮らしだからと言って一人用食材は買わない。安く、たくさん購入し、調理をして冷蔵庫にしまっておく。カレーの具は、そのまま肉じゃがの具にもなる。さらにカレーに肉じゃがを入れるというワザもある。

　カレーならば、少し失敗しても美お味いしく食べられる。冷蔵庫にしまっておいても温めればすぐに食べられるし、作りたてより寝かせたほうが美味しい。二、三日はカレーでもつだろう。

　と、優馬はそんなふうに簡単に思っていたのだが、そうは問屋がおろさなかった。

　優馬の思おも惑わくとは距離にして一〇〇メートル強、角度にして一四七度の鈍角を形成するベクトルで異なる現実が待っていた。

　匂においにつられて女郎花おみなえし美み毬まりが乱入してきたのは、まだ想定内だったと言えよう。

　だが、それにしても、カレーも米（貴重な四合）もすべて平らげるとはどういうことなのか……。



「ちょっと待て！」

　バンッと優馬はテーブルを叩たたく。

　ノエルは不快そうな目を向け、女郎花美毬は不可解そうなタレ目を向けた。

「米とカレーはどこへ消えた!?」

「わたしたちの胃の中だろう……？」

　そんな簡単なことも分からないのかという表情でノエルは言った。左ひだり頬ほおにごはん粒がついていた。

　ノエルの食べっぷりが気持ちいいと感じたのは最初の一杯目だけだ。

　はむりはむり、はぐはぐ、もきゅもきゅ、むぐむぐ、がっしゅがっしゅ、とカレーをかきこむ姿は、作り手からすれば喜ばしいことだ。

　ノエルが夢中で手と口を動かし、頬を緩めていたのも、まぁ可愛かったし。

　が、三杯目、四杯目ともなれば話は違う。いわんや、五杯目をや。

「どこの大食いチャンピオンだ！　美み毬まりさんもつられて食べすぎです！」

　ノエルの隣で当然のような顔で座っている女郎花おみなえし美毬をキッと睨にらみ付つける。

「まぁ、ノエルたんもあたしも育ち盛りだからねぇ」

　ひょうひょうと女郎花美毬は言ってのけた。

「嘘うそつけよ！」

「いやだよぅ、色んなところが育ってるんだよぉ、確認する？」

　矢羽根紋の着物の胸辺りを寄せたり上げたりなさる……。

「あたし、着やせするタイプなんだー」

「ふざけろ！」

「何だ、まるでわたしたちが食べ過ぎのような言い方だな。生意気な」



    

  
    
      



    

  
    
      　ノエルはとても不快そうである。

「そう言ってるんだ！」

「む」

　ノエルが唸うなる。眉まゆが寄って、整った顔立ちがへにょっと崩れた。

　明らかに過剰なカロリー摂取だ。細い身体からだのどこにこれほどのカロリーを必要としている部位があるというのか。一体、どこでつじつまを合わせているのだろう？　収支決算報告書を偽造しているとしか思えない。

　そのとき、優ゆう馬まは、ふと思った。

　鬼おに束づか響きよう士し朗ろうはノエルと生活することで被こうむる経済的被害をあらかじめ予見していて優馬に押し付けたのではないか。ということはフォローする気など微み塵じんもないということだ。

　ノエルがこんなに大食いだなんて、どうして分かるだろうか。詐欺だ。

　それでも無理やり溜りゆう飲いんを下げた。無理やりでは少しも溜飲下がっていないのだが……。

　食器を洗い、女郎花おみなえし美み毬まりを退場させているうちに夜はふけた。

　雨音ばかり耳につく。

　窓の外は真っ暗だった。

　カーテンも障子もないので、室内の明かりを反射して鏡のようになっていた。

　優馬の部屋にはテレビなどという現代的な娯楽を提供してくれるものはない。

　教科書類と、女郎花美毬が置いていったマンガ雑誌が床に積んであるばかりだ。

　食事が終わればすることは何もない。

　学生なのだから勉強すればいいのだが、そんな気にはもちろんなれなかった。

　そして、たたみかけるように第二の問題、「住」の問題が急浮上した。

　そもそも、ノエルはあることを勘違いしていた。

「ところで、おまえは、いつまでわたしのそばにいるつもりだ？」

　ノエルはマンガ雑誌の表紙をつまむようにしてめくったままの体勢で優馬に言った。パラパラと流し読みをしている様子だった。

「いつまでって、イーサンを捕まえるまで、かな？」

　優馬はそう答えた。

　することはなく、何となく部屋の隅で膝ひざを抱え体育座りしていた。

「阿あ呆ほうか、きさま。今の話だ。腹が減っては戦ができぬと言うだろ」

「まだ食べる気かっ！」

「む。違う。それと同じで、睡眠も大切だということだ。取れるうちに取っておくのがよい。だが、おまえがいたのでは眠ろうにも眠れんだろうが」

　一瞬、意味が分からなかった。

「何を言ってるの？　僕とこの部屋で寝るんだろ？」

　間が空あいた。ノエルは口を半開きにしてフリーズしていた。

　あぁ、これはちょっと可愛い表情だ。

「ノエル……？」

　次の瞬間。

　ひゅん！

　ぐさり！

　優ゆう馬まの額にマンガ雑誌の角が刺さっていた。

　ノエルが投げたのだ。いつの間にかフリーズが解除されて、今度は大きく振りかぶって投げた、という感じで固まっている。

　その間の動作は、優馬には見えなかった。

「痛いッ！」

「きさま、どういうつもりだ！」

　憤慨でノエルの顔は赤く染まっている。

「きみこそどういうつもりだ！　殺す気か！」

　優馬は額をさすりながら、

「何だよ急に。さっきは全然気にしないみたいに言ったじゃないか！」

「同じ部屋とは聞いていない。このボロ家で寝泊まりするとしかな。部屋が別々なのは当然だ！　このアオミドロが！」

「あ、アオミドロ……」

　最低記録更新中の株価みたいに、下落していく優馬の価値。今や葉緑体扱いである。

　ここでやっと、優馬は互いの思い違いを理解した。

　ようするに、ノエルは発条ぜんまい館かんの中で優馬と共同生活することは気にしないと言ったのであり、同じ部屋で一緒に寝るとは思っていなかったというわけだ。

　優馬は、はじめから一〇五号室しか思い浮かべていなかったから、ノエルと認識が噛かみ合あわなかったのだ。

「まぁ、冷静に考えればそうなるわな」

　優馬は額をさすりさすり、立ち上がった。

　ある意味安心する。わずかながらだが、男子としての自信も回復した。

「美み毬まりさんにもうひと部屋借りてくる」

　だが、座敷わらしの笑い声（みたいな音）のする廊下を抜け、管理人室を訪れた優馬は、大人社会の洗礼を浴びることとなった。

「高いよ？」

　管理人室の扉に寄りかかったままの体勢で、女郎花おみなえし美毬は言った。にたにた笑いつつ指でわっかを作りながら。

「な、部屋余ってんですから、臨時で貸してくれてもいいじゃないですか？」

「もちろん貸すよ。でも、貰もらうもんは貰わないと。あたしとゆまにゃんの仲でもさ、やっぱお金が絡むことはちゃんとしときたいじゃん？　親しき仲にも礼儀あり。一度、こういうの曖あい昧まいにするとさ、今後よくないでしょ」

「あんた、いつもちゃんとしてないじゃないか！　さっきも夕飯たかったばかりだろ！」

　女郎花おみなえし美み毬まりは明後日あさつてのほうを見ながら、ぴゅーぴゅーと口笛を吹いて誤魔化した。

「どうすんの？　払うの？　払わないの？」

「くそ、恩を仇あだで返しやがって」

「なぁに言ってんのさ。気ぃ使ってやってんじゃん。ノエルたんと一つ屋根の下だよ？　全国男子の憧あこがれシチュを堪たん能のうしなさいな。ま、ゆまにゃんのことだから、眠れずもんもんと過ごすんだろうけど。で、体調崩すの。あぁ人の不幸は蜜みつの味。ゆまにゃんが困ってる顔、あたし大好き。ごはん三杯はいけちゃう」

　女郎花美毬は、にゃーんと頬ほおに手を当てて右に左に身体からだをゆする。

　ほわんほわんと髪も揺れた。

　むしろ、腹立たしさ三倍である。

「……最低だな、あんた」

「ガンバ」

　心がこもっていないエールを受けた優ゆう馬まは歯は噛がみして、一〇五号室に戻った。

　ガタガタと拒絶的なふすまを開ける。部屋の主あるじすらをも拒むムカつくふすまである。

　ノエルが部屋の真ん中であぐらをかいて鎮座ましましていた。

　青い瞳ひとみで、優馬をギロリと睨にらむ。

　めちゃくちゃ怖いんですけど……。

「交渉……決裂のようだな」

　優馬の頼りない顔を見てノエルは言った。

　腕を組んで、退く気はないぞ、と意思表示している。

　優馬はため息をついた。

「折せつ衷ちゆう案だ。押入れのふすまをはずして仕切りのかわりにしよう。それで隔てれば――」

「イヤだ。みすぼらしい。ただでさえ狭苦しいのに、これ以上狭くするな」

「じゃあ、どうすんだよ？」

　優馬は投げやりに訊たずねた。

「おまえはそこで寝ればいい。さっき調べた。きさま程度には十分だろ」

　ノエルの白い指は、今しがた優馬がはずそうと提案したふすまを指差している。

　いや、正確にはその向こうの空間を。

「……押し入れで寝ろと？」

　どこの猫型ロボットだ。

　というか、部屋の主あるじが押し入れで眠るって、理不尽に思えてならない。

「この小汚い部屋で我慢してやる上に、アオミドロと同じ部屋で寝る最大限の譲歩だ。ありがたく思え」

　優ゆう馬まは押し入れからノエルに視線を戻す。

「マジで？」と確認。

「マジだ」

　大きく肯定の頷うなずきを返すノエルであった。

　その目はかなりマジだった。
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「命が惜しくば覗のぞかぬことだな」

「しないよ。あのおかしな銃で脳天に風穴あけられたらたまったもんじゃない」

　という短いやり取りのあと、ノエルにせんべい布団を譲った優馬は、押し入れの上の段でタオルを敷いて眠ることとなった。非常に不本意である。

　しかも、ここで、思わぬトラップが待ち受けていた。

　押し入れというものは思いのほか狭い。縦には余裕があるのだが、横に余裕がない。つまり、いざ眠ろうとして横になると、身体からだがぴったり「ハマる」のである。頭の先から足の裏までぴったりと。

「ありえない……」

　仕方なく膝ひざを曲げる。まったく落ち着かない。

　しかも、ふすま一枚隔てた向こうには女の子が眠っている。やはり落ち着かない。

「……ありえない」

「何だ、うるさいぞ。黙らなければその舌を切り落として、タン塩にする」

　ふすまの向こうからノエルの尖とがった声がした。タン塩て。

「押し入れの中は結構、息苦しいんだよ。狭いし」

　そして沈黙が下りる。

　雨の音がサラサラと流れている。

　庭は水没しているかもしれない。

　優馬は押し入れの中でごろごろと寝転がるが、身体のおさまりがとても悪い。

　女郎花おみなえし美み毬まりの予告通りというか、予言通りというか、眠気など一向に訪れなかった。

　しばらく羊ひつじを数えてみたが、山や羊ぎを動員しても眠くならなかったので、優馬は清きよ水みずの舞台から飛び降りるような気持でふすまの向こうのノエルに話しかけてみた。

「ねぇ、ノエル、眠った？」

「眠った」

「寝てないじゃないか」

「おまえが話しかけるからだ。二度と無駄口たたけんように唇を縫い付けてやろうか？」

　優ゆう馬まは暗い中でももう目が慣れていて、押し入れの天井に落書きされている妙な絵を見付けた。今まで気付かなかった。前の住人に子供がいたのだろう。稚ち拙せつな絵だった。大人が二人、間に子供がいる。手をつないでいるのだろう。きっと家族だ。家族が増えてここから出ていったのかもしれない。ぼんやりしたその絵を眺めながら優馬は小さく笑った。

「ねぇ、ノエルはどうして調律士になったの？」

　優馬の問いに一拍置いて答えが返ってきた。

「何な故ぜ、アオミドロ風情に言わなければならない？」

　何だよ、と思ったが、まぁ確かに、とも思った。優馬に話さなければならないということはない。所しよ詮せん、臨時の《片手袋メイト》……。調律士見習いの優馬の存在は、言うなれば《龍騎士ナイトアノール》様のお世話役でしかないのだから。

　ノエルが「ふん」と鼻を鳴らしたのが、ふすま越しにも分かった。

「性格わる」

「何か言ったか？」

「いいえ」

　優馬は誰だれに見られているわけでもないのに、押し入れの中で肩を竦すくめた。

　同時に、はっきりと物を言える性格というのは羨うらやましいな、とも思った。

　そういうのは、どちらかと言えば苦手だ。誰にでもはっきりと思っていることを口に出せれば気持ちがいいだろう。

　自分はどうして、こんなふうに一歩引いた口調でしかしゃべれないのだろう。

　女郎花おみなえし美み毬まりや鬼おに束づか響きよう士し朗ろうと接してきて、これでも幾分かマシになったほうだが、それでも、思ったことをそのまま口にするのは難しい。少し考えていつも口に出す前になかったことにしてしまう。

　女郎花美毬、鬼束響士朗、それにあゆきとは、ずいぶんと話せるほうだ。それは彼女たちが優馬よりも大人だからなのかもしれない。あらかじめ距離が決まっているという感じがする。その距離を守り続ければいい。

　だが、普通は相手との距離が分からないものだ。どれくらい近くに行けばいいのか、どれだけ離れていればいいのか、それが分からなくて、結局いつも失敗する。

　ノエルともどれくらいの距離が必要なのかよく分からない。

　怖い、という感覚があるからだろうか。そう、怖いのだ。

　嫌われたら悲しいから。仲間外れにされるのが悲しいから。

　保身。結局、自分のことばかり考えているということか……。

　小さい頃ころ、ずっと大人の顔色ばかり窺うかがっていたからかもしれない。子供は、大人に頼らなければ生きていかれない弱い生き物だ。一人で生きる術すべを持たない。

　嫌われないように、仲間外れにされないように。機嫌を窺って、仲間のフリをする。

　でも、みんなといるほうが寂しいと感じる。本当は自分だけニセモノ、そう思うからだ。

　それはたとえば、醜いアヒルの子のように……。

　ニセモノであることがバレたら、やはり嫌われてしまうのだろうか。

　優ゆう馬まは暗くら闇やみの中で髪をかき上げた。ぼんやりと紅あかいクロスが揺れるのが見えた。

「ねぇ、ノエルはどうやってイーサン・ソルトウォーターを捜すつもりなの？」

　歪わい曲きよく師しは《歪曲》さえ使わなければ一般人と変わらない。第一級指名手配犯といっても、それは警察が全国に指名手配しているのとは事情が異なるのだ。

　つまり、情報提供というものがほとんど望めないということだ。

　ふぁわわ、というあくびのあと、ノエルの声が返ってきた。

「まずは日ひ月づき明あきらだ。イーサンがこの付近に潜伏しているのは間違いない。日月明を監視しているのだろう。日月明を追えば、イーサンにたどり着く」

　ふぁわわ、と、もう一つあくびが聞こえ、ノエルは続けた。

「日月明自身も問題だ。事件現場からしても、自らの力を誇示するタイプか、それに準ずる性格だ。抑圧されていた分が出るのかもしれないな。となると、早めに日月明を捕まえないと次の犠牲者が出る可能性が高い」

　確かに、現場をそのまま放置して去っていることから見ても、日月明は事件を隠そうとはしていない。強大な力に酔いしれている可能性もあった。ならば、次の被害者が出るのも時間の問題だ。それは避けたい。

「現在、イーサン・ソルトウォーターの潜伏先、並びに日月明を《シュミットモニター》が捜索中だ。日月明の行動原理が復ふく讐しゆうであることから、ヤツのクラスメイトにも監視の目がついている。日月明が現れれば、すぐに幸福商会に連絡が入るようになっている」

　大筋は理解したが、知らない単語が混じっていた。

「ねぇ、しゅみっともにたぁ……って何？」

　ザバッと布団がはがれる音がふすまの向こうからした。

「おまえ……そんなことも知らんのか？　《龍騎士ナイトアノール》は知っているのに」

「いや、僕はホント、まだまだ半人前の、調律士見習いだから。あんまり詳しくは……、え、あれ、それ普通に知ってるものなの？」

「響きよう士し朗ろうめ、このモヤシに何も教えてないのか」

　今、モヤシって言った……。

「何で、こんなヤツと……くそ」

　ノエルが毒づく。

　こればかりは、ごめんなさいとしか言いようがなかった。言わなかったけど。

「《調査班シユミツトモニター》は機関の中でも諜ちよう報ほう活動を主な任務としている調律士のことだ」

「ふーん」

　調律士見習いとはいえ、テキストに沿って授業を受けるというわけでもなく、優ゆう馬まは本当に何も知らなかった。優馬はただ、鬼おに束づか響きよう士し朗ろうに見いだされ、言われるままに調律士見習いとなっただけなのだ。そこに優馬の意思はあっただろうか……。

　何な故ぜ、調律士になったのか自分が訊たずねられたとして、ちゃんと答えられるだろうか？

　ノエルはあくび混じりで続ける。

「ふぁわわ、わ。イーサンの最終目標が《混沌の柩パズル・ボツクス》を用いて、何らかの願いを叶かなえることだとすると、日ひ月づき明あきらに魔法具を渡したのは最終目標に近付くための手段なのだ。簡単に放棄しないだろう」

「なるほど」

「現段階では日月明を捜すのが優先だな。さっきも言ったが、日月明自身は危険人物だ。その上、イーサンと通じている数少ない手掛かりでもある。イーサンは自らの城に構えて滅多なことでは姿を現さない。ヤツは城ごと空間転移していて発見しにくいからな。《影を歩む者シヤドウ・ウオーカー》の名は伊だ達てではない」

「は？　ちょっと待って、何、城って？」

　ヨーロッパの古城を移築する、というようなものを優馬は想像した。

「歪わい曲きよく師しが所有する研究施設のことだ。城と言っても、外観で分かるものとは限らない。普通の民家に見えて、扉を開けると、そこがイーサンの城になっている、ということだってありうる」

「《歪曲》か。空間転移って、何かすごいな。城かぁ……」

「どこかに入口が通じているはずだ。それを見付けなければならない。日月明がそこを知っていれば話は早いが、恐らくそれはないだろうな。それでも、こちらが日月明と接触すれば、イーサンは反応するはずだ」

　それは何だか、日月明をエサにしてイーサンを釣ろうとしているようにも聞こえた。あまり快くはない。

　だが、仕方がないのかもしれないとも思う。スッキリはしなかった。

「ねぇ、ノエル。目的のための手段とは言え、どうして、イーサンは日月明に魔法具を渡したりしたんだろう？　事情に詳しくないはずの日月明は弱みになりやすいのに。現にこちらは日月明を捜してるわけだし」

　ぽつりと言った優馬の言葉に、少しだけ遅れて返事があった。

「絶望を生み出す簡単な方法は何だと思う？」

　質問に質問が返ってくる。

「……何だろう」

　咄とつ嗟さに思い浮かばなかった。

「…………希望を与えてやればいい」

「ずいぶん逆説的だね」

「そういうものだ。はじめから何も期待していない人間は絶望もしない。だが、一瞬でも救いを信じてしまった者の希望が打ち砕かれたときは、深い絶望となる」

　日ひ月づき明あきらはイーサンに魔法具を与えられることで希望を見いだした。

　イーサンは《混沌の柩パズル・ボツクス》に九九九人の絶望を集めている。

　絶望を生み出すのに必要なのは希望……。

「……それって」

　優ゆう馬まは唐突に理解した。ジグソーパズルのピースがはまるように。

「そういうことだ。イーサンのターゲットは日月明自身だろうな。魔法具によって絶大な力と希望を授け、そしてそれを奪う」

「奪うって……殺すってこと？」

「あぁ。希望を根こそぎ奪い、その上で殺すだろう。《混沌の柩パズル・ボツクス》に必要なのは失意のうちに絶命した人間の血液だからな……」

　優馬はギリと奥歯を噛かみしめた。そんなことは許されるものではない。

　イーサンは日月明を道具としてしか見ていないのか。憐あわれな一人の少年の心の闇やみを利用しようとしている。つけ入られるような心の闇を持っていた日月明が悪いのか？

　いや、違う。

　誰だれかが彼を助けてあげられたのではないのか。

　彼が暗いほうに一歩踏み出してしまわないように。

　それとも、みんなで日月明をそっちに押し出したのか……。

　だとしたら、それはあまりにも悲しすぎる。

　ふと、イーサンは《混沌の柩パズル・ボツクス》を使って、どんな願いを叶かなえるつもりなのだろうかと思った。九九九人の絶望と引き換えに一体何を叶えようというのか。

「ねぇ、ノエル」

　優馬は呼びかけたが、もう返事はなかった。

　そっと押し入れのふすまを中から開けると、くすぅくすぅ、という小さな動物のような寝息が聞こえた。ノエルの寝顔は穏おだやかなものだった。

　昨夜、廃マンションを破壊したのと同一人物とは思えない。まして、《龍騎士ナイトアノール》の称号を持っているとも思えなかった。ただの女の子だ。

「何だ、寝たのか」

　急に気が抜けた。優ゆう馬まはふすまを閉め、押し入れの天井を見上げる。へたくそな親子の絵を眺めながら少し笑った。その絵は、小さい頃ころの優馬が願った光景そのものだった。

　……………

　……

　どこともつかない暗くら闇やみの中で、

　ぽつんと一人、ノエルが立っていた。

　後ろ姿だったが、すぐにノエルだと分かった。

　――何をしてるの？

　優馬が訊たずねると、ノエルはゆっくりと振り返った。

　長い髪がサラリと流れた。

　こちらを振り向いたノエルはどす黒い血で濡ぬれていた。

　頬ほおから鮮血が滴したたり、尖とがった顎あごを伝って、ぽたりと落ちた。

　――どうしたんだ！　怪け我がしてるぞ！

　優馬はノエルに駆け寄る。

　だが、決定的な距離をあけたまま、優馬は足を止めた。

　止めざるを得なかった。

　ノエルは暗い瞳ひとみを優馬に向けていた。

　輝きが失われた、丸い目だった。覚えのある暗黒。

　ノエルの手の中には女の人の首があった。

　血は、ノエルのものではなく、その女の人のものだった。

　ノエルは女の人の生首を抱きかかえていた。

　ぐらりと天と地がひっくり返ったような感覚に襲われた。

　優馬はこみ上げる吐き気を押さえるために、口を押さえた。

　ノエルの頬を濡らす血液は、まるで涙のようで。

　ノエルがぼそぼそと口を開いた。

　その声は、老婆のようなしゃがれた声だった。

　――なおせなかった。

　そして、生首の瞳がどろりと見開かれた。

　生気のない瞳にも、あの暗闇が……。



「うわぁあああああああああああああああああああ!?」

　飛び起きると、同時に腕が何かに当たった。

　バズンと貫く感覚。そのまま身体からだが傾く。

「え？　うおッ!?」

　何な故ぜか身体からだが落下する。

「ぐへ」

　気付いたときには、優ゆう馬まは左側頭部を畳に打ち付ける形で、押し入れから落ちていた。首がぐぎりと鈍い音を立てた。どうやら左腕がボロボロのふすまを突き破り、そのまま押し入れから落ちたらしかった。最悪な寝起きである。首がズキズキした。

　そうだ、自分は押し入れで眠ったのだった。それを飛び起きたから落下した。

　飛び起きた…………悪夢を見たせいだ。あれは何だったのだろう。妙にはっきりした悪夢だった。ノエルと見覚えのない女の人……。

　優馬はガリガリと寝癖のついた頭をかいて、顔を上げ――。

　バガン！

　何が起きているのか理解できないまま顔面に強烈な痛みが走った。

　殴られたのだと理解するのに数秒を要した。ノエルのきゅっと握りしめられた拳こぶしがクリティカルヒットしたのだった。

「いつつ、何しやがる！」

「きさまこそ何のつもりだ！　即刻、心臓を停止させるぞ！」

「は？」

　そこで気付いた。

　ノエルは、上は着ていたが、下はスカートを穿はいている途中だった。ファスナーがあいたままのところをちょっと前に屈かがんで、手で押さえている。

　顔は怒りで烈火のごとく燃え上っていた。

　靴下もまだ履いておらず、白い透き通るような素足でぺっとりと畳を踏みしめていた。

　優馬は慌てて、顔ごと逸そらした。その拍子に首がぐぎりと悲鳴を上げる。

「う……ごめん、わざとじゃない」

「わざとなら一〇〇回殺している。一応、希望を聞いておこうか。何回死にたい？」

「すいません、六、七十年後くらいに一回でお願いします」

　目を逸らしている間に、じぃーとファスナーを上げる音がした。生々しい……。

　筋を違えた首を紅あかいクロスをぶら下げた左手で撫なでながら、ふと、どうしてあんな夢を見たのだろうと思った。ノエルはともかく、あんな女の人は知らない。うまく眠れなかったせいだろうか……。

　ノエルに聞いてみようか。

　でも、自分の夢を他人に聞くというのもおかしな話だ。

　それに、生首の女の人の話など、朝から気分のいい話でもない。

「おい、アオミドロ」

　それ、決定なの？

　呼びかけられた優ゆう馬まは思考を中断し、顔をノエルのほうへ向けた。

「いや、ホントごめ、」

　言い終える前に、めきり、と優馬の顔にノエルの足の裏がめり込む。

「空腹だ。朝食を用意しろ」

　理不尽にもほどがある。



　　　†



　梅雨の晴れ間なのか、空は心おきなく晴れている。珍しく気持ちのいい陽気だった。

　近所の植え込みには少し赤みがかった紫色のアジサイが咲いていて、風が吹くとサラサラと密ひそやかな音がした。

「え、学校に行くんじゃないの？」

　登校するつもりで発条ぜんまい館かんを出たが、ノエルが幸福商会へ向かおうとするのでそう言った。

　ちなみに、朝食はシリアルを食べた。シリアルのいいところは、食べ物と飲み物が一つになっているところだ。

　ノエルは量的に不服そうだったが……。

「どうしてわざわざ学校へ行く必要がある？　《調査班シユミツトモニター》の報告を待つのならば、幸福商会にいれば手間がなくていい」



    

  
    
      



    

  
    
      　もっともな言い分ではあった。

「でも、僕は学生だし、学校には行かないと。ノエルも一応、転入したんだし……そもそも何でうちの学校に転入したの？」

「響きよう士し朗ろうの指示だ。わたしくらいの年齢ならば、学生の肩書を持っていたほうが自然なのだろう？　これだってカモフラージュのために着ているのだ」

　ノエルは制服のプリーツスカートを、ちょんとつまんだ。

　なるほどと思う一方で、鬼おに束づか響士朗の指示だったら、「テキトウ」である可能性のほうが高いなとも思った。もしくは「オモシロソウ」という理由だ。

　極端な話、偽造の生徒証でも作って制服を着ていればいいだけだ。それをわざわざ転入させるとは……。

「おまえはわたしの《片手袋メイト》だしな。わたしのそばについて世話をするのは当然だろう」

　何となく、ノエルの辞書には「片手袋」と書いて「げぼく」と読み仮名が書いてある気がする。まぁ、アオミドロよりはマシかな。光合成よりは、普通に食事をしたい。

　と、まぁ、それには目をつぶるとして。

「学校には行くから」

「何な故ぜだ？」

　ばうわうと吠ほえるようにノエルは牙きばをむいた。

　下手すると食べられる。

「学校へ通うことが、僕に与えられた条件の一つだからだよ」

「……何だそれは？」

　ノエルは首を傾かしげた。

　長い髪が、シャラン、とこぼれる。朝日を浴びて、キラキラ光っていた。

　一瞬、それに目を奪われた。キレイだな、と思った。

「何だと訊きいている！」

　ノエルが語気を強くする。

「きみに話さなければいけない義務はないだろ？」

　昨夜の仕返しに、優ゆう馬まはそう答えた。

「む」

　ノエルは不快そうにうめく。

　下唇が変な形にへちょりと歪ゆがんでいた。

「根に持つタイプか、器うつわが知れるわ。小者め」

「ぐ……。ま、まぁ、何かあればすぐに僕の携帯に鬼束さんが連絡をくれるよ。日ひ月づき明あきらやイーサンがどこでどういった行動に出るのか分からないんだから、幸福商会の事務所で待とうと、学校にいようと、条件は同じだろ？」

　ノエルはますます不服そうな顔を深めた。へにょりふにゃりと表情が歪ゆがむ。

「それに普段と違う行動を取るのは望ましくないよ。目立つ行動は控えないと」

　調律士の存在も歪わい曲きよく師しの存在も、一般人に知られてはならない。新たな《歪曲》の火種となるかもしれないからだ。

　もしも知られてしまったなら目撃者の記憶を操作する必要があった。

　調律士見習いの優ゆう馬まにそのような力はなく、処理してもらうために、いちいち報告しなくてはならない。そうならないためにも、やはりいつも通りに振る舞うべきだろう。

　本当は、授業中に連絡があったら対応が遅れる可能性はあったのだが、わざわざ自分に不利になるようなことは言わない。

　くわえて学校は、不意の襲撃に備えにくいという点もあったが同様の理由で心の中にしまっておく。ノエルに全部を合わせなくてはならないというのも癪しやくだった。

「きみも悪目立ちしないでくれよ」

　昨日など、優馬は教室で拉ら致ちられたのだ。これ以上ないというくらいの悪目立ちだ。

「ただでさえ人目を引く容姿なのに」

「どういう意味だ」

　ノエルは眉まゆをつり上げる。

「どういうって……」

　きみはすごい美少女だし、とはちょっと恥ずかしくて言えなかった。

　優馬が言いよどむ姿を見ていたノエルは、ふん、と鼻を鳴らすと、ガッス、ガッス、と地面を踏み鳴らして歩き出した。

　小さなお尻しりが揺れて、チェックのプリーツスカートがふわふわと舞う。白い脚が覗のぞいた。何だか目の毒なので、小走りでノエルの隣に並んだ。

　しばらく無言で歩いていたが、何となく気づまりで、優馬は口を開いた。

「ねぇ、ノエルは学校嫌いなのか？」

　ノエルは仏頂面を向ける。青い瞳ひとみに射すくめられる。

「嫌いも何もない。学校など行ったことはない」

「ふーん、そうなのか」

　少し驚いたが、《龍騎士ナイトアノール》には学校なんて必要ないのかな、と漠然と思った。

「それに、ガキどもの集まりだろう？　バカバカしい」

「きみも子供じゃないか」

「高貴なわたしには必要ないのだ」

　あんなに意地汚く食べておいて、高貴も何もあったものか。

「何だ、その目は。くりぬくぞ！」

「別に……。でも理解したよ。きみ、集団生活慣れてないだろ。友達いないんじゃないか？」

　ノエルはしかめっ面で言う。

「……友達など必要ない」

　その声は頑かたくなだった。

「群れるのは好きじゃない。群れるのは弱いヤツだ。他人という鏡を通してしか自分が分からないヤツらの薄っぺらな絆きずなを友情と呼ぶのだ。そんなもの、わたしには必要ない」

「ふーん」

　一人が好き、それは優ゆう馬まも同じだった。

　けれど、優馬とノエルでは決定的なところで違うらしい。

「きみは強いんだな、羨うらやましいよ」

　優馬はみんなの中にいると寂しくなるから一人を選んだ。

　自分以外の人を思いやれる余裕がない優馬は、一人を好む。楽だから。

　でも、ノエルは、はじめから一人で何にも流されず立っている。

　それは優馬の憧あこがれる姿だった。

　誰だれにも頼らず、一人で生きていける強さだ。

　ノエルは青い瞳ひとみを怪け訝げんそうに細めて優馬を見た。

「バカにしているのか？」

　――いや、本当に羨ましいと思ったんだ。

　そのひと言は言わないでおいた。



　歪わい曲きよく師しのカテゴリーに分類される者の多くは、犯罪者とはいえ、虐殺それ自体を楽しむような人種ではない。

　中には愉快犯的に《歪曲》を行い、人々を虐殺する歪曲師もいるが、それは少数派だ。

　即席で歪曲師となった日ひ月づき明あきらは、少数派と言えるかもしれない。

　歪曲師の目的はたとえば「永遠の命」、「真理への到達」、「絶対の平和」であったりする。

　彼らはそれを科学ではなく《歪曲》によって成し遂げようとする。

　その過程で何人殺すことになろうと気にしない、というのが歪曲師だ。

　イーサン・ソルトウォーターも何かを成し遂げようとしているようだ。

　目的のためならば手段を選ばない、というのも歪曲師の特徴である。

　だから、《混沌の柩パズル・ボツクス》なる魔法具をイーサンが手にしているというのは、非常に分かりやすい構図だ。

　彼は叶かなえるべき願いを持っている。

　多くの歪曲師が研究を重ね、いくつもの《歪曲》を組み合わせようと、いまだ「永遠の命」も「真理への到達」も「絶対の平和」ももたらされていない。

　少なくともそのような報告はなく、普遍的な完成は見ていないようだ。

　ならば、自身の研究よりも《混沌の柩パズル・ボツクス》という強力な魔法具を使って願いを叶かなえるほうが手っ取り早い、と考えるのは、実にシンプルな帰結である。

　九九九人を犠牲にしてまで叶えたいこと。

　そこまで大それた願いなど優ゆう馬まにはない。

　せいぜい早く大人になって、ちゃんと独立する、それくらいだ。

　そのために必要なのは九九九人の絶望ではなく、歳を重ねること、仕事を得て経済的に独立すること、そして一人でもまっすぐ背筋を伸ばしていられる強さと自信だ。

　どれも自分には圧倒的に足りない。

　精神的な話だけではない。

　この国では、子供は一人になれない。優馬はまだ子供なのだ。

　半人前。未熟者。調律士も所しよ詮せん、見習い。

　そんな自分が好きじゃない。

　ぶら下がったままの子供でいたくない。

　だから、今回の任務はどうしても成功させたかった。

　授業中、優馬はノエルの後ろ姿を眺めながら、脈みやく絡らくなくそんなことを考えていた。

　転入生の席は教卓のまん前だったが、あろうことか、ノエルは頬ほお杖づえをついて窓の外を眺めていた。朝のホームルームからずっと。休み時間も。それはどこか気だるげだった。

　はぁ、などとため息をつけば色っぽく見えないこともない。

　が、そのため息の正体を優馬は知っている気がした。

　幽霊の正体見たり枯れ尾花。

　たぶん、お腹すいてるだけだろう……。

　授業中に聞こえるのは、教師の声と、カチャカチャ鳴るシャーペンの音。

　セミはまだ鳴いていない。

　けれど空気には少し夏が混ざっていた。

　窓の外には、青い葉を茂らせた桜の木が無表情で立っている。



　二時間目と三時間目の間の十分休憩。

　優馬は自分の席でグッと腕を伸ばした。

　背中がぽきと鳴り、左手の紅あかいクロスが振り子のように揺れる。

　ノエルは相変わらず、はぁ、と物憂げなため息をついていた。

　朝は何人かの勇者が話しかけていたが、今では誰だれも近寄らない。

　昨日のホームルームで、優馬を殴って拉ら致ちするという事態の衝撃もさることながら、声をかけた人間をことごとく睨にらみ返かえすのである。

　不機嫌そうな声で「何の用だ」というセリフ付きで。

　端たん正せいな顔立ちであればあるほど睨にらまれると怖い。目で殺す、という感じである。

　悪いこともしてないし言ってないのに、みんな「ごめんなさい」と返していた。まったくコミュニケーションが成り立たず、みんなすごすごと引き下がっていった今現在。

　ノエル・ローゼンバーグは美少女だが、話しかけてはいけない、という不文律がたった一日で、できあがりつつあった。

「バカ優ゆう馬ま」

　背後からそう呼ばれて、振り返る。

　ぐさり。頬ほおを人差し指で刺された。

　あゆきだ。今日も元気に左向きに髪が跳ねていた。

「どこ見てんのよ？　うちの子にもそんな目、向けてたんじゃないでしょうね」

「どんな目だよ」

「不潔で不純で不ふ埒らちな目」

　ひどい言われようである。

「あの子と知り合いなの？　朝も一緒に登校してきたね。昨日も一緒に帰ったみたいだし」

　ぐさぐさと優馬の頬は刺されっぱなしである。

　あの子、とあゆきはノエルに視線を送る。

　優馬も、ノエルを視界に捉とらえたが、彼女はこちらを見ていない。

　あゆきに視線を戻す。

「共通の知り合いがいるんだ。そのつながりでちょっとね。下宿先も近いし、ほら、まだ栗花落つゆりに来たばかりで、この辺りに詳しくないからさ、案内がてら」

　これは、そんなに嘘うそではないな、と思う。

「それで、昨日も一緒に帰ったわけだ。そりゃあ仲のよろしいことで」

「……何だよ、トゲのある言い方だな」

　あゆきはスッと冷たげに目を細める。

「全然、うちに顔出さないで五百月いせづき優馬くんは女の子と遊び歩いてるわけだ。へー、ふーん。綾あや乃のさんと、みゆちゃんに言っちゃお」

　ぐさぐさぐさぐさ。凄すさまじいピストン運動である。

「み、みゆは、関係ないだろ」

「将来を誓い合った仲なんでしょ？　刺し殺されるんじゃない？　女の恨みは怖いよ？」

「どんな昼ドラだよ。あれは、ただの、ごっこ遊びで……」

　言いよどむと、あゆきがたたみかけてくる。ぐさぐさ指で優馬の頬を刺しながら。

「痛いんだけど……」

「優馬くんはおモテになるようで。羨うらやましいことですね。ちなみに、小さい頃ころは、優馬はあたしのお嫁さんになるって言ってたんだけど、ね！」

「お嫁さん……言ってたな、そんなこと……」

　控え目な優ゆう馬まよりも、活発なあゆきのほうがお婿さんらしかった。先陣を切るのはあゆきで、優馬はいつもあゆきの後ろにくっついてばかりいた。

　懐かしいようでもあり、恥ずかしくもある。そんな優馬が一人暮らしをはじめると言ったとき、誰だれよりも反対したのはあゆきだった……。

「それが今やホスト気取り？　みゆちゃんもショックよ」

「ホストって、今日はやけに攻撃的だな。みゆは、まだ七歳だぞ？」

「もうすぐ八歳よ。誕生パーティーするんだから、ちゃんと来なさいよ」

　でも人がたくさんいるところは好きじゃないんだ、その言葉を優馬はごくりと飲み込んだ。人と仲良くするのも難しいよ。

「みゆの誕生パーティーには行くよ。当然だろ」

　できるだけ丁寧に笑ってみた。

　あゆきは嫌いじゃない。むしろ大切な人だ。そう思ってる。本当に。

　でも、人と話すのは疲れる。人といて疲れるのは笑わないといけないからかもしれない。無表情でいると「大丈夫？」「どうしたの？」「機嫌悪いの？」「気分悪いの？」「つまらない？」色々訊きかれる。どれでもないのに。



　四時間目終了のチャイムが鳴って、学校中がにわかに活気づく。

　さて、昼はどうしようかなと思ったところに、ずい、と影がさした。

　優馬の席の前で立っている人物と目を合わせたくなくて、しばらく数学の教科書を眺めるという現実逃避を強行する。が、視界の隅につやつやした髪の先が入った。

「きさまは連立方程式が好きなのか？」

「……いや、そんなには」

　ゆっくりと顔を上げた。

　座ったままなのに、立たち眩くらみを起こしたような錯覚。

　教室の中が静かになった。

　一年六組の教室だけがシーンと静まり返っている。

　廊下は相変わらず騒がしいので不気味なことこの上ない。

　クラスメイトの視線は針となって、優馬の顔と言わず腕と言わず身体からだ中をちくちく突き刺してくる。

　ノエルはそんな視線など毛ほども気にかからないようで、ぬーんとした顔をしていた。

「……何か？」

「昼食の時間なのだろう？」

　あぁ、昼もまたたかられるのか……。



　そして食堂のテーブルには、和風ハンバーグ定食（五〇〇円）、親おや子こ丼どん（三五〇円）、天ぷらうどん（三五〇円）、デザートの揚げアンパン（一二〇円）。

　もちろんこれらはノエルの前に並び、優ゆう馬まはかけそば（二〇〇円）をすすっている。

「ずず……ずず……何だろ、心なしか目頭が熱いよ……」

　ノエルは優馬など無視してにへらと頬ほおを緩めながら、はむはむと食事を平らげていく。

　通り過ぎる男子生徒たちは、ノエルを見て、それから優馬を見て、眉まゆをひそめる。

　その視線がマシンガンなら、優馬はとっくに肉片と化していたことだろう。

　長い髪、整った顔立ち、白はく磁じのような肌、スラリとした手足。

　そこらのアイドルが霞かすむような美少女だ。

　それは認めよう。認め合うところからはじめよう。

　これでもう少し当たりが柔らかくて、大食いでなかったらよかったのだが。

「よく食べられるな」

「もぎゅもぎゅ、もぎゅもぎゅ」

「なぁ、ちょっと、エビの天ぷらくれないか？」

　公立高校の食堂の天ぷらうどんのエビなどたかが知れているが、それでもかけそばに載せれば少しは豪華になるだろう。

「はへはダメだ、ほへはははひほはこれはわたしのだ」

　頬をいっぱいに膨ふくらませて行儀悪くノエルは言った。

　また頬にごはん粒がついている。

「いや、元は僕のお金だから。つーか、ねぇ、ノエルさんや。はっきりさせときたいんだけど、こっちで生活するにあたってお金とかどうなってるんです？」

　ずず、とわびしくそばをすする。

「もぎゅもぎゅ、幸福商会持ちだ」

「鬼おに束づかさんが？」

「と言うか、おまえだな」

　ノエルは割り箸ばしで優馬を指す。

「僕？」

　声が裏返った。

　やはり、鬼束響きよう士し朗ろうは全部、優馬に押し付ける腹だったのだ。

　貧血にも似た症状で目の前が一瞬暗くなった。

「……そういや、ノエルって鬼束さんのこと下の名前で呼んでるけど、結構親しいの？」

「あぁ、響士朗は……」

　そこで、一度、ノエルの箸はしが止まった。とぷん、とうどんがつゆに沈む。

「姉上の《片手袋メイト》だったのだ」

「お姉さんいるんだ、ノエル」

「……まぁな」

　と答えて、ノエルはガツガツと食事を再開した。

　何だろう、と少し思ったが特に追及はしなかった。

　それよりも。

「食費って、重層世界調律機関の経費で落ちないのかな……」

「さぁな、知らん」

　全然関心なさそうな声でノエルは言って、ハンバーグも親おや子こ丼どんも天ぷらうどんもおさめたお腹の中に、さらに揚げアンパンをおさめていく。

　ノエルは満面の笑みを浮かべている。ほくほくと美お味いしそうである。大福もちみたいなほっぺたがふよふよと動いている。

　比べて自分はかけそば。

　何なんだ、この落差は……。

「く、う、こ、この、収納上手め！」

「うるさいな。静寂を尊べ、アオミドロ」

「食べ過ぎだってんだよ。遠慮しろよ。昨日、今日でいくら分食べてると思ってるんだ？」

「問題ない」

「あるよ！　どこの碇いかり司令だ！」

「ええい、うるさーいっ！」

　グサリと額に割り箸ばしが刺さった。ぴゅーと赤い血が目の前を飛んでいく……。

　脳裏に「ＤＥＡＤ　ＥＮＤ」の文字が一瞬浮かんだ。



    

  
    
      
第３章　煉れん獄ごく回帰

　　　　――"Every Sin's All right" by Red Reason





　そうやって、一日が終わればよかった。



　五時間目が終わる頃ころ、まるで謀はかったように分厚い雲が出た。太陽の光を遮り、町全体がむっすりと沈黙する。イヤな感じだな、と優ゆう馬まは思った。

　六時間目の化学の授業が終わる頃には外は真っ暗だった。

　一年に二度ほど、こんなふうに時間感覚が狂うような暗くら闇やみが訪れることがある。今日がそのうちの一回だったようだ。

　帰りのホームルームも終わって、自分の席から窓の外を見上げる。朝の快晴が嘘うそのようだ。今ではいつ泣き出してもおかしくない。

　風はないが、こんなときの雨は大粒で、逃げ道を与えないように激しく降る。おりたたみ傘などまったく役には立たないだろう。

　優馬はため息をついて、湿った髪をくしゃりと握った。

　そして――、

　ズン！

　唐突に身体からだが重くなった。

「――ッ!?」

　同時に、バサリと背後で音がした。

「え？」

　振り返る途中で、教室に残っていた何人ものクラスメイトが、バタリバタリと倒れていくのが見えた。机が、椅い子すが床の上でキィキィと甲高い悲鳴を上げる。

「あゆき！」

　緋ひ村むらあゆきは、椅子から落ちて床に突っ伏していた。

　髪は、ぶわりと乱れている。

　あゆきの椅子が横倒しに倒れていた。

　優馬は膝ひざをつき、慌ててあゆきを抱き起こす。

　その身体は、拍子抜けするような軽さだった。

「ゆ、うま……？」

　優馬が声をかけると小さくうめいた。

　息はある。

「……よかった」

　しかし安心はできない。あゆきの唇は紫色で、かすかに震えている。

　くそ、と優ゆう馬まは毒づく。

　何がどうなっているんだ？

　あまりに唐突な展開に頭が追いつかない。

　何がどうなっているんだ？

　その言葉が無意味に浮かぶばかり。

「ノエル！」

　優馬は顔を上げた。

　ノエルも席から立ち上がっていた。

「あぁ、どうやらお出ましのようだ」

　ノエルの声に動揺はない。凛りんとした涼しさもそのままに。

　ただ瞳ひとみに険を宿し、虚こ空くうを睨にらんでいる。

「こっちの存在を嗅かぎつけたのだろう、捜す手間が省けたな」

「日ひ月づき明あきらが？　それともイーサンか？」

　優馬は身構える。まさか、本当に学校に現れるとは思っていなかった。認識が甘かった。こんなふうにみんなを巻き込むことになるなんて……。

「あるいは両方だな。イーサンは日月明を監視しているはずだからな」

　あゆきをそっと横たわらせ、優馬は立ち上がった。

「……この空気は何なんだ？」

　不快だった。腐った肉のようなにおい。肺から全身を侵すような臭気。粘度が高くて、生ぬるい。種類もバラバラな動物の血に身を浸しているような不快感。

「《歪わい曲きよく》による歪ゆがみのせいだろう。身体からだにかかる負荷が違うようだな」

　平然と言って、ノエルは手の平を開閉する。どう動くかを確認するように。

「問題はない。見ろ」

　クラスメイトが倒れている中、ノエルが窓の外を指差す。

　優馬も窓の外に目を向ける。そして、その光景に息をのんだ。

「何だよ、これ……」

　窓の外には、もう世界はなかった。雨雲すらなくなっていた。

　空は無限に赤い。地面はなく、従って空と地の境界もなく、無窮の赤い闇やみが底なしに続いている。その奇怪な赤の世界に、校舎が浮いているかのように見えた。

　いや、地面がないので、真実浮いていた。

　今、優馬は床に足を付けているが、果たして通常と同じだけの重力は存在するのか、それも分からない。

「空間が切り離され、異空間に放ほうり出されている。建物自体は今も変わらず本来の場所にあるのだろうが、外部から接触できなくなっているはずだ。単純だが大がかりな《歪わい曲きよく》と言える。日ひ月づき明あきらにこんなことができるはずはないだろう。ということはやはり」

　ノエルは声のトーンを一段低くした。

　優ゆう馬まはノエルの言葉を引き継ぐように、

「イーサン・ソルトウォーターの仕業……」

　呟つぶやく。

　重層世界調律機関によって第一級指名手配犯とされている稀き代たいの歪曲師の名前。

　そこで、優馬は慌ててポケットから携帯電話を取り出した。

　鬼おに束づか響きよう士し朗ろうに連絡を、そう思ったのだ。

　が。

「何だ、これ……？」

　本来、日付と時間が表示されている部分は文字化けしており圏外の文字も歪ゆがんでいた。

「くそ、ダメだ……連絡、できない」

「だろうな」

　ノエルにやはり動揺の色はない。長い髪を後ろへ払った。

「これだけ大がかりな《歪曲》だ。我々が何を言わずとも、《調査班シユミツトモニター》も観測するだろうし、響士朗もすぐに気付くだろう」

　だが、とノエルは続けた。



「援護を待つ気はない」



「でも、イーサンと日月明の二人を捕まえるとなると、二人じゃ危険だ。いくらきみが《龍騎士ナイトアノール》って言っても、やはり応援を待ったほうがいい。それに、今は、みんなの安全を確保することを優先すべきだ」

　優馬が言うと、しかし、ノエルは青い瞳ひとみを細めた。まるで、せせら笑うように。

「二人？　何を勘違いしている」

　そして、一瞬前に浮かべた嘲ちよう笑しようめいた笑みを拭ぬぐったように消す。

　瞬間、優馬はゾッとした。身体からだが硬直し、自由を失う。

　ノエルの青い瞳は、今ばかり世界の赤を映している。どうしてだか、自分の死ぬ日を知っているみたいに悲しげな瞳だった。その瞳が優馬を睨にらむでもなく見つめていた。



「わたし一人だ」



　研ぎ澄まされた冷たい声。一人という言葉がことさら強く響いた。

　まるでそうあることを自らに強制しているかのように。

　一人で事足りる、そんな余裕ともどこか違う。

　むしろ、そう言ったノエルは、余裕からは程遠いようにさえ思えた。

　優ゆう馬まの頭に浮かんだのは「あやうい」という単語だった。

　ノエルは、どこか、あやうい。

「安全の確保？　そんなことはおまえ一人でやればいい」

「何言って――」

　優馬が言いよどんだそのタイミングで、ガラリと教室の前の扉が開かれた。

　優馬は咄とつ嗟さにそちらに視線を向ける。

　まだ意識のある人間がいたか、そのとき優馬は何な故ぜかそう思った。

　そんな人間いるはずがないのに。もしいるとしたらそれは――。

「あぁ、ここか」

　子供にしてはザラついていて、大人というには甲高い声がした。

「あんたらだろ、調律士ってのは。《歪わい曲きよく》を行う者を取り締まってるとかいう」

　声の主ぬしは、イーサン・ソルトウォーターではなく、日ひ月づき明あきらだった。

「――ッ!?」

　優馬は右肩を前に、腰を落として身構える。

　日月明は口元にぎこちない笑みを浮かべていた。

「俺おれのこと捜してたんだろ？　こっちから来てやったぜ」

　日月明は、栗花落つゆり総合高校とはデザインの違う制服を着ている。入口近くで倒れている担任の松まつ崎ざき教諭をまたいで、歩みを進めた。写真で見たイメージとどこか異なる。口調はどこか粗野で獣じみていた。教壇に上がり、

「へぇ、何だ、こうやって近くで見ると可愛いじゃん」

　日月明はノエルを眺めながら下げ卑びた声で言う。

「下郎めが」

　ノエルは鼻を鳴らした。優馬とは違って驚いているようでもない。

　ノエルは日月明を冷たい双そう眸ぼうで睨にらみ付つける。

「きさまのようなザコに用はない。イーサンはどこだ？　きさまにこのような《歪曲》は行えまい。大人しく答えれば、痛い目には合わせないと約束してやろう」

　鈴のような声が教室の中で響く。

　一拍置いて、日月明はゲラゲラと大声で笑った。いっそ苦しそうな笑い方だった。

「何、勘違いしてんだよ、カスが。口のきき方に気を付けろ。主導権はこっちにあんだよ」

　身ぶり手ぶりを大げさに交えて日月明は言う。その目には光がない。

「ここにいる全員が人質と思えよ。俺おれがその気になったら、全員ぶっ殺せるんだぜ？」

　その言葉に、優ゆう馬まは目をむいた。

「マンションで友達を五人殺したのも、やっぱりきみなのか？」

　自分が緊張しているのが分かった。じわりと汗が浮かぶ。

　日ひ月づき明あきらはまるで今はじめて優馬に気付いたように眉まゆを上げた。

「友達なわけないじゃん。あんなゴミども。生きてるだけで害になる救いがたいヤツっているんだよ。あいつらがそう。だから、俺が始末してやったんだ。感謝されてもいいと思うけど。そう、ボランティアの清掃だよ。ゴミはキレイにしないとさ」

　日月明はくっくっ、と今度は低く笑う。

「救いがたいのはおまえだ」

　ノエルはナイフのような尖とがった声で言った。

「もう一度訊きく。イーサン・ソルトウォーターはどこだ？」

　ノエルは回答を急せかす。あくまでもノエルの目標はイーサンただ一人のようだった。

　日月明が危険人物であると認めた上で、それでも時間をかける気はないらしい。

　日月明はスッと表情を消す。

「知らねーよ。うるせーな。ぶっ殺すぞ」

　乱暴な言葉なのに、声は平へい坦たんだった。

「おもしろい。やれるものなら、やってみろ」

　ノエルはスッと銃身のない銃を取り出す。下に向けて構え、

「牙を剥けプレパレーシヨン、《醜いアヒルの子症候群アグリー・ダクリン・シンドローム》」

　魔法銃を解除した。青い光線を放ち、数字が躍おどる。パタパタと多面体の展開図が開くように、おもちゃめいた拳けん銃じゆうは、大口径へと高速で組み上がっていった。そのまま腰を落とし、今にも飛びかかろうとするその一瞬で、

「待て、ノエル」

　優馬はノエルのフードをぐいと引ひっ掴つかむ。

「む、邪魔をするな！」

　出鼻をくじかれたノエルが吠ほえた。

　優馬は構わずに日月明に言う。

「きみは知ってるのか、イーサンの目的を？」

「あ？」

　日月明は不快そうに短く声を上げた。

「知ってるのか？」

　優馬は強く繰り返した。

「何だよ……あんたら調律士をぶっ殺すことだろ？　そうだよ。こんな便利な力、手に入れた途端に取り上げられたんじゃたまったもんじゃねーよ」

「阿あ呆ほうだな」

　ノエルが嘲あざけりを込めて言った。

「イーサンに利用されてるとも知らず、おめでたいヤツだ」

　優ゆう馬まは続ける。

「イーサンは…………きみを殺すつもりなんだぞ？　それを知っているのか？」

　優馬の言葉に、日ひ月づき明あきらがわずかにたじろいだ。ガタンと教卓と教壇が音を立てる。

　思いもよらなかったのだろうか？

　他人の生き死ににかかわる事態を引き起こしておいて、自分だけは生死とは無縁だと思っていたのなら、それはあまりにも無む智ちだ。

「は？　意味分かんねーよ……」

「イーサンは《混沌の柩パズル・ボツクス》という魔法具を持っている。九九九人の絶望と引き換えに願いを叶かなえるという代物だ。九九九人の絶望というのは、失意のうちに死んだ者の血液を意味する」

「……それが何なんだよ……関係ねーだろ」

　声に動揺が混じり出した。

「きみは、イーサンに魔法具を渡されたはずだ。それを使って、きみは復ふく讐しゆうしたんだろ？　イーサンがそうするように仕向けたはずだ。そしてきみは――」

　優馬は日月明を見据える。目は逸そらさない。

「力に酔った。圧倒的な力に、きみは自分が全能だと感じたはずだ」

　今まさにそうであるように。

「きみは、イーサンに希望を与えられた。いびつな希望を。もういじめられるだけの自分じゃない。きみはそう思ったはずだ」

　優馬は日月明の目を見ながら続ける。

「そして、その希望を奪われれば、きみはいとも簡単に絶望へ傾斜する」

　それは、長く伸びすぎた草木が、自重に耐えられずぽきりと折れてしまうように……。

「今日、この場を用意したのはイーサン・ソルトウォーターじゃないのか？」

　優馬の言葉に日月明は一歩よろめくようにさがった。

　すぐに黒板にぶつかり足が止まる。

「きみをここへ送り込んだのはイーサン・ソルトウォーターじゃないのか？　きみはこのままだと殺されるぞ！」

「…………嘘うそだ」

　日月明の声から急激に覇は気きが失われる。

「嘘じゃない！　きみは今、とても危険な立場にいるんだ。けれど幸福商会できみを保護すると約束する。投降してくれ。そして協力してほしい。もしもイーサンについて――」

　だが、

「うるさい…………うるさい、うるさい、うるさいッ！　デタラメを言うな！」

　日ひ月づき明あきらは、優ゆう馬まの言葉に耳を貸さず、右手を持ち上げた。

　中指にギラリと光る大ぶりな指輪が見えた。

　そして、それは――一瞬の出来事だった。

　日月明は高く掲げた右腕を、指揮者がそうするように素早く振り下ろした。

「死してなお歌い踊れ、《食屍鬼の宴クリープシヨー》」

　そう耳に届いたときには、身の丈二メートルほどの化け物がずぶりずぶりと音を立てて床から姿を現していた。まるで墓の中から這はい出でてくるかのように。

「――なッ!?」

　爛ただれた皮膚、巨大な鉤かぎ爪づめ、オオカミのように耳まで裂けた口からは、折り重なるようにして並ぶ牙きばが見える。獣じみたにおいがぐっと濃くなった。

　一体、二体、三体の化け物が優馬とノエルの前に立ちはだかる。

　化け物が奇怪な咆ほう哮こうを上げると窓がバリバリと共振した。

　そして長い腕を振るう。

　机や椅い子すが吹き飛び、ガラガラと耳障りな音を響かせる。

「あの指輪か」

　ノエルは日月明の右中指にはめられた指輪を冷たく睨にらんでいる。

　優馬も同じようにそれを見み遣やる。

《食屍鬼の宴クリープシヨー》と呼ばれたあの指輪こそ、異界の物理法則を適用した魔法具なのだろう。イーサンが日月明に授けた召喚系魔法具。日月明の歪ゆがんだ希望。

「いいか？　俺おれに近付くなよ？　近付いたら、後悔するぞ」日月明が言う。

　確かに簡単に近付けるものではない。優馬は歯は噛がみした。

　だが、

「どうなるというのだ？」

　ノエルは変わらず、いや、むしろ挑発的な声で言った。長い髪がなびく。

「きさまに近付くと、どう後悔するというのだ？」

　少しも慌てたところがない。動揺したのは日月明のほうだ。

「な…………、ひ、人質をぶっ殺す」

　乱暴に言い放って、指輪をはめた手をまっすぐ伸ばした。

　そして指揮官が命令を下すようにはっきりと告げた。

「《食屍鬼グール》よ、ここのクズどもを引き裂け！」

　その言葉を受けるや否や、三体の化け物――《食屍鬼グール》たちは、グッと身体からだを縮め、そしてぶわりと跳んだ。鈍重そうな二メートルの巨体からは想像できない、きわめて俊敏な動きだった。そのうちの一体が、鋭い鉤かぎ爪づめの先に捕ほ捉そくしているのは――、

「あゆき!!」

　優ゆう馬まは叫び、

　左手首に巻いた紅あかいクロスを握る。そのまま胸の前に突き出した。

　右の人差し指と中指を立て、クロスに当てる。

　クロスが刃やいばの役割を果たし、つ、と血がにじんだ。

　瞬間、ショートしたように、ビリッと紅い光が弾はじけた。



「Blood is thicker than water我が血の赤に従え」



　優馬は唱えながら、血の浮いた右の指でクロスをすっと撫なでる。どくん、心臓が跳ねるような脈動とともに、クロスが目を覚まし、指の動きに合わせて伸びていく。

　その光景は、まさに手品のようであった。

　優馬の血液を媒ばい介かいに、あらかじめ「この世界」にはない法則を読み込ませてあるクロスの制限リミツトを解除キヤンセルする。

　そのまま、クロスは直刀へと姿を変えていった。それは刀身の紅い、五十センチばかりの直刀だった。優馬の使用する魔法剣《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》である。柄つか頭がしらをバングルの革ひもと連結させたまま、優馬は直刀をぐるんと回転させる。

　動作は流れるように。

　斬ザン！

　右足で踏み込んだ一いつ足そくとともに横よこ薙なぎに放たれる一いつ閃せん。

　紅い一線が空気を斬きる。

　優馬の視界の端に、意識を失ったまま床に横たわるあゆきがいた。

　直刀というものは、斬ることよりも突くことを第一の目的にしている。にもかかわらず優馬の一太刀で、あゆきに襲いかかった《食屍鬼グール》の腕は切断されていた。

　ビクンビクンと腕が跳ねあがる。《食屍鬼グール》は咆ほう哮こうをあげた。

　優馬は、その咆哮が終わる前に、第二撃を放つ。

　再び、紅い軌跡が虚こ空くうに浮かんだ。その一閃は、腕を失った一体と言わず、三体すべての胴を薙いだ。上半身と下半身を分かたれた《食屍鬼グール》たちは不気味な声をあげて、そしてこの世界から消滅した。すべてがひと呼吸の間の出来事だった。

「そんな……」

　日ひ月づき明あきらは目を見開き、再び一歩後退する。が、満足に下がることはできず、背中を黒板にぶつけた。こんなに簡単に自分の持もち駒ごまが破れるなどとは想定していなかったのだろう。圧倒的な力を手に入れ、負けるという状況を微み塵じんも考えなかったに違いない。

「みんなを危険に巻き込むなよ」

　優ゆう馬まはノエルに言った。

　日ひ月づき明あきらを挑発して、最悪の事態になることは避けなければならない。

　だが、ノエルは優馬の抗議には何ら反応せず、

「邪魔だ」

　ガシャンと大口径を構えた。障害となるものは既に吹き飛んでいる。日月明まで、ほんの数メートル。だが、その距離は、実質的にはゼロに等しい。

「装填ロード、《魔酔虚無スリーピー・ホロウ》」

　ノエルは呪じゆ文もんを唱え、《醜いアヒルの子症候群アグリー・ダクリン・シンドローム》に弾丸を込める。

　青く放電しているのが視認できた。

　ノエルの長い髪とスカートがバサバサとはためく。

「ひ!?」

　日月明が短く悲鳴を上げた。

　異界の法則である魔力はこの世界とはなじまず、その作用で教室内の電灯が明滅する。

　ノエルは日月明の胸に銃口を定めた。

「安心しろ、殺しはしない。麻酔弾だ」

　ノエルは冷たく言って――引ひき鉄がねを引く。

「ひぃ」

　銃声が轟とどろく。生命のはく奪ではなく、一時的な身体拘束を目的としたその一撃は、しかし、日月明の生み出した《食屍鬼グール》によって阻はばまれた。《食屍鬼グール》に眠りはないらしく、そのまま塵じん芥かいへと帰きす。

　魔法具《食屍鬼の宴クリープシヨー》は、指輪を振るうだけでも発動するらしい。それは宿しゆく主しゆに寄生する生物が、自分を守るために宿主を助けようとするのに似ていた。

　生み出された《食屍鬼グール》は一体ではない。残り二体。一度に三体まで召喚することができるようだ。

「ノエル！」

　優馬は叫んだ。

《食屍鬼グール》の巨大な鉤かぎ爪づめが、ノエルを襲う。

　ノエルは素早く反応し、身を翻ひるがえしたが、そのせいで狙ねらいは外れ、弾は虚こ空くうをさ迷った。

「チッ」

　ノエルの舌打ちが響く。

　それでもすかさず弾丸を装そう填てんし発砲、《食屍鬼グール》を吹き飛ばす。

　日月明は、その隙すきをついた。ガタンと音がしたときには、日月明は廊下へ飛び出していた。一瞬だけ教室の中を振り返った日ひ月づき明あきらの顔は写真で見たあの気弱そうなものだった。

「待て！」

　優ゆう馬まが叫ぶのと、目の前に最後の一体が立ちはだかったのとは同時だった。

　巨大な鉤かぎ爪づめが振り下ろされる。

「くそ！」

　優馬は《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》を構える。

　だが次の刹せつ那な。

「装填ロード、《青龍の心臓ライト・マイ・フアイア》」

　間髪入れずに、青い火か焔えんが放たれる。

「獲物を貫けクイツク・アンド・デツド、大団円アポテオーズ!!」

　青い焔ほのおの巨きよ龍りゆうが、優馬の目の前で《食屍鬼グール》の上半身を吹き飛ばす。

　優馬は爆風に目を細めた。プリントが宙を舞い、教室の中はひどい有様だった。幸いにも、誰だれにもひどい怪け我がはなさそうだったが。あゆきも無事だ。

　優馬はノエルに怒鳴る。

「殺す気か！　合図しろよ！　危ないだろ！　他ほかの生徒だっているんだぞ」

　が、次の瞬間、

「どけ、邪魔だ」

　という、その声は、何な故ぜか優馬の頭の上からした。

　前を向いていたはずなのに、気付けば視界いっぱいに床が映っている。

「え？」

　後頭部に鈍痛が。

　がくんと前のめりに倒された。

「おまえはここに残れ！」

　ノエルは一度目の跳躍で優馬の頭上まで飛び、優馬の頭を足あし蹴げにして、さらに跳躍していた。

「うおッ!?　くそ、何しやがる!?」

　が、文句を言っている場合ではない。言ったけれど。

　ノエルに続いて廊下に飛び出す。廊下にも生徒たちが倒れている。

　ノエルの姿は既にない。

　一人では危険――

「――だっつってんだろ！　《龍騎士ナイトアノール》だか何だか知らないけど、自己チューすぎんぞ、きみは!!」

　優馬は叫んで駆け出す。





　　　†



　日ひ月づき明あきらは息を切らしながら階段を駆け上がった。意識を失って倒れている生徒を何人も通り過ぎていく。足がもつれるが、止まるわけにはいかない。

　こんなはずじゃなかったのに……。

《食屍鬼グール》を使し役えきすれば、あんなヤツら簡単に殺せたはずなのに……。

　自分にはそれだけの力があるのに……。

　こんなはずじゃない。自分は選ばれた者なんだ。今までの惨めな自分は、あれは本物じゃない。生まれ変わったんだ。だから、こんなはずじゃない。おかしい。

　何な故ぜ、逃げてるんだ？　戻らなきゃ。でも……。

　――今日、この場を用意したのはイーサン・ソルトウォーターじゃないのか？

　あの調律士の言葉が蘇よみがえる。

　そうだ、この場を自分のために用意してくれたのは、あの仮面の男だ。

　――きみをここへ送り込んだのはイーサン・ソルトウォーターじゃないのか？

　送り込んだ？　そうなのか？　せっかく手に入れたこの力を調律士とかいう連中は奪おうとする。だから、ヤツらに見付かる前に先手を打つ、そういうことじゃないのか？

　奪われるばかりの人生なんて、もうごめんだ。だから今度は奪う側に回ってやる。

　この世界は理不尽に溢あふれている。正しいことなんて一つもありはしない。調律士なんて言っても、結局、大多数に都合のいい「正しさ」を掲げるだけ。そのために踏みにじられる少数のことなど救ってはくれない。なら、自分でどうにかするしかない。

　あの仮面の男は、そう言ったはずだ。

　日月明もその通りだと思ったはずだ。

　この世界はいつだって優しくない。世界は日月明を犠牲にして成り立っている。そんなのおかしいのに、誰だれもおかしいと言ってくれない。

　だから、もしかしたらそれで普通なのかもしれないと、日月明自身が思ってしまっていた。そう思って生きてきた。そう思わなければ生きてこられなかった。

　けれど、あの仮面の男は、それはやはりおかしいのだと言ってくれたのではなかったか？

　彼は、はじめてできた自分の味方ではなかったのか？

　――きみはこのままだと殺されるぞ！

　どうして？　死ぬ？　自分が？　あの男が殺す？　まさか。《混沌の柩パズル・ボツクス》って何だ？　そんなの知らない。九九九人の絶望？　それと引き換えに叶かなえられる願いって何だ？　そんな話聞いてない。自分は利用されただけ？　また奪われる側なのか？

　冗談じゃない。誰だれか助けてくれ！

　目の前に屋上へ続く鉄の扉が現れた。日ひ月づき明あきらはほとんど縋すがるようにノブに手を伸ばす。

　そして――。
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　優ゆう馬まは、紅あかい直刀を左手に、全速力で階段を駆け上がる。

　その速度は平均的な男子高校生のスピードをはるかに超えていた。

　それは、優馬が魔法剣《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》を解除した効果であった。小型のクロスの姿から一変、五十センチあまりの直刀へと形を変えた《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》は、脈動とともに、持ち主ぬしである優馬にエネルギーを供給している。同時に、優馬からも直刀に向かってエネルギーを供給している。そこに循環が生まれる。

　階段には、数人の生徒が倒れていたが、今は一人ずつ介抱している場合ではない。

　イーサンを捕まえれば、この空間も解かれる。

　イーサンがどこにいるのか明確には分からない。

　だが、直感が上と告げていた。

　弾ダン！

　踊り場の床を踏みしめ、階上に跳ぶ。

　素早く身体からだを切り返し、もう一度跳躍。

　窓の外、赤い空が見える。不吉な赤。吸い込んだ酸素もその赤に汚染されているようで気分が晴れない。それでも優馬は体内に酸素を取り入れ、再度、跳ぶ。

　校内は蛍光灯の白い光で照らされていた。その白と窓の外の赤はあまりにもかい離している。学校の壁に、前衛芸術の絵でも飾っているかのようなミスマッチさだった。

　日月明は確かに人殺しかもしれない。

　しかし、だからと言って殺されても構わないということにはならない。優馬はそう思う。

　もしそれを是ぜとしてしまったなら、優馬はどうして人を殺していけないのかをもう答えられなくなるだろう。そこに理屈を持ち込んではならないのだ。

　殺してはいけない。ただ純粋にそれだけ。

　だから日月明を殺させてはならない。

　日月明にも、もう誰も殺させてはならない。

　不意に、自身の足元の影がゆらりと揺れたように見えた。

　まるで、赤い前衛芸術の絵から「何か」が抜け出してきたように――。

「なッ!?」

　優馬は空中でバランスを崩す。

　本当に「何か」が足首を掴んでいた。

　優ゆう馬まは左手に握りしめたむき出しの直刀で、その「何か」を振り払う。

　だが、まるで水を斬きり付つけたような、曖あい昧まいな手て応ごたえしかない。

　体勢を立て直し、目を凝こらす。その「何か」は、手だった。

「…………何だよ!?」

　正確には、それは手の影だった。立体感のまったくない平面の影が、ちょうど手首で切断されたように、階段の中ほどで留まっていた。しかし、どこにも影の本体が見当たらない。だから、そこには切断された手の影しかなかった。斬られた腕が本来ならば動かないように、手首の影もぴくりとも動かなかった。

「影を斬った……？」

　頭の中で警鐘が鳴り響いている。危険が迫っていることが感じられた。

　スッと冷たい汗が額をよぎった。首の後ろが粟あわ立だつ。

　次の瞬間……ぞぶり、と優馬の影から「何か」が伸びた。

　牙ガ吟ギン！

　直刀でそれを受ける。

「ぐ!!」

　凄すさまじい力だった。上履きのソールが床と摩擦し、ギュッと鳴る。

　優馬が受け止めた「何か」、それは剣だった。真っ黒な剣。影より現れ、その暗黒の剣を放ったのは、黒い甲かつ冑ちゆうに身を包んだ女騎士だった。顔の大部分は仮面で隠され、血色の悪い唇だけが覗のぞいている。左手がない。黒い剣を右手だけで扱っている。

「くッ!!」

　優馬は後ろに跳ぶ要領で黒い剣を捌さばく。

「何者だ!?」

　優馬は踊り場に着地し、大声を張り上げる。イーサン・ソルトウォーターでないことは確かだ。もちろん日ひ月づき明あきらでもない。日月明が使し役えきしていた《食屍鬼グール》ともまったく異なる。

　黒い女騎士は答えず、黒い剣を床に突き立てる。

　その動作で気付いたが、女騎士は影から現れ、影のように全身墨色なのに、その足元には影がなかった。もはや、彼女自身が影であるかのように。女騎士は、階段の中段に落ちていた手の影に右手を伸ばした。指が、物理的な事象を無視して、床の中に沈む。そして水の中からすくい出すように、切断された左手の影を取り上げた。

「……!?」

　そうされたときには、平面だった影は立体を取り戻していた。そして女騎士が、自身の左手に当てると、それはぴったりとくっついた。

　優馬は直刀を構えたまま、どこか幻想的ですらあるその光景を眺めていた。

　不思議と動くことができなかったのだ。

「我ラハ、《黒夢騎士団シユバルツバルトケーキ》」

　まるで幽界から響くような無気味な響きで、女騎士は言う。

「我ら…………？」

　それは、複数を表わす言葉で。

「しまったッ!?」

　気付けば、影という影から黒い甲かつ冑ちゆうに身を包んだ騎士たちが溢あふれ出でていた。全員、例外なく仮面で顔を隠し、紫色の唇だけ覗のぞかせている。一様に黒い剣を携たずさえていた。

　全部で六人。分が悪い。

「主あるじノ、命ニ従イ、貴様ノ命ヲ戴いただク」

　その言葉が合図であったかのように、女騎士たちが一斉に飛びかかってくる。

　あの黒い剣で串くし刺ざしにされれば、助かる道理はない。

「くそッ!!」

　優ゆう馬まの脳裏に一瞬浮かんだのは、ノエルと対たい峙じした廃マンションの屋上だった。

　あのときも優馬は逃れられた。それは――。

　優馬は素早く床に片かた膝ひざをつけ、直刀を突き立てる。

「うおぉおおおおお!!」

　そしてそのまま、自らを起点にして、ぐるりと円を描くように《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》を走らせた。刺皸ザクン！

　スプーンでメロンをえぐるようにとはいかないまでも、床に穴を作る。《黒夢騎士団シユバルツバルトケーキ》の黒い刃やいばが優馬を襲ったときには、間一髪、優馬は階下に飛び降りていた。ひと息つく間もなく、着地と同時に走り出す。

　左手に窓。その外は赤い。倒れている幾人もの生徒。

「みんな無事でいてくれ」

　優馬は前方、後方、そして自分の影に注意を払いながら走る。

　だが――。

「影ハ、何ど処こニデモ、存在スル。我ラカラ、逃ゲル事ハ、出来ナイ」

　どこからともなくその声がした。そして、廊下のあらゆる影から《黒夢騎士団シユバルツバルトケーキ》が現れ、行く手を塞ふさぐ。

　影はどこにでも存在する。

　まるで格言みたいだ。そう思いながら、優馬は一歩目を踏みしめた。その一歩にバネを縮めるように力をため、優馬は直刀を刺し突とつの構えで固定、バネを解放する。

　さながら、紅あかい弾丸のように、目の前の黒い女騎士に飛び込んだ。

　直刀は、深々と女騎士を甲冑ごと貫いた。

　だが、先ほど左手を斬きりおとしたときと同じように、手て応ごたえが曖あい昧まいだった。

「……くそ」

　勢いで女騎士を後ろに倒し、自分は前転。直刀を引き抜き、そのまま走る。

　考えろ考えろ考えろ考えろ考えろ！　どうすれば勝てる？

　そして、廊下を走り抜ける。左に行けば階段、右に行けば隣の校舎に続く廊下。

　優ゆう馬まはそこで右に進路を取った。左脚を前に、深く低いスライディングでスピードを殺し、右に飛び出――そうとした一瞬。

　前方を影が覆おおう。後方に振り切ったと思ったので油断していた。

「く!?」

　優馬は不利な体勢ながら、《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》を地面と水平に構え、躊躇ためらわず突きを繰り出す。

　牙ガ吟ギン！

　優馬の直刀は、大口径の銃身に巻き込まれるように弾はじかれた。バングルに結んでいなければ、遠くへ飛ばされていたかもしれない。

「え？」

　ガチャンと銃口が優馬の額に突き付けられる。優馬が右に飛び出し、銃口を突き付けられるまでは、瞬まばたきするほどの間しかなかった。

「わたしに刃やいばを向けるとは、いい度胸だな。どうやら地獄を味わいたいらしい」

　ノエルだった。長い髪を美しくたなびかせて、青い瞳ひとみをきつく吊つりあげている。

「ご、誤解だ。今――」

　ノエルは優馬の言葉を聞き終わらないうちに叫ぶ。

「伏せろ!!」

　優馬は咄とつ嗟さに姿勢を低くする。そうするのと、ノエルの魔法銃《醜いアヒルの子症候群アグリー・ダクリン・シンドローム》が焔ほのおの龍を噴いたのとは同時だった。

　優馬が振り返ると、《黒夢騎士団シユバルツバルトケーキ》の面々は、吹き飛び、床に倒れていた。ぶすぶすと煙が舞い上がる。肉の焼けるにおいが鼻につく。

　それは残酷で。

　あらためて思う。

「……すごい。たった一撃で」

　だが、ノエルは苦々しく吐き捨てた。

「いや、ヤツらには効果がない」

　その言葉通り、倒れていた黒い女騎士たちは、ゆっくりと身体からだを起こした。

　腕や頭や、上半身を失ったままで。

　ノエルが忌いま々いましそうに目を細める。



    

  
    
      



    

  
    
      「ヤツらは既に死んでいる。死者を何度殺そうと、これ以上死ぬことはない」

　ギリとノエルが奥歯を噛かみしめる音がした。

「それよりも、きさま、あの場に残れと言ったはずだぞ」

「そんなこと言ってる場合じゃ――」

　言いながら、ノエルが現れた方向に目をやる。

　そこにも黒い女騎士たちが立っていた。

　完全に挟まれていた。血の気が引く。

　しかも、相手は何度殺しても死なない死者だという。

　どうすればいいというのだ？

　不意に。

「イーサンさえ倒せば、この《歪わい曲きよく》も解ける」

　ノエルが強く言った。その声は冴さえ冴ざえと澄んだ声だった。

　そして背筋も凍るほど冷たい。

　ノエルを見み遣やる。

　青く美しいはずの目は暗く、深い。

「ヤツを殺せば、全部終わりだ」

「ぇ？」

　優ゆう馬まの呟つぶやきは、しかし、もう一つの声にかき消された。

『では、感動のご対面といきましょうか』
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　一瞬、視力が失われた。目を塞ふさがれたのとも、暗くら闇やみに覆おおわれたのとも違う。視界に映っているものと、脳に情報が行き届くのと、その間に齟そ齬ごがあり、認識できない。

　そんな感じだった。

　とにかく、理解が追い付いたのは現象それ自体よりもあとだった。

　優馬が気付いたとき、そこは今しがたいたはずの校舎の中ではなかった。

　そこは校舎の屋上だった。

「な、どうなってるんだ……!?」

　禍まが々まがしい赤い空。濁った、酸素の薄い空気。

　途端、吐き気がこみあげる。

　イーサン・ソルトウォーターがその中で立っていた。季節感のないロングコートを身にまとい、顔の左半面を仮面で隠している。

　背筋がゾクリとした。

　こいつがイーサン……。

「ちょっとした《歪わい曲きよく》ですよ」

　イーサンが言った。それは息の多いテノールで、まるで洋画の吹き替えのようだった。

　その足元で、日ひ月づき明あきらが、まるで神に祈るように身体からだを折り曲げていた。

「少し遅かったですね。彼は《混沌の柩パズル・ボツクス》の糧かてとなりました。もっとも、ことが終わるまで、あなたたちがここにたどり着かないように図ったのは、わたしなのですが」

　優馬の呼吸が一瞬だけ止まる。

　日月明は微動だにせず、折り曲げた身体の周まわりはどす黒い水で濡ぬれていた……。

　イーサンは手にした箱を突き出す。箱を持つ手には《食屍鬼の宴クリープシヨー》の指輪がはめられていた。

「《混沌の柩パズル・ボツクス》……」

　優馬は呟いた。

　それは写真で見た姿と異なる形をしていた。まるで貪どん欲よくに口を開ける獣のよう。

　だが、イーサンが労いたわるような手付きで箱の表面に描かれた模様を撫なでると、箱は自動的にスライドし、その口を閉じた。

　イーサンは《混沌の柩パズル・ボツクス》を耳元で揺らした。鈴でも鳴らすように。

「殺したのか！」

　優ゆう馬まは叫んだ。《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》を構える。

「残念ながら、人は死んでしまう生き物なのです」

　優馬は歯を食いしばる。それでも直刀を突き付け大声で言った。

「イーサン・ソルトウォーター、《歪わい曲きよく》の現行犯で拘束する。大人しく投降しろ！」

　だが、イーサンは緩やかに笑った。

「アドバイスをしてさしあげましょう。投降を促すのならば、まず相手を追いつめねばなりません。その上で交渉を持ちかけるのです。わたしはまだ追いつめられてもいません。メリットもないのに、大人しく投降するわけがないでしょう？　それに」

　イーサンはもったいつけた調子で続ける。

「どうやら、あなたの《片手袋メイト》には、その気はないようです」

「――？」

　優馬は隣のノエルを見み遣やった。

　敵の前でそうするのは、隙すきを生む行為で、だからそれは明らかなミスだった。

　しかし、優馬はそうしてしまった。

　そして、優馬は身体からだを硬直させた。

　それもまた素人の反応だ。しかし正直な反応だった。

　イーサンに気を取られていて、ここまでノエルがひと言も発していないことに、優馬はこの瞬間まで気付いていなかった。



　ノエルの様子がおかしいことにまるで気付かなかった。



　ノエルの瞳ひとみから生気が失われていた。透き通る青は消え、暗く沈み、何ものをも映していないようだった。眼球に似せて作った何か別のもの。極限まで開かれ、今にもこぼれ落ちてしまいそうに見えた。

　ノエルはガタガタと震えていた。白い肌を伝って、ロウがとけるように汗が流れていく。小さな唇から意味をなさない息が漏れ出ている。

　それは明らかに正気の状態ではなかった。

「……どうしたんだ、ノエル？」

　優馬の呟つぶやきが、まるで引ひき鉄がねであったように、ガクンとノエルの頭が垂れた。

　そして次の瞬間に、ノエルはキッと顔を上げた。長い髪がぶわりと舞った。

　そしてもう――、

　その瞳は本当に何も映してはいなかった。

　冷たい無表情で、ノエルは大口径をイーサンに向けて構えた。

「装填ロード、《青龍の心臓ライト・マイ・フアイア》」

　怒りも正義も痛みも、何も感情を伴わない冷たい声。ノエルの《醜いアヒルの子症候群アグリー・ダクリン・シンドローム》が青白い焔ほのおを装そう填てんする。空気が振動していた。

「――!?　待て、ノエル！」

　咄とつ嗟さのことで優ゆう馬まは反応が遅れた。

「お可哀かわい想そうに」

　イーサンが呟つぶやいたのが、やけにはっきりと聞こえた。

　優馬は何も理解できず、叫んだきり何かの行動を起こすこともできなかった。

　決定的な経験不足。いざというときに身体からだが動かない。

　イーサンは回避するためのいかなる動作も取ろうとしなかった。

　ただ、ノエルを見つめているだけ。

「獲物を貫けクイツク・アンド・デツド、大団円アポテオーズ」

　ノエルは素早く引ひき鉄がねを引いた。

　そして、そのとき優馬が見たものは、信じがたいものだった。

　正面にいたはずのイーサン・ソルトウォーターは、一瞬のうちに、その場からいなくなっていた。

「な!?」

　優馬は目を疑った。

　影と影を行き来するような《歪わい曲きよく》でもなく、大がかりな空間介入でもなく、まして跳んだわけでもない。ただ、一歩前に踏み出すだけの動きで、イーサンは優馬の真横に立っていた。イーサンのコートが強い風に煽あおられたように、はためく。

　それは瞬間移動と呼ぶに相応ふさわしいものだった。

　そしてイーサンの足元にできた影からぞわりと十三本の柱が伸びた。《黒夢騎士団シユバルツバルトケーキ》が優馬たちの周囲を取り囲む。黒い剣が飛び出した。

　優馬は咄嗟にノエルを抱きかかえて跳ぶ。身体中を刃やいばがかすめた。額に熱が走る。斬きられたようだ。制服もあちらこちらが裂けた。

　マズい！　完全に不利だ。勝てない。この場は撤退しないと。

　だが、

「装填ロード――」

　優馬を振り払い、ノエルはなおも感情を消失した声で唱える。その動作はひどく淡々としたもので、まるで人形のように、どんな感情も伴っていなかった。

「ノエル！」

　優馬は叫んだが、反応はない。

　ノエルの《醜いアヒルの子症候群アグリー・ダクリン・シンドローム》が焔とともにうなりを上げた。屋上に亀き裂れつが走り、めくれ上がる。バサバサとノエルの長い髪がはためき、そして首につるしていた鎖も一緒に風に舞う。指輪が青白い焔ほのおを反射した。

「ほう、あなたは《龍騎士ナイトアノール》なのですね」

　こんな状況なのに、イーサンが感嘆の声を上げた。

　そして、イーサンはまた、波打つ屋上で、一歩踏み出す。それだけで、数メートル作ったはずの優ゆう馬まとイーサンの距離が一瞬で縮まる。

　奇怪な仮面と暗い右目が正面に迫る。見えなかった。完全な瞬間移動だ。一体、どんな《歪わい曲きよく》を使っているのか。「歪曲ワープ」だとでもいうのか？　それは、果たして人の身で、耐えられるものなのだろうか？

　だが、それどころではない。

　優馬の足元も大きく波打つ。

　本来、因果関係のない場所で、極大の魔法を行使すると、周囲に強く影響を与える。

　ノエルが大口径に装そう填てんした魔力によって、因果律が乱れている。はじめて出会ったときの比ではなかった。どれほどの威力なのかは分からない。だが、ひとたび放たれれば相手も、この場も無事では済まないことは分かる。それは、ノエル自身にも言えることだった。

　なのに、ノエルは相変わらず無表情だった。瞳ひとみに輝きはなく、焦点もあっているようには思えない。にもかかわらず、ノエルが握る大口径の銃口は、瞬時に移動したイーサンをも捉とらえていた。その動作は、本当に操り人形のようだった。

　いや、これだけの力の放出であれば、イーサンに発砲する必要などない。このまま力を解放すれば、学校ごと吹き飛ぶ。

　明らかに様子がおかしい。なりふり構わない、というふうでもない。それが余計に不気味だった。本当に、そこには何の感情も存在していないとしか思えなかった。自分の身を守ろうとさえしないなんて。

「く、う」

　優馬は無ぶ様ざまに地面に両手をついた。そうしなければ振り落とされてしまいそうだった。コンクリートの破片が額を直撃した。

「ぐ!!」

　血と汗の混じった雫しずくが垂れる。

　何がどうなっているのか理解できない。誰だれか説明してほしい。ノエルはどうしてしまったというのか？　ノエルは――、

　イーサンを殺そうとしている？

　しかも、そこにノエルの意志が見えない。ノエルの感情が見えない。

「ノ、エル！」

　肺が潰つぶれそうになりながら、名前を呼ぶ。

　そうすることしかできない自分が惨めだった。

　ノエルの長い髪がバサバサと熱気を孕はらんだ風圧で乱れている。

　反応は、やはりない。

　ノエルの対応は、明らかに常軌を逸している。止めなければならない。現段階ではイーサンを捕まえることはできない。それどころかノエルだって危険だ。何をしてでも止めないと。でもどうやって？　動けもしないのに。優ゆう馬まの声なんて届いていないのに……。

　優馬が絶望的にそう思ったそのとき、



「人といふ人のこころに

　一人づつ囚人がゐて

　うめくかなしさ」



　どこからともなく詩が聞こえた。

　いや、それは頭上からだった。

　それは、彼女の魔法具の解除呪じゆ文もんで――。

　優馬が見上げるのと、赤い空に大きな亀き裂れつが走るのとは、ほとんど同時だった。

　赤い空を砕いて現れたのは――、

「鬼おに束づかさん！」

　鬼束響きよう士し朗ろうだった。刃やいばを下に向け、異常に長い剣の柄を握ったまま、赤い空の破片とともに落下してくる。ビリビリに破れた細身のジーンズ、だらしなく着崩したシャツ、長い前髪がぶわりと舞う。

　剣の柄はゆうに十握り分もあった。それは、太古の昔、国生みの神イザナギノミコトが、我が子を手にかけた剣《天あめ之の尾お羽は張ばり》である。

　ひび割れた空の向こうには暗黒があった。

　鬼束響士朗は弾ダン、と、波打つ屋上に着地。そしてすぐさま声を張った。

「水すい蜜みつ！」

　鬼束響士朗を追うような形で、少女が降ってきた。

　襟の高いオオトカゲの紋章の入ったジャケットに身を包んでいる。

　スカートを押さえながら、とん、と着地。

　プラチナブロンドの髪をアップにしていて、白いうなじが覗のぞいていた。

　この場にはそぐわないひどく眠たげな瞳ひとみをした少女だった。

　水蜜と呼ばれた彼女が、口を開いた。



「《Love me more絶対服従, love me long必定隷従》。全員、その場で停止なさい」



　途端、優ゆう馬まは這はいつくばった姿勢のまま、まったく身動きが取れなくなった。

　身体からだが重いというレベルではなく、身体そのものが動かせない。関節が関節としての役目を果たさず、接着剤でくっつけられてしまったように感じられた。

　辛かろうじて動かせるのは首から上だけだ。

　優馬だけではなく、今しがた飛び降りてきたばかりの鬼おに束づか響きよう士し朗ろうも、大口径を構えたノエルも、イーサン・ソルトウォーターも、《黒夢騎士団シユバルツバルトケーキ》も、この場にいる全員が身体を硬直させていた。

　だが、それは、その一瞬だけのことだった。

「束縛術……面白い能力ですね。ぜひほしい」

　にやりと笑い、イーサンは腕を上げる。

　ビキビキビキと筋肉が軋きしむ音がした。

「てめぇには効かないか、《影を歩む者シヤドウ・ウオーカー》」

　鬼束響士朗が別に驚いたふうもなく言う。

「そうでもありません」

　ブチンと筋が千ち切ぎれる音がした。

　だがイーサンの顔が痛みに歪ゆがむということはなかった。

　季節外れのロングコートがバサバサとはためくだけ。



    

  
    
      



    

  
    
      「水すい蜜みつ！」

　鬼おに束づか響きよう士し朗ろうが再び少女を呼ぶ。

「鬼束響士朗の活動を許可します」

　その言葉で、鬼束響士朗は軽々と長剣を肩に担かついだ。それだけぶおんと風が生まれる。

「おや、これはかなりピンチのようですね」

「思ってもねぇこと言ってんじゃねぇよ」

「あなたが、あの《追儺おにやらいノ命みこと》鬼束響士朗ですか」

「だったら何だよ？」

「想像していたのと異なりお美しい」

「あたりめぇだろ」

　ふふ、とイーサンは口だけで笑った。

「ただ、いささかショックではあります。あなたのような英雄が、今回のような事例に関わっているだなんて。そちらの可愛らしい《龍騎士ナイトアノール》」

　と、イーサンはノエルに目をやる。

「彼女には何か、強制命令の暗示がかかっているようですね。途中から様子がおかしかったですよ？」

　言って、今度は水蜜と呼ばれた少女に視線を移す。

「また、機関お得意の『調律』ですか？」

「黙れ」

　鬼束響士朗が呪のろうような低い声を放つ。

「まぁ、今のわたしにはどうでもいいことです。ですが、彼はそうもいかないでしょう？」

　イーサンは優ゆう馬まを見た。

　優馬は必死に睨にらみ返かえす。

　だが、イーサンの言葉は当たっていた。

　優馬は完全に蚊か帳やの外だった。

　何も知らされていない。

　何も教えてもらっていない。

　だから、この状況を理解できない。

　優馬はイーサンを見て、鬼束響士朗に視線を移し、さらに水蜜という少女に目を向けた。少女は、眠たそうな目でノエルを見ていた。それが分かり、優馬もノエルを見た。動きを封じられたノエルは無表情で、マネキン人形のようだった。

　一体、これは何なんだ？

　もう一度、鬼束響士朗を見た。

　鬼束響士朗も優馬を見た。

　鬼おに束づか響きよう士し朗ろうは眉まゆ根ねを寄せ、そして優ゆう馬まの視線から逃れるように、顔を逸そらす。

「見殺しにしたりはしねぇ。だから、この空間に割って入った。ちっと手こずったがな」

「なるほど。それもそうですね。そんな少年をつけているから、てっきり切り捨ててしまうつもりなのかと思ってしまいましたよ。でも、安心しました」

「何で、てめぇが安心すんだよ？」

「ふふ」

　イーサンは答えず、暗い瞳ひとみでノエルを捉とらえた。

「今日のところは引きます。目的も達しましたし」

「逃がすと思うのか？」

　鬼束響士朗は肩に担かついでいた《天あめ之の尾お羽は張ばり》の切っ先をイーサンに向ける。

「そうしてくださると思います」

　刹せつ那な、イーサンはその場から消え、顔を上げた優馬の真正面で片かた膝ひざをついていた。

　やはり、動きは見えなかった。

　その唐突さに目がチカチカする。

　鬼束響士朗が息をのむのが分かった。

「瞬間……移動……そんな、まさか」

　水すい蜜みつという少女が呟つぶやいた。

　イーサンの手が優馬の髪を乱暴に掴つかむ。

「ぐ……！」

　優馬は呻うめく。

　額を伝う血液が顔を濡ぬらし、視界も赤く染めていく。

　涙が出た。

「人質というヤツです。このままでは若き《龍騎士ナイトアノール》に留まらず、この少年も犠牲にしてしまいます。でも、あなたは言った。見殺しにしたりはしない、と。あなたが仲間想いでわたしは嬉うれしい」

「姑こ息そくな手を使うじゃねぇか」

　鬼束響士朗の鋭い眼は、イーサンではなく優馬を捉えていた。

「わたしは徹底した合理主義者ではないので、ユーモアも遊びも解します。ですが、ここでこれ以上戦闘を続けたいほどの狂戦士ではないのです。特別、分が悪いとも思いませんが、戦うメリットがありませんね。ならば、罵ののしられようとも、最小の労力で最大の結果を生み出す行動が望ましいでしょう。わたしは徹底した合理主義者ではないですが、楽観主義者でもないもので」

　鬼束響士朗はイーサンのもったいぶった言い回しに顔を歪ゆがませる。深く眉根を寄せ、

「…………………………チッ、とっとと失うせろよ、歪わい曲きよく師し」

　鬼おに束づか響きよう士し朗ろうは苦々しく吐き捨てた。

「感謝しますよ、《追儺おにやらいノ命みこと》」

　動揺のない、息の多い声でイーサンは言う。優ゆう馬まを解放し、立ち上がる。

「あ？　勘違いすんじゃねぇよ。仕切り直しだ」

　イーサンは微笑ほほえみ、それから地面に這はいつくばるようにして固まっている優馬を見た。

「よかったですね。若き《龍騎士ナイトアノール》が死なずに済んで」

　優馬は強く睨にらみ返かえす。

　イーサンの目は、奈な落らくの底に通じているようだった。

　暗く、深い。まるで、沈んでいく豪華客船を眺めるたった一人の生存者のような目。

　あるいは、沈む船からたった一人の生存者を見つめるその他大勢のほうの一人かもしれない。どちらもひどく呪のろいめいている。

「それでは、機会がありましたら、またお目にかかりましょう」

　イーサンは、深くこうべを垂れお辞儀する。そして十三人の黒い女騎士たちとともに、足元にできた影の中に消えていった。

　イーサンが消えるのと同時に、優馬の緊張の糸もぷつりと途切れた。

　瞬間的に疲労が波のように押し寄せ、

　頭の中に熱がこもり、

　息を吸うことはできるのに、

　吐き出す方法が思い出せず、

　優馬の意識は……深く……沈んでいった。



    

  
    
      
第４章　その引鉄の代価に

　　　　――"Turn left" by Red Reason





　そこは瓦が礫れきの山で、辺りはもう静かだった。

　炎が闇やみを照らし、同時に、闇を濃くした。

　一人だった。一人ぼっちだった。何日も、何日も。

　どこまでも続く瓦礫の中には食べる物など何もなく泥水をすすって生き延びた。

　身体からだからは力が失われ、立っていることもままならず、このまま自分は死ぬのだろうと思った。死を想いながら、赤い十字架を眺めていた。

　ただ純粋な絶望。

　そして、世界のどこかで平凡な日常を過ごしているだろう者に対する呪のろわしいまでの嫉しつ妬と心しん。彼らは自分が死んでいこうとしていることを知らないのだ。

　許せない、そう思った。

　世界は暗闇に満ちていたが、そこに悪意はなかった。

　暗闇に絶望を見いだすのは、人間だけなのだろう。

　人間の中にある本物の暗闇が、すなわち絶望なのだ。だから、世界が暗闇に満ちていると言うよりも、暗闇は人の心の中を満たしている、と言うべきなのかもしれない。

　あの暗闇を照らす方法をいまだ知らず、ならば、自分はあのとき、どうやって生き延びたのだったか。



　　　†



　目を覚ますと、白い光が飛び込んできた。

　身体を起こすと、そこは幸福商会の事務所だった。

　優ゆう馬まは「コ」の字型に配されたソファの一角で寝ていた。頭が重い。

「起きたか」

　声のしたほうを見れば、デスクに脚を投げ出して座る鬼おに束づか響きよう士し朗ろうがいた。口には火のついていないタバコがあった。

　優馬は一度、口を開きかけ、そして閉じる。

　第一声にどんな言葉を選ぶべきか分からなかった。

「……すいません……あの、僕、どれくらい寝てましたか？」

　そんなことを訊きいてどうなるのだろう、と自虐的に思う。

「五時間と三十三分間寝ていました」

　そんな声が反対側のソファからした。

「極度の緊張状態から解放されたからでしょう。短時間ながら疲労が蓄ちく積せきしていたものと思われます」

　見れば、そこにはプラチナブロンドの髪をアップにした小柄な少女が座っていた。ソファに浅く腰かけている。でも、ぴんと背筋が伸びていて、手をきっちり膝ひざの上に乗せていた。袖そでの先が手の甲を隠している。襟の高いジャケットの袖にはオオトカゲの紋章があった。なるほど、これは機関の制服なのだろう。

　少女はやけに眠たげな目をしていた。その目がじっと優ゆう馬まを見つめている。

「初対面……ってわけでもないが、まぁ、ほとんど初対面だろ」

　鬼おに束づか響きよう士し朗ろうが言った。デスクに投げ出していた脚を下ろして立ち上がる。

「そいつ、そのちっこいのは、白しろ銀がね水すい蜜みつ。重層世界調律機関から派遣された《調査班シユミツトモニター》だ」

　少女――水蜜は、深々と頭を下げた。蛍光灯の明かりで髪がキラキラ光った。

「はじめまして。白銀水蜜です」

　優馬も頷うなずくように頭を下げる。

「は、はじめまして。僕は、」

「あなたのことは知っています、五百月いせづき優馬。仮にも水蜜は《調査班シユミツトモニター》ですから」

　淡々と水蜜は言った。それから、「ところで」と続ける。

「鬼束響士朗、『ちっこいの』という言葉には侮ぶ辱じよくを感じます。発言の撤てつ回かいを要求します」

「あ？　いちいち、うるせぇヤツだな。ちっこいくせに」

「水蜜は、ちっこくはありません。少し小さいだけです」

「だからちっこいんだろ」

「少しです」

　妙なやりとりだな、と優馬は思った。苦笑が漏れる。

　水蜜という少女は、幼いのか大人びているのかよく分からない。

　首の後ろに手を当てると、手首のクロスがこつりと鎖骨に当たった。

　事務所の中を見回す。鬼束響士朗がいて、白銀水蜜がいる。

　物量は大したことないのに、主あるじが面倒くさがり屋のため、お世辞にもキレイとは言い難い雑然とした部屋だ。デスクやキャビネット、照明器具などのデザインに統一感がない。

「あの、鬼束さん。ノエルは……？」

「今は休んでる」

　鬼束響士朗は長い前髪の間から、控室に目を向けた。

　優馬も追うようにそちらを見み遣やる。だが、固く閉じられた扉の向こうが見えるわけでもなく、優馬はすぐに視線を床に落とした。

「ノエルは、無事なんですか？」

「おまえが思っているよりは深刻ではないだろう」

「よかった」

　ほっと息をつく。

「一応、色々聞きたいだろうから、一つずつ説明しよう。頭は起きてるか？」

「大丈夫です。お願いします」

　チラリと水すい蜜みつを見ると、彼女は眠たげな瞳ひとみを優ゆう馬まに向け続けていた。

　優馬は何となく、その視線から目を逸そらす。

「まず、イーサンは取り逃した。今いま頃ごろは城にこもってるだろう」

　暗い瞳の男は、影の中に消えていった。その光景を覚えている。

「日ひ月づき明あきらの死亡も確認された。イーサンが目的を達したと言っていたことからも、日月明の血液を採取したものと思われる。日月明の遺体からは魔法具は発見されなかった。これもイーサンが回収したと考えられる」

　優馬は頷うなずく。日月明を助けられなかったという事実に胸が痛んだ。

「それから、おまえの通ってる学校だが――」

　鬼おに束づか響きよう士し朗ろうは言葉の途中で、水蜜に目配せする。水蜜がこくりと頷いて引き継いだ。

「《歪わい曲きよく》終了後、すぐさま《調査班シユミツトモニター》による調律作業で学校は復旧しました。破損部分の修復、一般生徒の怪け我がの治療などです。死者は日月明一名。負傷者は五十三名。全員、軽度の打撲と擦り傷です。致命的な傷を負った怪我人はいませんでした。時間的齟そ齬ごは記憶操作によって各自つじつまを合わせてあります。大きな問題はありません」

　水蜜の声は、ムラがなく、そして平へい坦たんだ。まるで複雑にもつれた紐ひもを根気よく丁寧に解いていくように、一つ一つ話す。

　日月明のことは悲しいし悔しかったが、みんなが無事だと聞いて少しだけホッとする。

「今回の《歪曲》と過去の事例から、イーサン・ソルトウォーターについていくつかのことが判明しました。調律士時代より、彼が空間介入に長たけていたことは分かっていました。《影を歩む者シヤドウ・ウオーカー》の名の所以ゆえんです」

　水蜜は眠たげな瞳をしぱしぱさせて続ける。

「それに加え、彼が蘇そ生せい術を使うことも判明しています。イーサン・ソルトウォーター直属の騎士団《黒夢騎士団シユバルツバルトケーキ》は、死者を蘇よみがえらせるという禁きん忌きの法《死者恋ネクロマンテイツク》によって蘇らされた死人です。ただし、生前の記憶はないようです。彼女たちは器うつわとしての肉体に疑似的な魂を入れられています」

　優馬は水蜜の言葉に頷いた。斬きり結むすんだときの手て応ごたえのなさを思い出す。

「加えて、イーサン・ソルトウォーターは瞬間移動にも似た《歪曲》を行っていますね。先ほど、水蜜と鬼束響士朗との間で情報の確度を確かめました。イーサン・ソルトウォーターは間違いなく、水すい蜜みつたちの前で瞬間的な移動を行っています」

　優ゆう馬まはもう一度頷うなずいた。あの動きは確かに不気味だった。もしも、真正面から戦っていたら、それを防ぐ方法はなかっただろう。

「……僕も、見たよ」

　優馬自身、校舎内から屋上へ強制的に移動させられたが、あれは、実際には「瞬間」からは程遠い。

「これは、イーサン・ソルトウォーターに関する過去の記録にはありません。便べん宜ぎ上、瞬間移動と表現しますが、瞬間移動というものは《歪わい曲きよく》を駆使してもいまだ、不可能とされています。通常、空間介入では密度無限大・重力無限大の特異点……簡単に言うとブラックホールを利用します。これは超高速移動手段を可能にします。ただし、これに耐えるためにさらなる《歪曲》を必要とします。そして、ここにブランクが生まれます。すべてを一瞬で、というわけにはいかないのです。わずかなブランクでもあれば、空間を操作したと考えられるのですが、どうもその様子がありませんでした。実態は不明です。従って、対抗策は現段階では講じられません」

　優馬は三度目の頷きを返す。難しい言葉もあったが、要するに瞬間移動のカラクリが分かっていない、ということは理解した。

「さて、こっからがおまえの本当に聞きたいこと、かな」

　優馬は鬼おに束づか響きよう士し朗ろうを見つめる。

　鬼束響士朗も、珍しく澄んだ瞳ひとみで優馬を見ている。

「つーか確認しとく。おまえ、ノエルのこと、聞く気あるか？」

「聞く気も何も、巻き込んでおいて、何も教えてくれないなんて、フェアじゃないじゃないですか。僕には聞く権利があるはずです」

「それも真。だが、わたしがおまえに何も話してないのは、聞かないほうがいいからかもしれないぞ。で、実際問題、これからする話はちと重い。おまえは聞かないほうがよかったと思うかもしれない。だから確認してんだ。お前、ノエルのこと、聞く覚悟はあるか？」

「……そんな、急にそんなこと言われたって……覚悟も何も、内容が分からないのに、そんなものできませんよ」

「だよな」

　鬼束響士朗は顔を崩した。ソファにどかりと座り、髪をガリガリとかきむしる。

「おまえ、ノエルがどうなったか見ただろ？」

　どうなったか――。

「ノエルが、急に……何て言うか……人形、そう、人形みたいになりました。うまく言えませんが、それまでもコミュニケーションが成立しないところはいっぱいあったわけですけど、そういうのとは違って、あれは、自分の意思がなくなって人形みたいに操られているようでした」

　思い出してゾッとした。あれは、まさに人形だ。目の光が失われ、感情が消え、ひたすら命じられたことだけを繰り返そうとする操り人形……。

「その解釈で大まかにはあってる。んー、何から説明するか」

　鬼おに束づか響きよう士し朗ろうは腕を組んで、ソファの上であぐらをかいた。

「あの」と優ゆう馬まは口を開いた。「……暗示ってのは何ですか」

　もちろん暗示の意味を知らないわけではない。だが、イーサンが使った「強制命令の暗示」という言葉が優馬の中に残っている。それが、ノエルをあの操り人形へ変へん貌ぼうさせたものの正体なのではないか。

「水すい蜜みつの力のことです」

　不意に水蜜が口を開いた。一度、鬼束響士朗を見て、彼女が何も言わないことを確認すると水蜜は続けた。

「水蜜は呪じゆ文もんを詠えい唱しようすることで強制命令を行使する能力があります。具体的に言うと、蝸かたつ牛むり神経を通じて大脳に伝わる電気信号を乗っ取ります。そのまま大脳新皮質にダイレクトに命令を植えつけ、小脳と脳幹を掌しよう握あくすることで行動を統制します」

　いきなりの専門用語に優馬は戸惑う。

「水蜜が走れと命じれば、その者は止まれと命じられるまで走り続けるということです。この場合はまさしく『命令』という言葉が適切でしょう」

　――《Love me more絶対服従, love me long必定隷従》。全員、その場で停止なさい。

　そのあと、あの場にいた全員が動きを止めたことを思い出した。

　優馬も身動きが取れなくなった。

「一方で、水蜜が速く走りなさいと命じると、『走る』の部分は純粋な命令ですが、『速く』の部分は『走る』を修飾する暗示となります。暗示、すなわち思い込みです。上限を設定しなければ、肉体の限界まで『速く』走ろうとするでしょう。行為者は『より速く』走らなければならないと思い込み、それは同時に『より速く』走れると思い込むことになります。従って、水蜜の暗示は命令とほぼ同義です。強い暗示が命令になるのだと考えてください。それが、水蜜の《凶歌の縛りプライマル・スクリーム》です」

　そう言って、水蜜はあかんべーをするように、ぺろりと健康的なピンク色の舌を覗のぞかせた。そこには、小さく魔法円が刻まれている。

「見えましたか？」

　優馬はこくこくと頷うなずいた。黒髪が上下する。

「水蜜が命じたことには従ってもらいます」一拍置いて、「あぁ、今は能力を発動していないので心配はいりません」眠たげな瞳ひとみで言った。

「でも、きみの命令のあともイーサンは動いていた」

　言うと、水すい蜜みつは少しだけムッとした表情を作る。水蜜の表情は先ほどから起伏がなくて優ゆう馬まは少し不安だったのだが、その表情に安あん堵どを覚える。彼女の瞳ひとみにはまだ光が残されている。ノエルが浮かべたあの瞳とは違う。

「暗示はかかりやすい人間とそうでない人間とがいます。イーサン・ソルトウォーターは暗示に対して免疫が強いのです。《影を歩む者シヤドウ・ウオーカー》ですから」

　優馬は、一度咳せきばらいをし、それから水蜜の瞳を見つめたまま言った。

「……率直に訊きくけど、きみがノエルに暗示をかけてるの？」

「……その通りです」

　水蜜は小さく、こくりと頷うなずいた。アップにした髪の毛の先が揺れる。

「どんな？」

　水蜜は即答せず、再び鬼おに束づか響きよう士し朗ろうを見み遣やった。鬼束響士朗は静かに頷く。それを確認してから、水蜜は言った。



「イーサン・ソルトウォーターと交戦となった場合、命を賭して絶命させよ」



　冷たく響いた。優馬の体温を奪うように。

　言葉の意味を理解するのに数秒を要した。難しい言葉で理解できない、ということではない。ただ、頭が理解を拒んでいた。

「………………何だよ、それ……。死んでも殺せってことなのか？」

「砕いて言えば」

　くらりと目眩めまいが襲う。

「……な、何だよ、ふざけんなよ……鬼束さん、知ってたんですか？」

　優馬はすがるように鬼束響士朗を見た。

　鬼束響士朗は答えないことで肯定する。長いまつ毛が作る影が顔に落ちている。

「……でも、相手が歪わい曲きよく師しだとしても、その殺害は認められていないはずです」

「そうだ、表向きはな」

　目の前が暗くなった。吐き気がこみ上げてくる。優馬は強く額を押さえた。左手首の紅あかいクロスが、頬ほおにぶつかる。

「そんな……。ノエルは…………ノエル自身は知ってるんですか？」

　絞り出すように優馬は言った。

「知ってる。だから、今回の任務で命を落とす覚悟もしていた」

　優馬の脳裏に浮かぶ切れ切れの記憶。

　この幸福商会の事務所で、イーサンの説明をしたノエルに優馬は訊たずねた。

　――この歪曲師を捕まえることが、きみの任務なんだね？

「そうだ」と答えるまでにできた間。そのとき、優ゆう馬まはそれを「切実に遠い」と感じた。

　あのとき、それが何を意味するのか分からなかった。でも、ノエルは、はじめからイーサンを殺す覚悟だったし、任務で命を落とす覚悟だった。

　学校が《歪わい曲きよく》に飲まれたとき、ノエルは援護を待つ気はないと言った。

　でも、二人では危険だと優馬は主張した。

　――二人？　何を勘違いしている。

　――わたし一人だ。

　そう言ったノエルから感じたのは「あやうさ」じゃなかったのか。

「僕は知りませんでした！」

「おまえには教えなかった」

「まさか……だって……。そうだ、ノエルは《龍騎士ナイトアノール》ですよ？」

　しかし、だから何だというのだろう、と優馬自身が思った。

「これは《統括府フラツトリザード》の決定であり、それこそ絶対命令なんだよ」

　鬼おに束づか響きよう士し朗ろうは、無内容の退屈な原稿でも読まされているように言う。

　優馬は言葉を失った。

「五百月いせづき、おまえには、今回の任務からはずれてもらう。昨日の今日で悪いがな。まさかこんな事態になるとは思っていなかった。明らかにわたしのミスだ。すまない」

「どういうことですか？」

「まんまさ。そもそも、今回の事件は本格的な任務経験のないおまえには荷が重すぎた。相手は、四十一名の調律士を屠ほふった凶悪犯だしな」

「待ってくださいよ。そんな、急に。最初も、いきなりだったし、僕は何もかも巻き込まれただけで、僕の意思なんてどこにもないじゃないですか」

「そうだな。悪かった」鬼束響士朗はガラにもなく頭を下げる。

　優馬は余計に動揺した。謝罪が聞きたいわけじゃないのに。

「何で……そうですよ、何で、僕を彼女の《片手袋メイト》に選んだんですか？　僕はまだ、見習いですよ？　ノエルと話してて思いましたよ。僕は調律士として知らないことがいくつもありました。鬼束さん、僕に何も教えてくれてないじゃないですか。確かに、自分で自発的に勉強することなのかもしれないけど、それにしたって……」

　自分で何を言っているのか分からなくなってきた。脈みやく絡らくがなく、話が途切れる。

「どうして、僕だったんですか？」

　もう一度それを訊たずねた。

「……おまえが、何も知らないからだよ」と、鬼束響士朗は言った。

「何ですか、それ。わけが分からないです」

　気分が悪くて顔を覆おおう。

「だろうな」

　だって、おまえは何も知らないんだから、という顔を鬼おに束づか響きよう士し朗ろうは浮かべた。

「わたしは、あいつにも少しくらい生きてもらいたかったんだ……」

　その声はまるで姉が妹を心配するようなものだった。

　そんなふうにノエルに優しさを向けてあげられるのに、ノエルに人を殺させようというのか？　ノエルが死ぬかもしれないのに。

　いや、これでは、まるでノエルが死ぬように仕向けているみたいじゃないか。

「……ノエルはどうなるんですか？」

「どうもならない。任務が継続されるだけだ」

「イーサンを殺すまで続くんですか？」

「そうだ」

「……死ぬかもしれないのに？」

「《影を歩む者シヤドウ・ウオーカー》は、今やそれほどの人物だということだ。《龍騎士ナイトアノール》といえど、死ぬ覚悟がなければ倒せない」

　その声のあまりの普通さに優ゆう馬まは胸が締め付けられた。左手で心臓の上を強く握る。

「おかしいよ……。それをどうして一人でやらせるんですか？　機関の調律士を動員すればいい。鬼束さんも出るべきじゃないんですか？　鬼束さんなら――」

「わたしの役目はノエル・ローゼンバーグの監視なんだよ」

　ざらりと耳に残る言葉。

「監視？」

「この地にイーサン・ソルトウォーターが潜伏していることが分かり、ノエルの派遣が決まった。なら、この地を管かん轄かつしているわたしのところへ、その役目が回ってくるのは当然だろう？　わたしは、ノエルが機関の命令通りにイーサンを殺害するよう監視しなければならない」

「……何なんですか……あんたらおかしいんじゃないのか？」

　思わず、そんなことを口にしていた。言ったあと失言に気付いたが、撤てつ回かいする気にはならなかった。

「何なんだよ!!　こんなのおかしいだろ、こんな任務!!」

　優馬は思わず立ち上がっていた。

　鬼束響士朗も白しろ銀がね水すい蜜みつも何も返事をしなかった。ただ、優馬を見つめるだけで。

「任務なら何でもするのかよ？　何でもしなきゃならないのかよ？」

「仕方がないさ」

　鬼束響士朗が言う。

　一体、何が、仕方がないというのだ……。

「助けてくれたじゃないですか。見捨てたりしないって、イーサンの前で言ってたじゃないですか」

「おまえを、な。それに一般人も巻き添えにはできない。それだけだ。次はない」

　優ゆう馬まは言葉を失った。

「おまえはよくやった。それから……」

　鬼おに束づか響きよう士し朗ろうは、ポケットから指輪を取り出した。室内の明かりでキラリと光る。

　それは、十二人の上級調律士にだけ与えられる名誉の証あかし。

「何ですか……」

「ノエルからだ。一いつ宿しゆく一いつ飯ぱんの礼だそうだ」

「……そんなのいりません……ノエルに会わせてください！」

「悪いができない。おまえは、この件に関しては、今から部外者だ」

「……ふざけるなッ！　見殺しにしろって言うのか？　こんなの、目の前で死にかけてる人がいて、それを見過ごせって言ってるようなものじゃないか！」

　怒鳴り付けると、水すい蜜みつが口を開いた。

「記憶を消去することもできます。一昨日の夜からの記憶を調律しましょうか？」

　ギリと歯を食いしばって、優馬は水蜜を睨にらみ付つけた。

　水蜜は眠たげな目をしたまま、

「侮ぶ辱じよくしたかったわけではありません」

　バツが悪そうに言う。わずかに、しゅん、とうなだれる仕草をした。

「とにかく、こっちから連絡するまで、おまえは休んでていい」

　鬼束響士朗は言った。

　優馬は言いようがないほど悔しくて、何もできない自分がみじめで、ただみんなを睨み付けていたけれど、話はそれでおしまいだった。

　そして、優馬は部外者となった。

　たった一日でノエルの《片手袋メイト》の任を解かれた。

　後味の悪さを引きずりながら幸福商会を出た。いつの間に雨が降ったのか、路面が濡ぬれていた。ポケットに手を入れると、いつの間に入れられたのか指輪があった。投げ捨てることもできず、ポケットの中に戻した。

　発条ぜんまい館かんに戻ると、とうに日付が変わっていた。

　身体からだは睡眠を欲していたのに、うまく眠れなかった。

　それでも明け方に眠りに落ちた。夢も見ず、目覚めたら昼すぎだった。

　目覚ましをかけるのを忘れていたようだ。





　　　†



　そして、何もなく数日が過ぎた。

　あれ以来、何も連絡はない。優ゆう馬まは幸福商会の事務所を訪れてもいない。

　連絡がない以上、仕事はなく、従って事務所に向かう理由は何もなかった。

　ノエルとも会っていない。ノエルがどうなったのか、優馬には分からない。イーサンはまだ、この地に留まっているのだろうか？

　水すい蜜みつという少女が言った通り、学校には何の痕こん跡せきも残されていない。

　誰だれも、あんな異常な事態が起こっていたことを記憶していない……。

　そればかりではない。ある日、唐突に現れたノエル・ローゼンバーグという少女のことも、もう誰も口にしなかった。女郎花おみなえし美み毬まりすらも。

　あぁ、そうか、と優馬は思った。調律されてしまったのか、と。

　残ったのは《龍騎士ナイトアノール》の指輪だけだった。



「ねぇ、優馬」

　上の空だった現国の授業が終わると、そう声をかけられた。

　振り返ると、ぐさり。案の定、頬ほおを人差し指で刺された。

「あゆき、知ってるか？　よく言うじゃないか。他人を指差しているときは、残りの四本は自分に向いている、って。つまり、何が言いたいかって言うと、自分の行いを省かえりみろ」

「親指もあんたを向いてるわよ」

「そういうこと言ってるんじゃないんだけど……。で、何だよ？」

「はい、これ」

　あゆきは右の人差し指で優馬の頬を刺したまま、左手に持った黄緑色の紙を差し出した。

「何これ？」

「招待状」

　それで思い出した。

「あぁ、そっか、みゆの誕生日か」

　優馬は色紙を開く。そこにはたどたどしい文字で短い文章が書かれていた。

『五百月いせづきゆう馬まさま　たん生日会にしょうたいします　みゆ』

　小さく絵が描かれていた。クマか、ネコか、イヌか。もしかしたら優馬かもしれない。

「みゆちゃんが一所懸命に書いたのよ、あんたサボッたらマジ殺すわよ？」

「絶対行くよ。でも、日付が書いてないな。いつ？」

「今日。用事があるとか言ったら、コードレスバンジーの刑に処すから」

　死ね、と。

「大丈夫、行くよ」

　そう言うと、あゆきは安あん堵どするように頬ほおの緊張を緩めたように見えた。

「じゃ、じゃあ、放課後、一緒に料理の買い出しね！」

「了解。またいつものか？」

「そ。みんなで作って、みんなで食べる。これがうちのモットーだもの」

　久しぶりに帰る我が家か、と思った。懐かしくて、でも、少し緊張する。

　放課後、駅前のスーパーに行き、大量の食材を買い込んだ。エコバッグはパンパンに膨ふくらんでいる。こういうのを用意しているところもあゆきらしいと優ゆう馬まは思った。

「ケーキは？」

　優馬は隣を歩くあゆきに訊たずねた。

　一歩進むごとに、あゆきの髪はぴょん、ぴょんと跳ねる。

「それは綾あや乃のさんの手作りに決まってるじゃない。それより、優馬、プレゼントは？」

「休み時間に用意したよ」

「くだらないものだったら、ケーキ抜きだから」

「たぶん大丈夫だろう……と、思う。あゆきにもらったバングルみたいに長くもつものじゃないけどね」

　優馬は左腕を少しあげて、クロスを重おも石しに、バングルを揺らして見せる。

　あゆきは何な故ぜかちょっと顔を赤くして目と肩をいからせた。

「あんた、それいつまでもつけてんのね。もう結構、ボロいんだから、取り換えなさいよ」

「でも、大切なものだから」

　そう言うと、あゆきは「う」と、うめき、優馬から顔を逸そらした。

　ドーナツ屋にＣＤショップ、携帯電話の販売店。駅ビルには、携帯音楽プレーヤーの巨大広告があった。人気のアイドルが微笑ほほえんでいる。間もなく公開される映画のポスター、道路標識、自動販売機。違法駐車の車にステッカーが貼はられている。

　人々は迷いなく、慣れた足取りで道を行きかう。学校帰りの高校生グループ、大きな紙袋を持った中年の女性、ポケットティッシュを配る男の人。日は傾いたが、夜はまだ遠い。

　信号機の薄く細長い影がアスファルトの上に伸びていた。六月の空気は湿っている。

　不意に、優馬の視界に見知った人間が映った。白はく磁じのようななめらかな肌。意志の強そうな瞳ひとみ。絹糸のような美しく長い髪が、一歩歩くとシャランとなびいた。襟の高いジャケットの袖そでにはオオトカゲの紋章が見える。

　オートフォーカス機能でもついているみたいに、優馬の目が彼女を追っていた。

「あ」

　思わず、口に出ていた。手から袋を落としてしまいそうになる。

「何、どしたの？」

　あゆきが下から優ゆう馬まを覗のぞき込んだ。

　間違うはずがない。あんな目立つ容姿で、間違えるほうがおかしい。認めた瞬間、優馬は、わけも分からず、ほとんど強迫観念的に追いかけなければ、と思った。

「あゆき、これ、ごめん」

　咄とつ嗟さに優馬は食材の入ったバッグをあゆきに押し付ける。

　あゆきは眉まゆを下げた困こん惑わく顔で、優馬を見る。

「え、ちょ、ちょっと！」

「すぐ戻る。待っててくれ！」

　優馬はそう言うや否や走り出した。それはほとんど無意識の行動だった。どうしてだか、町行く人々は優馬の進行方向と逆に進もうとする。まるで、優馬の行く手を塞ふさぐように。優馬に彼女と会うことを考え直させるように。

　すいません、通してくださいと声を上げながら走って、走って、走って、もしかしたら、やっぱり見間違いだったのだろうかと思ったところで、追い付いた。

「ノエル！」

　優馬が叫ぶと、周まわりを歩いていた数人が優馬をチラリと見たが、表情も変えず通り過ぎていく。優馬に呼びかけられた少女は、ゆっくりと振り返った。優馬の顔を見て、少しだけ眉を寄せる。困っているようでもあり、眩まぶしいものを見るようでもあった。

「ノエル！」

　もう一度、優馬は少女の名前を呼んだ。ノエルは優馬を見て、それから顔を逸そらす。その拍子に長い髪が、肩からひと房こぼれた。桜色の唇を小さく開いて、

「…………………………おまえか」

　そう呟つぶやくノエルの声はか細いものだった。拒絶的。

　優馬は考えなしに声をかけてしまったが、よく考えれば、そうするべきではなかったのかもしれない。ノエルの表情を見てから、そう思った。

　自分はもうノエルとは無関係なのだから。

　どうして声なんてかけてしまったのか。いや、それは彼女が心配だったからだ。

　…………本当だろうか？　本当に優馬はノエルを心配していたのだろうか？　もしもそうならば、鬼おに束づか響きよう士し朗ろうに何と言われようとも幸福商会へ行くべきだった。でも、そうしなかった。優馬にできることなど、何もないと分かっていたからだ。

　それなのに、今、彼女に声をかけた。何な故ぜだ？　それは、ただ、罪悪感を少しでも軽減させたいだけなのではないか。思って、心が軋きしむ。

「……あ、いや…………元気？」

　何を言っているんだろう、バカか、と自分で思った。髪の毛をくしゃりと握る。

「まぁな」

　ノエルは短く答えた。声はあくまで拒絶的だった。

　優ゆう馬まはそうと分かっていたのに、それでも、会話をつなげようとしていた。それを一歩引いた視線で、愚おろかだと思いながら眺めている自分がいた。

「何……してるの？」

「……別に。少し歩いていただけだ」

「それ、機関の制服なんだろ？　その格好で？」

「あぁ、そうだ」

「そっか」

　言って、頷うなずくだけしかできなかった。

　何をしていたところで、本当のことを優馬に言わなければならないということはない。

　だから、問いに意味はなかった。

　人々が優馬とノエルの横を通り過ぎていく。喧けん騒そうは、むしろ静寂のようだった。

「響きよう士し朗ろうから、聞かされただろう？」

「…………あぁ……、聞いたよ」

　今度は、優馬が顔を伏せた。足元の影が濃くなった気がする。

「すまなかったな、巻き込んで」

「いや……」

　それきり、優馬は答えられず、ノエルも何も言わなかった。

　そこへ、後ろからあゆきが追いかけてきた。左向きに髪の毛が跳ねる。

「バカ優馬。急に何なのよ。人に荷物押し付けて……って、あれ、何、知り合い？」

　あゆきの視線がノエルに注そそがれる。見知らぬ人に向ける視線だった。

　あぁ、うんと優馬は頷く。そして、やっぱり、あゆきもノエルを覚えていないんだな、と思った。調律作業の結果か。

「えっと、はじめまして。あたしは緋ひ村むらあゆき、よろしく」

　ノエルはどう答えるべきか迷っているようだった。警戒するような瞳ひとみをしている。

「彼女はノエルって言うんだ」

　仕方なく優馬が言う。

「よろしくね、ノエルさん……って、握手できないじゃない。あんた、持ちなさいよ」

　食材ではち切れんばかりのバッグをあゆきに押し付けられる。

　ノエルはそれを見て、ふと「カレー」と呟つぶやいた。

「そうなの。今日はカレーで誕生日パーティーなの」

　袋の中は、にんじん、じゃがいも、豚肉……カレーの具とおかしで溢あふれている。

「何だか口に出して言うと、妙に貧乏くさいな」

　優馬は言った。それに対してあゆきが憤然とした調子で返す。

「いいのよ。子供はカレーが大好きだもの。あんただって好きじゃない。ノエルさんも好き、カレー？」

　ノエルは困ったような笑みを浮かべてあゆきを見ていたが、少ししてこくりと頷うなずいた。

　それを見たあゆきは、物もの凄すごい名案を思い付いたように言う。

「じゃあ、ノエルさんも招待しようよ」

「え？　いや、急に？」

　慌てながら、優ゆう馬まはノエルに目をやる。

「だって、大勢で食べたほうが楽しいじゃない。ね？」

　問われたノエルは、困こん惑わくを深めた目で優馬を見返した。



　児童福祉施設「ひまわり荘」には、現在九人の子供がいる。

　みんな、身寄りがない子供たちだ。

　ガラガラと引き戸を開けて、あゆきが言った。

「ただいまー、みんなー、帰ったよー。ついでに家出息子も連れ帰ったよ」

「家出息子って……」

　優馬は呟つぶやく。

　玄関前の植え込みには、カモミールの小さな白い花が咲いていた。りんごのような香りがする。懐かしい香り。帰ってきた、という気分になる。ずっと逃げ回っていたのに、帰ってくると懐かしい気持ちになるのは不思議だ。懐かしくて、そしてほんの少し居心地が悪い。何だか背中が痒かゆいような感じだった。

　すぐに、どたどたという複数の足音がする。先頭を走ってきたのは、左右をお下げ髪にした小さな少女だった。

「……ただいま、みゆ」

　優馬が言うと、たったったっと、少女――みゆが走ってきた。そして、廊下の助走を走り抜けて、優馬に向かってダイブする。優馬は慌てて、みゆの小さな身体からだを受け止めた。

「お、おい！」

　みゆは優馬の制服のワイシャツにくしゃくしゃ頭をこすり付ける。

「優馬くんはずいぶんとおモテになることで」

　と、あゆきが嫌みたっぷりに言った。

　優馬は苦笑して、みゆの小さな頭にゆっくり手を乗せた。紅あかいクロスが、みゆに当たらないように気をつける。

「ただいま。で、お誕生日おめでとう」

　みゆが顔を上げて、にこりと笑った。もう一度、ぽんぽんと頭を撫なでてあげる。

　お、優馬だ。家出少年が返ってきたぞ。根性ないヤツだな、など子供たちが優馬を見て口々に言った。

「あらあら、おかえりなさい」

　顔を上げると、みんなの後ろに桑くわ島しま綾あや乃のが立っていた。ふわふわとした長い髪と、丸く優しい顔立ち。まるで、十数年前のある晴れた春の日に時間を止めてしまったような穏おだやかな笑みを浮かべている。

「ただいま、綾乃さん」

　と、優ゆう馬まは答えた。

　桑島綾乃は「ひまわり荘」の院長だ。院長というよりも、みんなのお母さんであり、お姉さん、と言ったほうが正しいだろう。

　にこやかな笑みを浮かべたまま優馬を見て、それから視線をスライドさせた。

「ええと、ごめんなさい。優馬くんかあゆきちゃんのお知り合いかしら？」

　その言葉で一斉に視線が優馬の背後に注そそがれる。優馬も振り返った。そこには、子供たちのことを異星人でも眺めるような目で見ているノエルが立っていた。わいわい騒ぐ子供たちに圧倒されているようでもあり、迷惑がっているようでもある。

「優馬のカノジョかよ？」

　子供のうちの一人が言った。そのひと言でわいわい騒ぎ出す。みゆが世界の終りを予知してしまったハムスターのような、実に稀け有うな目で優馬を見つめている。

「な、何言ってんだ、お前ら、ノエルはそんなんじゃないって！」

　優馬はノエルの顔を見み遣やった。目が合うが、ノエルは心底、困っているようだった。

　ノエルは優馬にとって、どんな存在なのだろう？　《片手袋メイト》の任は解かれた。よって同居人でもなくなった。主従の関係のつもりはない。当たり前だ。もうクラスメイトでもない。ほんのちょっとバイト先で知り合った人、つまり知り合い……？

　ノエルにまつわるいくつかのことが頭をよぎり、また胸が軋きしんだ。顔を見て、彼女がノエルであることを認められる、それだけか？　それだけじゃないと思いたいが、それだけなのかもしれない、とも思う。

　いや、それでも、もう少し適切な言葉があったはずで、それは――。

「彼女はノエル・ローゼンバーグさん。僕の――友達です」

　友達。思いのほか、簡単にそう口にできた。

　もう一度、ノエルを見る。いつだったか、ノエルは友達なんていらないと言った。だから、もしかしたら迷惑だったかもしれない。しかし子供たちを見て困こん惑わく顔を浮かべ、優馬を見て困惑顔を浮かべ、綾乃を見て困惑顔を浮かべ、というふうにどこを見ても困った顔ばかりしているノエルが、今の言葉をどう感じたのか見極めるのは難しかった。

「優馬くんのお友達なのね。いらっしゃい。今日はパーティーだから、お客様は大歓迎よ」

　ノエルは何ごとかを言うために一度口を開きかけ、しかし何も言わずに口を結んだ。眉まゆ根ねを強く寄せ、優ゆう馬まをギロリと睨にらむと、もう一度口を開いた。

「…………何なのだ？」

　そういえば、一番最初に会ったときはこんな感じでしゃべってたかな、と思った。

「いらっしゃい」

　優馬は言った。



　みんなで台所に立ち、カレー作りに取りかかった。みんなで作って、みんなで食べる。これが「ひまわり荘」のモットーだから。

「包丁を使うときは手を切らないように」と、綾あや乃のは言いかけて口を噤つぐんだ。ノエルのあやうい手付きを見たのだ。

「おねえちゃん、へたくそー」

　子供たちがはやし立てる。みゆのほうがよほどうまい。

「ぐぬう」

　ノエルはうなった。

　元々、大人の拳こぶしくらいの大きさがあったじゃがいもが、ピンポン玉くらいに小さくなっていた。

「切り過ぎだよ、もったいない。ひと口大じゃないか」と、優馬。

「ひと口大に切れと書いてある……」

　カレーのパックの裏を律りち儀ぎに指し示してノエルは言った。

「まぁ、書いてあるけど、それは皮をむいたあとな。ノエル、きみって不器用なんだな」

「な……わたしは不器用ではない。す、少し、器用でない、だけだ」

　顔を赤くしてノエルは口の中でふがふが言った。

「それを不器用と言うんじゃないのか？」

「う、うるさい！」

　優馬はそれを意外な気持で眺めた。成り行きでノエルを誘うことになったが、それらしくコミュニケーション取れるじゃないか。何となく安あん堵どする。でも、その安堵は何に対してなのか。罪悪感を薄められて安堵していないと言えるだろうか？

　そう思い、苦いものがじわりと口の中に広がった……。

　ふと気付くと、手を拭ふいたみゆが紅葉もみじみたいな小さな手でノエルの服をちょこちょこと引っ張っていた。

「ん、何だ？」

　ノエルがみゆに威圧的に訊たずねる。

　みゆは、くいくいと服を引っ張りながら、大部屋を指差していた。

「あっちへ行けということか？」

　ノエルはやはり威圧的に言い、みゆはふんふんと小さく頷うなずいた。

　優ゆう馬まは今しがた思い浮かんだ暗い思考を頭の隅に隠す。それから、少し長めに息を吸って、吐き出した。

「ノエル、きみは戦力外だとさ。向こうの片付け組に回りなよ。みゆの命令だ。お誕生日様の命令は絶対だぞ」

　優馬が言うと、みゆは『そんなこと言ってないのに』という抗議の目を向けてきた。

　みんなで食事をする大部屋には小学校で出された宿題や、着替え、おもちゃをはじめ、ギリギリまでみんなで作っていたのだろう折紙の鎖の切れっぱしが散乱している。クレヨン、スティックのり、画用紙。小学校で使うハサミは、先が丸い。

「……く、屈くつ辱じよくだ」

　うな垂れて、ノエルは片付け組に降格した。それでも、「小さき者たちよ、早く片付けるぞ」と偉そうに腰に手を当てながら指示している姿は微笑ほほえましくあった。

　その様子を眺めていると、唐突に耳を引っ張られた。

「いたっ！」

　あゆきが優馬の耳をぎゅっと引き絞っている。

「危ないからよそ見しなーい」

　ふんふんとみゆが頷いた。うふふ、と綾あや乃のが笑っている。



　カレーライスとポテトチップスとクッキーとケーキ。各自オレンジジュースが配られて完成。みんなでハッピーバースデーを歌った。プレゼントを渡す。手作りが多い。優馬はみゆに肩たたき券を送った。

「あんた、それ、父の日のプレゼントじゃない」と、あゆき。

「母の日でもいいのよ」と、綾乃。

「悪くないアイディアだと思ったんだけどなぁ。でも、ほら、みゆも喜んでるっぽいからいいじゃないか」

　みゆは満面の笑みを浮かべていた。早速、肩たたき券を一枚使い、優馬はみゆの肩をたたいた。全然こっていなかった。ふにゃふにゃのすべすべだった。

「あんた、いやらしい触り方してみなさい？　社会的に抹まつ殺さつするから」

　あゆきの冷たい視線を浴びながら、肩たたきをしたので、むしろ優馬の肩がこった。

　それからみんな満腹になって、各自で好き勝手を始めた頃ころ、

「優馬くん、今日は泊まっていくでしょう？」

　と、綾乃が言った。

「あ、いや……」

　語尾が尻しりすぼみに小さくなっていくのが自分でも分かった。

「何言いよどんでんのよ」

　あゆきが人差し指で優ゆう馬まの頬ほおを刺してくる。

「ここは、あんたんちでもあんの。遠慮とかいらないっつーの」

「ノエルちゃんもどうかしら？」

　不意に自分の名前を呼ばれて、ノエルがビクリとしたのが分かった。

「もう遅いし、おうちの方に電話して、ここに泊まっていってもいいのよ？」

「いや、しかし……」

　ノエルはもごもごと言いよどむ。

　泊まっていきなよー、と子供たちが騒ぐ。

　知らなかったが、ノエルは子供に好かれるオーラのようなものを持っているのかもしれない。みんながノエルに猫のようにまとわりついていた。部屋の片付けの最中に仲良くなったようだ。食事中も健けん啖たん家かとしての能力を余さず発揮、テーブルに出された食事もケーキも平らげるという少しも隠していない隠し芸を披ひ露ろうし、子供たちの人気を確固たるものとした。綾あや乃のも「いっぱい食べる子って好きだわ」と言っていた。みゆが懐いているのも珍しい。彼女は人の悪意には敏感だから……。いつもなら、みゆは、優馬にべったりなのに、今日はノエルのそばを離れなかった。ときどき、優馬にハムスターのような目を向けたが、あとは小さな手でノエルの服を掴つかんでいた。この喪そう失しつ感は何だろう？

　ノエルは苦い顔を優馬に向けた。

　気持ちは分かる、と優馬は心の中で応じつつ、

「一泊ぐらい平気だろ？」



　　　†



　子供らに急せかされるように、ノエルは風ふ呂ろに向かった。大人気だ。

「よし、案内しろ、小さき者たちよ」と言っていた。

　綾乃は食器を洗っている。優馬は手伝う旨むねを申し出たが、綾乃はやんわりと断った。久しぶりに帰ってきたのだから、ゆっくりすればいい、と。

　優馬はサンダルを履いて、外に出た。特に目的もなく敷地の中を回る。それほど広いわけでもないが、小さな菜園がある。今はインゲン豆とナス、トマトが植わっていた。何かのムシが鳴いていた。涼やかな声だが、空気は少し湿っていて夏の香りが漂っていた。今日は月が出ている。見上げた屋根の上……。

「なーに、たそがれちゃってんの？　オレかっこいいーとか思っちゃってる？」

　不意に声をかけられ、優馬はそちらに顔を向ける。

　庭に面した長廊下の窓を開けて、お風呂上がりらしいあゆきが立っていた。ノエルより先に入ったのだろう。Ｔシャツに短パン姿だった。髪が濡ぬれて、いつものように跳ねてはいない。

「みゆが僕よりノエル派に移ったみたいなんで、ヘコんでたんだよ」

　優ゆう馬まが施設を出ると言ったときに一番反対したのはあゆきだった。優馬と同学年だが、誕生日が早いせいで、いつもお姉さん風を吹かせていた。事実、優馬はいつもあゆきに守られて生きてきたようにも思う。

　施設のことをよく思わない大人や、彼らによからぬことを吹き込まれた子供たちの悪意なき悪意にさらされたとき、優馬の前で両腕を広げて立っていたのは、あゆきだった。

　ずっと小さい頃ころは性別などないのに、物心がつくと、男子と女子は不思議な線引きが行われ、男子である優馬に味方するあゆきはいわれなき中傷を浴びたこともあった。

「あいつ、五百月いせづきのこと、好きなんだぜ」

　と、男子たちは騒いだ。あゆきより優位に立とうと必死だったのかもしれない。あの頃は、何な故ぜか人を好きになることは恥ずかしいことだった。そう認めるのも、裏切り行為に等しかった。

「弱い者いじめなんて最低だ！」

　あゆきの主張は単純明快で、そしてカッコよかった。

「女のくせにおまえ生意気なんだよ。五百月のこと好きなんて、恥ずかしー」

「恥ずかしくない！」

　揺らがないあゆきに、優馬は憧あこがれたのだ。それが優馬の初恋だったのかもしれない。だからこそ、あゆきに守られるだけの弱い存在でい続けたくなかった。

　一人暮らしをするためにバイトをしたいと言ったのは中学一年生の終わり頃だったか。学校の許可を得たり、夜勤は入れなかったり、最低賃金だったりと、大変だった。

　不思議と、優馬が一人暮らしを申し出ることを、あゆきが反対するとは思っていなかった。綾あや乃のは一定の理解を示してくれた。ただし、一人暮らしをはじめる条件として、市内で暮らすこと、支援制度を利用して高校にも行くこと、そしてたまに帰ってくること、を挙あげた。今の優馬は最初の二つしか守っていない。

「ノエルさんって、髪の毛キレーだよね。羨うらやましいな」

　あゆきは、濡れた自分の髪を撫なでつけるようにしていた。あゆきは、自身のくせ毛を少し気にしているらしい。優馬の目には、あゆきの髪型は彼女によく似合っているように見えるのだけれど。

「ねぇ、優馬。ノエルさんと、どこで知り合ったの？」

　ついこの間も、あゆきにほとんど同じ質問をされたな、と思った。あゆきのほうは覚えていないのだろうけど。あのとき、自分は何と答えたのだったか。

「共通の知り合いがいるんだ。そのつながりでちょっとね。まだ栗花落つゆりに来たばかりで、この辺りに詳しくないらしいからさ、大丈夫かなって思って声かけたんだ」

「ふーん」

「何で？」

「ちょっとね。何か、町で会ったときは様子が変な気がして。思いつめてるって言うか、何か『あやうい』って思ったの。初対面なのに変だけど」

　思わず、あゆきをまじまじと見てしまった。鋭いなと思った。こういうところがすごい。

　だからこそ、優ゆう馬まは反対のことを口にする。

「そうか？　気のせいだろ？　それこそ、道に迷ってただけかもしれない。道に迷えば不安にもなるよ」

　言いながら、「道に迷う」というのは、核心をついている言葉にも思えた。だが、道に迷っているのは優馬一人なのかもしれない、とも思った。あゆきも、ノエルも、自分の進む道は自分一人で決めている。ずいぶん早く「ひまわり荘」を出ていくと優馬は決断し、実行した。なのに、それでおしまいだった。まるでそれでゴールしてしまったみたいで、次が見えなかった。一人で生きていく。その言葉を呪まじないのように抱き続けても、そこに何か具体的なものはない。呪いどころか、ただの言葉だ。

　それに比べて、あゆきはしっかりと将来を見据えている。福祉の大学に行って、資格を取って、綾あや乃ののあとを継ぐのが彼女の夢なのだそうだ。

「そう、それならいいんだけど」

「……もしかして、ノエルが思いつめてるふうに見えたから誘ったのか？」

「どうかな。あの子、寂しそうじゃなかった？」

「寂しそう……」

「何となくね。ま、どっかの誰だれかさんは孤こ高こうのヒーロー気取りで一人が好きらしいけど」

「僕はいつだってあゆきに救われてる。感謝してるよ。昔からずっと」

「バ、バカじゃない？　よく恥ずかしげもなく言えるわね、そんなセリフ」

　優馬は笑った。寂しそう、あゆきの声が胸に残る。すごくありふれた言葉なのに、あゆきが使うと何だか知らない言葉に聞こえた。



「ひまわり荘」は早寝早起きが鉄の掟おきてなので、十時には全員就寝となる。流行はやりのテレビドラマを見たくても、こればかりは綾乃は許してくれなかった。

　だから子供たちはこっそり起き出して大部屋のテレビを見ようと計画を立てるのだが、大体は失敗する。そもそも、早寝早起きの習慣は身体からだが覚えてしまう。そうなると夜更かしそのものが難しくなるのだ。

　結果、深夜一時ともなれば「ひまわり荘」は寝静まっていた。

　むくりと起き上がって、優馬は男子部屋を出た。早寝早起きを身体が忘れてしまったのが、一人暮らしの弊へい害がいかもしれない。台所に行って、コップに水を注そそいでごくりと飲み込んだ。胸の中のモヤモヤ全部、こうして飲み下せたらいいだろうに、と思って苦笑する。

「眠れないのか？」

　背後から声がして、優ゆう馬まは振り返った。あゆきの寝巻を借りたノエルが立っていた。

「驚かすなよ。気配、殺して後ろから近付くなんて……」

　優馬は言って、ことりとコップを流しに置く。

　優馬はまっすぐノエルを見た。ノエルもまっすぐ優馬を見る。

　言うべきことはたくさんあるように思われた。言いたいこともたくさんある気がした。

　でも、それらを周しゆう到とうに避ける。それはたぶん怖いから。人との距離が分からないから。

　本当はすごい近くにいるのに大声を出したらうるさいし、すごく離れているのに小声では何も聞こえない。

　優馬も、そしてノエルも、少しの間、口をきかず見つめ合っていた。

　ノエルが一体どんなことを考えながら沈黙しているのか、優馬には分からなかった。

　ぽとん、と背後の蛇口から水滴が落ちて音を立てた。

「今日はごめん」

　優馬は言った。

　いくらか躊躇ためらったあとに、

「いいや、楽しかった」

　消え入るような声でノエルが答えた。それから遠慮がちに続ける。

「ここが、おまえの育った家なのだな」

「うん」

　頷うなずき、つま先に視線を落とす。それからまた顔を上げた。

「僕さ、子供の頃ころに両親を亡なくしてるんだ。事故だったらしい」

　とてもパーソナルな情報でありながら、それは自分とは無関係な人のことを口にしているようだった。実感がともなわない。

「らしい？」

「ほとんど覚えてないんだ。だから悲しくもない。記憶にあるのは、炎と、それが照らす闇やみだったよ。気付いたら保護されて、それでこの施設に預けられることになった」

　ノエルは表情を変えず、そこにどんな感情を隠しているのか分からなかった。

「事故から僕を助けてくれたのが、鬼おに束づかさん。これもやっぱり覚えてないんだけどね。ただ、昔から色々便べん宜ぎを図ってくれた」

　思わず鬼束響きよう士し朗ろうの話を出してしまい、優馬は口を噤つぐむ。鬼束響士朗の話題は、そのまま、ノエルの任務に直結している。

「どうして、ここを出たんだ？」

　少ししてノエルが言った。何だか気を使ったような言い方だった。らしくないな、と思ったけれど、自分がノエルの何を知っているのだろう、とも思った。

「一人で生きたかったんだ」

「一人」

「なかなか難しいね。実感してる。結局、僕は色んな人に迷惑かけてるし、助けてもらってる。じゃないと生きていけない。人間ってのは不便だ」

「分かる……気もする。わたしもずっと一人だったからな」

「……そういえば、きみにはお姉さんがいるんだよね？　どうしてるの？」

「……………………死んだ。ずっと前に」

　その声には抑よく揚ようがなかった。優ゆう馬まはどう言えばよいのか分からず「ごめん」と言おうとして、でも「そっか」と頷うなずくだけだった。

「人の命は、命を守る器うつわは、ひどく脆もろい……」

　ノエルは言った。平へい坦たんなその声が、逆に優馬の胸を強く揺さぶる。

「ここは……、少し蒸むすね。外のほうが気持ちいい。つき合わない？」

　優馬が訊たずねると、ノエルはゆっくり頷いた。

「じゃあ、ついてきて」



「踏むなよ」と言って、優馬は菜園の横の物置をよじ登る。そして、そこから屋根に手をかけた。優馬は手を貸そうと思って後ろを見たが、ノエルはひょいひょいとついてくる。

　屋根の上をゆっくりと歩き、そして、端から脚を投げ出して腰かける。ぶらりぶらりと脚を揺らすと、自分が浮いているように錯覚する。涼しかった。

　ノエルも、優馬と同じように屋根の端に腰かけた。

「ここ、昔からお気に入りの場所なんだ。見付かったら、綾あや乃のさんやあゆきに怒られるから、内緒だけど」

　足を投げ出したまま、優馬は屋根にごろりと寝転がる。満天の星空、というわけにはいかない。それを少し残念に思った。月は出ていた。青白い月だ。じっと見ていると、黒い布をちょきちょきとハサミで切り抜いたみたいに見えた。

「何とかと煙は高いところが好きってヤツかも……昔はもっと高く感じたんだけど、今、上るとそうでもないね」

　ゆるりと沈黙が横たわる。家々の明かりは消え、物音も絶えた。

　ノエルの長い髪が、月明かりを受けて密ひそやかに光る。思わず、手を伸ばして触れそうになってしまった。自分でも驚いて引っ込める。

　ノエルはそれには気付かず、遠くを見ていた。

　彼女の宝石のような青い瞳ひとみには、世界はどんなふうに映るのだろう、と、優馬は思う。

　ふと思い出したが、ノエルの指輪を預かっていた。あれを返さないと。でも、発条ぜんまい館かんの一〇五号室に置いたままだった。

「ここの子供たちは、みんな少しわけありなんだ」

　と、優ゆう馬まは切り出した。ノエルが優馬を見る。

「誰だれが一番不幸ということもないけど、みゆはやっぱり可哀かわい想そうかもしれない。可哀想ってのは違うかもしれないけど……カッチリはまる言葉がないな」

　ノエルは何も言わず、優馬を見ていた。

「気付いたかな、みゆは今日、ノエルにすごく懐いてたけど……でも、ひと言も口をきいていないだろ？　みゆ、しゃべれないんだ。耳も聞こえてるし、字も書ける。でもしゃべれない」

　ノエルが息をのんだ。

「実の両親に虐待されててね。ご飯だって満足に食べさせてもらえなくて、外にも出させてもらえなくて、それでもみゆは両親の言いつけをずっと守ってた。言いつけなんて、大層なもんじゃないな。命令だよ。それで、みゆはある日、こう命じられた。前後のことは知らない。身体からだ中痣あざだらけで、泣いていたらしい。そのみゆに向かって父親が言ったんだね。『うるせぇな、二度としゃべるんじゃねぇよ』。以来、ひと言も口をきいてない」

　ノエルが目を伏せた。どこを見ているのか、優馬には分からない。

「調律士なんて言ったって、人の心の歪ゆがみまで正せるわけじゃない。無力だね」

　優馬は上半身を起こして、髪をくしゃりと撫なでた。紅あかいクロスが視界に入る。

「なぁ、ノエル。逃げられないのか？」

　ノエルは答えなかった。



　夢を見た。夢だと分かった。

　暗くら闇やみの中、ノエルが立っていた。

　手の中には女の人の生首があって、ノエルの顔は血で濡ぬれている。

　――なおせなかった。

　ノエルは言った。

　――助けてくれ。

　まるで強力な呪じゆ詛そのように。

　どう教えてあげるべきなのか優馬は少し迷い、そして口を開いた。

　――　　　　　　　　　。



　そこで目が覚めてしまって、何を言ったのか思い出せない。

　悪夢の続きだった。二度目だ。どうしてこんな夢を見るのか……。



    

  
    
      



    

  
    
      「ひまわり荘」の面々は早起きで、一番遅いのが優ゆう馬まだった。制服に着替えて大部屋に向かったときは、みんなで食事の支度をしていた。朝の挨あい拶さつが飛び交う。

「ねぇ、優馬」

　と、あゆきに声をかけられた。

　あゆきももう着替え終わっている。栗くり色いろの髪は、今日も左に向かって跳ねていた。

「あゆき、おはよ。何？」

「おはよ。ねぇ、ノエルさん知らない？」

　朝見た不吉な夢が頭をよぎる。

「……いないのか？」

「うん。何か急用で帰ったのかな？　にしては書き置きもないんだけど。優馬知ってる？」

　ぞくりと、イヤな予感がした。冷たい汗が背中をすぎる。

　優馬は慌てて、大部屋を飛び出す。

「ちょっと優馬？」

「悪い、僕も急用だ」

　そのまま「ひまわり荘」からも飛び出した。

　駆ける足の裏が燃えるように熱い。



    

  
    
      
第５章　どこでもないNOWHERE／今、ここでNOW HERE

　　　　――"Nowhere/Now here" by Red Reason





『五百月いせづきか。何の用だ？』

　七回目のベルで鬼おに束づか響きよう士し朗ろうが電話に出た。不機嫌そうな声だった。

「何の用だじゃないですよ！　今、どこにいるんですか？」

　優ゆう馬まは携帯電話に向かって大声を上げた。

「事務所に来たのに誰だれもいないし」

　優馬は、無人の部屋を見回す。柳葉魚ししやもビルの五階、幸福商会の事務所に優馬は駆け付けたがそこには誰もいなかった。いつになく整然とした事務所は、主あるじ不在で寂しげだ。荷物をそのままに引き払ってしまったようにも見えた。

『言えない』

　きっぱりとした短い返答。

「ふざけないでください！」

『ふざけてねぇよ。任務からはずしたおまえには言えないだけだ』

　優馬は奥歯を噛かみ締め、事務所の窓から外を睨にらみ付つける。まるで優馬の心をそのまま反映させているかのような曇り空だった。

「……昨日、ノエルに会いました」

　優馬は言った。

『…………そうか、おまえといたのか。あいつは……何か言っていたか？』

「何も……」

　ノエルは何も言わなかった。何も話してくれなかった。一人ですべてを背負ってるみたいな顔して、事実そうして、優馬には何も話さなかった。

「イーサンの潜伏先が、城に続く道が判明したんですね？　ノエルはそこへ向かった」

　イーサンを殺すために……。

　イーサンは日ひ月づき明あきらの一件以後も、栗花落つゆり市しに通路を設もうけたままだったということだ。昨日の段階で、もう判明していたのかもしれない。だとしたら、昨日のノエルは最後の一夜を噛み締めていたということなのか。何な故ぜ、自分に話してくれなかったのか。いや、当然だ。優馬は信用を得ているわけでも何でもない。もはや《片手袋メイト》でもないのだ。

「違いますか？」

『聞いてどうすんだ？』

「どうするって……」

『止めんのか？　おまえに止められんのか？』

「それは……」

　優ゆう馬まは返事を失う。口の中が苦い。

　鬼おに束づか響きよう士し朗ろうは厳しい口調で言った。

『口で言うだけは簡単だ。けど実行すんのは難しい。覚悟も必要だ。ノエルは覚悟してる。わたしも覚悟してる。ノエルは敵を殺す覚悟と自ら死ぬ覚悟を。わたしはノエルを見殺しにする覚悟をしてる。おまえは覚悟してるのか？』

「何も知らされてなかったのに……、巻き込まれただけなのに、覚悟なんて……」

『そうか？　わたしはあれから猶予を与えたはずだ』

「猶ゆう予よ」

　任務からはずされて、音おと沙さ汰たのないこの数日が猶予だったというのか？

『どうだ、覚悟してるか、五百月いせづき？』

　覚悟。覚悟ならしている。優馬はずっと前に一人で生きる覚悟をした。そのはずだった。

　でも、そんな覚悟、何の役にも立たなかった。

　覚悟って何だ？　死ぬかもしれない覚悟？　殺すかもしれない覚悟？　調律士を志す以上、危険は承知だ。でも、死ぬ覚悟や殺す覚悟が必要だっていうのか？　誰だれかが死んだり、誰かを殺したり。生きようとする者を蔑ないがしろにするなら、それは《歪わい曲きよく》とどう違うのだ？

　調律士の仕事は、誰かを殺すことでも、任務のために命を落とすことでもないはずだ。そんなことを許さないために、間違いを正すために、調律士はいるんじゃないのか？

　優馬の脳裏に闇やみが浮かんだ。本物の暗くら闇やみだ。夜よりもなお濃く、暗闇という言葉そのものに何の意味も与えはしないような暗闇。どんな光でも深遠の闇を照らすことはできないのだと、幼い優馬は悟った。あの暗闇を照らす方法を今でも知らない。あの暗闇は、隙すきあらば、世界を侵そうと気配を殺してこちらを窺うかがっている。イーサンの右目にもあった。ノエルの瞳ひとみの中にも見えた。きっと、自分の中にも――。

　だから、照らさないといけない。そうだ、照らさないといけない。

　そうすることが、調律士の本当の任務のはずだから。

　頑ガンッ！

　優馬は壁に左の拳こぶしを叩たたきつけた。鈍い痛みが走る。紅あかいクロスがキンと光を放つ。

「鬼束さんの言うような覚悟なんてありません」

『そうか』

　少し残念そうな響きが耳に残る。

「でも」

　優馬は言った。

「自分が死なない覚悟ならあります」

『自分が死なない覚悟？』

「そうです。それから、ノエルを殺させない覚悟です。イーサンを殺させもしません」

『半端な正義の味方気取りなら、やめとけ』

　正義の味方……子供の頃ころなら憧あこがれたかもしれない。いや、憧れた。あゆきだ。でも、今はもう正義の味方だって絶対じゃないことを知ってしまった。それでも。

「それでも僕は、目の前で助けてくれって言ってる人がいたら、やっぱり助けたいです」

『ノエルは助けてくれなんて言ったのか？』

「助けてくれって思ってても、言えない人もいる」

　みゆの顔が思い浮かんだ。

「僕は、その人だって助けたい」

『ふーん』

　優ゆう馬まは電話を強く握りしめる。ギリとプラスチックが軋きしむ。

「今からそちらと合流します。場所を教えてください！」

『えらい自信だな。それに大層な主張だ。だが、イーサン抹まつ殺さつは上層部の決定事項だぞ？』

　鬼おに束づか響きよう士し朗ろうの声はなお硬い。それはそのまま、重層世界調律機関上層部《統括府フラツトリザード》の決定事項の揺るがなさを示しているようでもあった。

　けれど優馬は、

「関係ありません。僕が受けた仕事じゃありませんから」

『《統括府フラツトリザード》の命令は絶対だ』

「僕が機関の命令を聞かなければならない道理はありませんよ。何な故ぜなら――」

　一拍置いた。

　見たこともないお偉方の、めちゃくちゃな命令なんて知ったことじゃない。

「僕は幸福商会の調律士見習いですから！」

　電話の向こうが沈黙する。それでも優馬はまくしたてた。

「ノエル一人を犠牲にしてしか因果律を保てないというのなら、そんなもんはぶっ壊れてしまえばいい！　とにかく僕は気に入らない。ノエルを助けます。助けないと！　それが調律士としての僕の初任務だ!!」

　やはり沈黙が続き…………それから大きな笑い声がした。

『いいね。青くさいの大好きなんだ』

「な、何ですか!?」

　唐突に顔が熱くなる。笑われている？

「僕は真剣です!!」

『当たり前だ。ふざけて言ってたんなら、ぶっ殺してる。いいか、時間がねぇんだ。ノエルがイーサンの城に続く『門』をくぐって、既に一時間が経過した』

　その言葉で血の気が引く。しかし、目眩めまいなど起こしている場合ではない。腹に力を入れて、携帯電話を強く握りしめた。

「どうすればいいですか？」

　優ゆう馬まが問うと、ふん、と鼻を鳴らすのが聞こえた。

『五百月いせづき、いいことを教えてやろう。覚えておけよ？　奇き蹟せきみたいなありえなさそうなことほど、アッサリ起きてもいいんだぜ？』

「何ですか、それ？」

『調律士の心構えだよ』

　心構えか？　と思った。

『奥の控室の扉を開けてみろ』

　優馬は、あの日、ノエルが寝かされていた控室に目を向けた。目立ったところのない普通の扉だ。濃い茶色でフェイクの木目模様がある。あまり入ったことはない。控室とは名ばかりで、簡易ベッドになるソファの他ほかは荷物置きになっていたはずだが……。

　優馬はドアノブをカチャリと押して、

「え？」

　驚きのあまり携帯電話を落としてしまった。目を疑った。というか、状況を認識できなかった。目の前には旺おう盛せいに茂る葉桜が。途端、重力のかかり方が変わる。今まで、足にかかっていた力が、唐突に胸を引っ張る力に変わった。抗あらがいようもなく、目の前の葉桜に引き寄せられる。ガサガサガサガサッ！

「うお、うわ、いて、いって！」

　葉桜の枝に突き刺され、身体からだを打ち付け、最後には――巌ガンッ！

「いつつつ、何だよ……って、あれ、地面？」

　理解できず、立ち上がりながら見上げる。優馬の真横に桜の木があって、葉を茂らせて伸びている。さらに上に……ドアがあった。まるで、そこから落ちてきたような……。

「どうなってんだ……？」

　呟つぶやくと、後ろからガバリと口を押さえ付けられた。

「んー！　んー！」

「バカ野郎。静かにしろよ」

　と、耳元で囁ささやいた声は、

「鬼おに束づかさん？」

　鬼束響きよう士し朗ろうは、重層世界調律機関の制服に身を包んでいた。鬼束響士朗のそんな姿は、はじめてだった。ジャケットの襟が高く、袖そでにオオトカゲの紋章が刻まれているのが特徴だが、彼女は男ものの制服を着ていた。やや着崩しているようだが、それが何な故ぜかよく似合う。ノエルが着ていたものよりも丈が長い。

「どうなってるんですか？」

「ちょっとした調律だ。事務所の控室の扉とこっちの空間をつなげてみた。見よう見まねでうまくいったな。ラッキーだ」

　いや、《歪わい曲きよく》だ。振り返り、鬼おに束づか響きよう士し朗ろうの顔を見て確信した。悪いことをした顔をしているから間違いない。

「遊んでいる暇はありませんよ？」

　見れば、鬼束響士朗の後ろに隠れるように水すい蜜みつが立っていた。隠れようと意図したわけでもないのだろうが、身長差で隠れるような形になっていた。プラチナブロンドが覗のぞく。鬼束響士朗とは異なり、水蜜は女性用の制服を着ていた。あらためて見ると、サイズがあっていないらしく、着ているというよりは着せられている、あるいは着られているかのようだった。袖そでの先が手の甲を隠しているところからもそう感じる。

　水蜜は、眠たげな目を優ゆう馬まに向けていた。

「これはどういうことですか？　ここは？」

　辺り一面、鬱うつ蒼そうとした山奥のように見えた。桜の木が一本、突出している他ほかは、背の低い木々が密集している。

「イーサンの潜伏先の森だ。現在、わたしを含めた機関の調律士で『門』を囲んでんだよ。作戦終了後に遺体と《混沌の柩パズル・ボツクス》の回収も命じられている」

　作戦とは、ノエルがイーサンを道連れにすることだろうか？

　優馬は目を凝こらす。奇怪な光景だった。森の中に、厳いかめしい「門」がそびえている。しかし、その向こうは何もない。再び森が続いているだけだ。だから「門」はぽつんと、そこにあるだけだった。まるで忘れ去られた遺跡のように。その周まわりに五人の男が立っている。機関の制服を着ていた。

「あれがイーサン・ソルトウォーターの城に通じる『門』です」

　と、水蜜が言った。

「あそこを通るとどうなるの？」

「イーサン・ソルトウォーターが創作した空間に通じているものと考えられます」

「学校が異空間に放ほうり込まれたときと同じ？」

「ほぼ。ですが、概念としての場所に意味はないので、どこ、ということはありません」

　分かったような、分からないような。

　水蜜は「門」を白い指で指差す。ジャケットにできたしわの関係で、オオトカゲが、のそりのそりと動いたように見えた。

「あの『門』は、以前、お話したブランクなしの移動を可能にする、よい例です。あのようにあらかじめ移動先を指定しておけば、人体を損傷することなく移動が可能です」

「さっき、幸福商会からこっちに飛ばされたのとどう違うの？」

「大きなくくりで言えば、同じものです」

　やっぱり《歪わい曲きよく》じゃないか。

「とにかく、あれを通ればいいのか」

　藪やぶを抜けようとすると、「「バカ！」」と鬼おに束づか響きよう士し朗ろうと水すい蜜みつに引き留められた。

「他ほかの調律士に見付かってはいけないのです。彼らは作戦に支し障しようが出ないように見張っているのですから」

　水蜜が呆あきれたように言う。

「いいか、バカ野郎。こっちで五人を引き付けっから、お前はその隙すきに『門』を抜けんだよ。分かったか？」

「分かりました……でも、鬼束さんたちは？」

「大人数では気付かれんだろうがよ。それにわたしたちがいなくなったら、やっぱりバレる。今は周囲を偵察するっつって抜けてきたが、ギリだ。早く向こうに戻らんとな。チャンス作っから、見逃すなよ。水蜜、お前は五百月いせづきを見送ってから戻れ。あまり一緒にいると揚げ足を取られるかもしれん」

　こくりと水蜜は頷うなずいた。アップにしている髪の毛先が跳ねた。

「五百月」

　鬼束響士朗の鋭い視線が優ゆう馬まを射抜く。

「おまえに重大な任務を与える。これは幸福商会としての仕事だ」

「はい」

「ノエルを助けるぞ」

「はい」

　優馬は強く頷く。

「正直、イーサンは今のおまえでどうこうなる相手じゃねぇ。おそらく、ノエルでさえだ。これはわたしでも同じだ。分かるな？」

「はい」

「あー、だから…………まぁ、アレだ。死にそうになったら、逃げろよ」

「何ですか、それ。締まらないな。大丈夫です、ノエルを助けて、絶対に戻ってきます！」

　優馬が言うと、鬼束響士朗はふっと笑って、それから急に優馬の左腕を取った。逆らえない力でグイと持ち上げられる。

「つッ！」

　目の前で紅あかいクロスが揺れた。

「このクロスに懸かけて誓うか？」

　声はどこか冷たい。

　視界の前で、血のような赤が振り子のように行ったり来たりしている。両親の形見であるところの十字架、優ゆう馬まはその向こうの、鬼おに束づか響きよう士し朗ろうの目を見ながら答えた。

「誓います」

　しばし、優馬と鬼束響士朗は睨にらみ合あうように視線を交差させていた。いや、鬼束響士朗は優馬の目を見ていたのか、それとも揺れるクロスを見ていたのか……。

「……わたしを血の赤に染めてカラー・ミー・ブラツド・レツド」

　唐突に、鬼束響士朗が歌うように口ずさむ。

「え？」

「何でもねぇよ。ま、こっちは安心しろ。責任は全部、わたしが持つ」

　鬼束響士朗は途端に軽薄な口調になり、優馬の腕を解放すると、長い前髪をかきあげた。それから、ひらひらと手を振って「門」へと歩き出す。

　それを見送ってから水すい蜜みつが優馬を見た。こんなときでも眠たそうな瞳ひとみをしていた。

「イーサン・ソルトウォーターの瞬間移動の件ですが、彼が戦闘時に攻撃目的で使った場合、厄やつ介かいなことになります。具体的には、五百月いせづき優馬、あなたは死ぬでしょう」

　それは、その通りだった。あんなもの、対応できるはずがない。しかも、ノエルを助けに行くのは優馬一人の仕事らしい。しまった。具体的に考えていなかった。

「水蜜に一つ秘策があります。危険ではありますが、イーサン・ソルトウォーターと対たい峙じした場合でも、持ちこたえることができるでしょう」



    

  
    
      



    

  
    
      　水すい蜜みつはそう言って――。

　…………

　……。



　ふと思った。どうして水蜜は自分に協力しているのだろう。ノエルに暗示をかけたのは他ほかでもない水蜜自身なのに。優ゆう馬まは、水蜜の眠たそうな瞳ひとみを見る。

「何ですか？」

「いや、どうしてきみが協力してくれるのかなって思って」

　もしかしたら。ひょっとすると。水蜜も、ノエルのことを気にかけているのかもしれない。それでも命令だからと、自分に言い聞かせて残酷な現実を無理に受け入れようとしたのではないだろうか。これはただの想像だけれど、水蜜は、本当は――。

「ノエル・ローゼンバーグのことは、水蜜も本意ではないのです。それに――」

　声は淡々としていたが、どこか切実なものがあるようにも思えた。

「水蜜は命令するのは好きですが、されるのはすごく、とても、嫌いなのです」

「………………………………何て？」

「上からの命令によって命令するというのが気に入りません。純粋に水蜜の命令で人々を動かすのが楽しいのに。ふふ、水蜜の言葉には逆らえないのですよ、愚ぐ民みんども」

　淡々と凹おう凸とつのない声で言った。えっと、水蜜はＳなのかな？　思っただけで言わない。

　優馬はぼりぼりと頭をかいた。それから紅あかいクロスを握りしめ、「門」を睨にらむ。

　鬼おに束づか響きよう士し朗ろうが何やらお色気作戦を展開していたが、Ｒ‐18っぽかったので、若干目を逸そらす。「けしからんですね」と水蜜は言った。

　水蜜といい、鬼束響士朗といい、緊迫した雰囲気を台無しにしてくれる。

　一方で、いい意味で力が抜けたようにも思う。

「……あれ、でも、今思ったんだけど、水蜜の《凶歌の縛りプライマル・スクリーム》で、あの人たちの目を一時的にでも逸らさせればよかったんじゃないかな？」

「………………」

　水蜜は眠たげな目のままだったので、どういう沈黙なのか分からなかった。

　優馬は「門」に目を戻す。呼吸を整え、研ぎ澄ます。間抜けな五人の調律士全員が鬼束響士朗に目を向ける、その瞬間、優馬は風のように走った。



　　　†



　優馬が門を抜けるより、約一時間前。

　ノエル・ローゼンバーグがそれをくぐっていた。



　門を抜けると、城へと続く石畳の道が続いていた。左右は、栗花落つゆりの森よりもなお深い暗黒の森だった。空は赤い。

　石畳の道は緩やかに上り坂になっており、遠く三百メートルほど先に四つの尖せん塔とうに囲まれた城館が見えた。巨大だが、どこか禁欲的な雰囲気のある城だ。神聖であり排他的、頑強にして堅固。それは巨大な要よう塞さいだった。

　ノエルは城へ向かって三百メートルをゆっくり歩いた。ブーツの底がこつりこつりと音を響かせる。唇を引き結び、決意を宿した瞳ひとみで、ノエルは一歩ずつ確かめるように進む。長い髪がサラサラと揺れ、スカートの裾すそが踊る。

　ノエルの右手には大口径に変形した《醜いアヒルの子症候群アグリー・ダクリン・シンドローム》が握られていた。

　城へ到着したノエルは、その巨大な扉に手をかけた。重い感触が伝わる。城内に足を踏み入れると、そこはホールになっていた。カツーンとノエルの足音が響く。

　天井が高い。正面に階段があり、左右には扉がある。壁には、いくつもの刃物が飾られていた。そのうちの一つにノエルは目を止めた。刃やいばを巻き込むような形で湾わん曲きよくした形状の刀だった。指をそっと伸ばした途端、

「英雄ペルセウスが使ったハルペーですよ」

　声は、階段の上から聞こえた。ノエルはキッとそちらを睨にらむ。

「ハルペーは不死身の怪物メドゥーサの首をも切り落としました。同時に、王女アンドロメダをつないでいた鎖を断ち切ったのも、そのハルペーです。もちろん、それはレプリカですけれど」

　歪わい曲きよく師しイーサン・ソルトウォーターが、手すりを撫なでながら、ゆっくりと下りてくる。

「ようこそ、若き《龍騎士ナイトアノール》。あなたにはもう一度会いたかった。城への通路を残しておいてよかったです……。今日はお一人なのですね」

　微笑を浮かべているが左半分を覆おおう仮面が不気味だった。ロングコートを羽織っている。

「ふん」

　ノエルは小鼻を鳴らす。

　それから、大口径の銃口をイーサンに向けた。

「悪いが、おまえの話を聞きに来たわけではない。死んでもらう」

　イーサンは一連のノエルの言動を仔し細さいに眺め、首を傾かしげた。

「おや、今日は暗示がかかっていないのですか？」

　言われて、ノエルは眉まゆをしかめた。イーサンの言う通り、自分は正気だった。どういうことだ？　水すい蜜みつの暗示が解けている？　一度発動したからだろうか？　それとも、暗示は解けたのではなく解かれている？　水蜜が解いたのか？　何な故ぜ……？

「てっきり、わたしの姿を引ひき鉄がねに強制命令が発動するものと思っていましたが」

「…………関係ない。わたしは自分の仕事を全まつとうするだけだ」

「お偉方の都合でしょう？　《統括府フラツトリザード》の人間は、血も涙もない。お可哀かわい想そうに、《穢憑ケガレツキ》の調律士」

　イーサンの言葉にノエルは眉まゆ根ねを寄せる。

「…………何な故ぜ、それを」

　ノエルの額を汗が通り過ぎる。強く大口径を握りしめた。

「やはりそうなのですね」

「く」

「皮肉なものだ。あなたは《龍騎士ナイトアノール》にして《穢憑ケガレツキ》なのですね……そうか、なるほど。つながりました」

　イーサンは微笑ほほえみを絶やさない。大おお仰ぎような仕草で腕を広げる。

「寂しくて、悲しくて、悔しくて、そうして憎しみを育ててしまったのでしょう？　よく分かります」

　ノエルの心臓がどくんと跳ねた。ギリと奥歯を噛かみしめる。端たん正せいな顔がひしゃげるように歪ゆがんだ。

「きさまに何が分かると言うのだッ!?」

「《穢憑ケガレツキ》については少々。禁きん忌きを犯した調律士に与えられる不名誉な名前ですね」

　くつくつと笑う。

「《龍騎士ナイトアノール》であるあなたが犯す禁忌、何でしょうね？　とても興味がある。永遠の命を望んだのですか？　それとも、大切な人を生き返らせようとでもしたのですか？」

「黙れッ!!」

　その言葉とともに、ノエルは床を蹴けった。バリンとホールの床にヒビを走らせる。

「ふふ、態度ですぐに分かりますよ。あなたは死者の眠りを妨さまたげたのですね、罪深い」

　虚こ空くうに青い波紋が広がる。

　ビュン、と、風を切る音。ノエルの長い髪が竜巻のように舞う。

「装填ロード、《青龍の心臓ライト・マイ・フアイア》」

　ノエルは大口径に魔力を装そう填てん、そして素早く引ひき鉄がねを引いた。

「獲物を貫けクイツク・アンド・デツド、大団円アポテオーズ!!」

　青い焔ほのおの巨きよ龍りゆうが放たれる。

　空気は引き裂かれ、その振動はあたかも断だん末まつ魔まの叫びのようにオオォンと響いた。

　一拍置いて、爆風。

　ノエルは着地し、すぐさま第二撃を装填、構えた。

　ノエルの長い髪とスカートを土煙がなびかせる。轟ごう音おんとともに、イーサンが立っていた場所は、巨龍の顎門あぎとによって、破壊された。抉えぐれた壁、石の床、粉砕されたそれらの破片が、凄すさまじい勢いで周囲に飛び散る。まして人体が耐えられるはずもない。

　だが、ノエルは構えを解かず、もうもうたる白煙に目を凝こらす。

　と、それはノエルの耳元でした。

「わたしの城を壊さないでいただきたい」

　イーサンの指が、さらりとノエルの髪を撫なでる。イーサンは背後に立っていた。ノエルは瞬時に身体からだを反転、大口径の引ひき鉄がねを引いた。爆音とともに、ノエルとイーサンが立っていた床が消滅する。しかし、

「乱暴者ですね、あなたは」

　イーサンは階上にいた。

「……バカな」

　ノエルは呟つぶやいた。イーサンは長い髪をかき上げる。

「あなたでは、わたしを捕ほ捉そくできません」

　イーサンはその手に奇怪な形をした曲きよく刀とう――ハルペーを握っていた。

「く、やってみなければ分からない！」

　ノエルは、すぐさま照準をイーサンに合わせる。だが、引鉄を引く前に、イーサンは消えた。そして、驚きの声も出せないうちに、ノエルの正面にイーサンは立っていた。《醜いアヒルの子症候群アグリー・ダクリン・シンドローム》の銃口よりもノエルの内側に！

　イーサンは一歩踏み込んだ。

　唇と唇が触れ合いそうなほどの距離。息がかかる。

「ほら、ダメでしょう？」

　そう囁ささやき、ハルペーを振るう。

　ノエルは床を蹴けり、後ろへ跳躍する。刃やいばはノエルの首の皮をスッと削そいだ。白い肌に赤が浮かぶ。

「……く、一体どうやって!?」

　本当に瞬間移動などができるというのか？　だが、異界の物理法則を利用すれど、人の身でその高速に耐えられるのだろうか？　それはあり得ないことだった。そんなことをすれば人体は引き裂かれてしまう。だが、目の前で、イーサンは再び消えた。

　そして、バサン、と飛んでいたノエルを後ろから抱き止めた。

「そんな……」

　イーサンは再びハルペーを振るった。コートの裾すそがはためく。

　ノエルは素早く地面を蹴るが、刃は、ノエルの右の腕にがぶりと喰くらい付く。

　ノエルは肉を断たれる痛みに顔を歪ゆがめた。

「いい反応です。わたしは剣技に優れているわけではないですが、この距離で逃れるのは難しいでしょう？　本来なら腕が飛んでいるはずだったのですが」

　ボタッ、ボタッ、ボタボタッ、ボタボタボタ……。

　ノエルは右腕をだらりと下げる。左手で強く押さえたが、隙すき間まから血が溢あふれた。

「あなたの血ならば、数十人分の価値があるかもしれ」言葉が終る前に、イーサンは動いていた。もはや、ノエルの目では捉とらえ切れない。

「ガハッ！」

　イーサンはノエルの正面に突とつ如じよとして現れ、彼女の腹部を蹴けり上あげた。

　右手から大口径が落ちる。主あるじの手を離れた《醜いアヒルの子症候群アグリー・ダクリン・シンドローム》は、銃身のない小さな拳けん銃じゆうへと姿を変えた。

　ノエルは蹲うずくまる。目には涙が浮かんでいた。ノエルとイーサンとの実力差は歴然としている。ノエルは仮にも《龍騎士ナイトアノール》を冠された調律士だ。だが、それでもまったく歯が立たない。イーサンは、それほどまでに強かった。

「あなたに暗示がかけられていたのは、あなたの潜在能力もすべて引き出すためだったのかもしれませんね。《龍騎士ナイトアノール》とはいえ、あなたはまだまだ未熟なようだ。惜しい逸いつ材ざいというやつですね」

　ノエルは、《醜いアヒルの子症候群アグリー・ダクリン・シンドローム》を手た繰ぐり寄せる。反撃するというわけではなかった。まるで大切な宝物でも抱くように銃身のなくなったそれを握りしめ、イーサンを強く睨にらみ付つける。

「…………殺すのなら…………ひと思いに殺せ」

　言葉とは裏腹に、噛かみ殺ころさんばかりの声だった。

　イーサンはノエルの青い瞳ひとみを見つめ、

「みんな、そうやってすぐに死のうとする」

　そう、つまらなそうに言った。

「わたしはそれを潔いとは思いませんがね。ですが、このままあなたをなぶり殺す気もありません。どんなにあなたを辱はずかしめようと、あなたはわたしの望む形での絶望に堕おちたりはしないでしょう。あるいは……、あなたは案外、簡単に絶望してくれるかもしれませんが、しかし、あなたの意を酌くみましょう、若き《龍騎士ナイトアノール》」

　イーサンはハルペーを振り上げた。

　ノエルは目を閉じる。屈くつ辱じよくよりも安あん堵どが勝っていた。不思議なことに、目を閉じると腕の痛みもほとんど感じない。呼吸さえ楽だった。これでやっと休めると思った。解放。安あん寧ねい。姉上……。心の中で呟つぶやいたが、姉の顔は出てこず、脳裏に浮かんだのは黒髪の少年だった。何な故ぜ、あいつが……。

　ノエルは苦笑した。

「綺き麗れいに首を刎はねてあげます。せめて安らかに逝ゆきなさい」

　ヒュン、と空気を斬きる音がして――
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「ふざけろッ!!」

　優ゆう馬まは叫ぶ。

　首を刎はねるためのひと振りを紅あかい直刀、《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》が受け止める。硬質な音とともに火花が散った。同時に、イーサンが手にしていた奇妙な形の刀は、ボキリと折れた。

「くそ、間一髪じゃないか！」

　優馬の背後で「な」とノエルの声が聞こえた。

「驚きました」

　大して驚いてもいない口調でイーサンが言う。

「予想外ですね、機関はその少女を使い捨てる気なのだと思っていたのですが」

　イーサンが幼子のように首を傾かしげると、長い髪がサラリと流れた。

「知るか！　ノエルを返してもらいに来たんだよ！」

　優馬は腹から声を上げる。右肩を前に腰を落とした。ぐるん、と《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》を回転させ、切っ先をイーサンに向けて固定する。

「無事か、ノエル？」

　優馬は背後にいるノエルに声をかける。

「ど……どういうつもりだ」

　ノエルの尖とがった声が返ってくる。

　優馬は小さく安あん堵どのため息をついた。

　よかった。ノエルはちゃんと話せる。間に合った。致命傷じゃなかった。

「どうもこうもない。助けに来たんだ！」

「美しい友情ですが」

　と言いさして、イーサンが優馬の目の前から消えた。

　次の瞬間、優馬の目の前に、湾わん曲きよく部分が折れた刀が向かってくる。

　優馬はそれを下から《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》を突き上げる格好で捌さばく。その勢いを殺さず、イーサンの肩口を狙ねらって今度は振り下ろす。

　一条の紅い疾風が奔はしる。

　しかし、小回りを重視した直刀は短く、イーサンはサッと飛びすさってよけた。

「ほう、まるでわたしの動きが見えているみたいだ」

「見えてるって言ったら？」

　優馬は挑発的に言った。

「それに、今のはかなり深くあんたを捉えた」

　一拍遅れて――。イーサン・ソルトウォーターの左肩から右の下腹部に向かって、傷口が生まれた。そこから勢いよく鮮血が溢あふれる。コートは解ほつれ、血に染まった。

「……本当に驚きました」

　イーサンはどこか喜ばしいことのように言う。瞳ひとみが不気味に輝いていた。

「どんな仕掛けでしょう？　常人にはわたしの動きは決して見えないはずなのですがね」

　するりと尖とがった顎あごをなぞる仕草をする。

「あんたの動きが遅くなっただけじゃないのか？」

　イーサンは目を見開き、それからにやりと笑った。

「これでも？」

　次の声は、優馬の背後からした。

「な!?」

　イーサンは手を突き出す。優ゆう馬まは避よけ切れない。イーサンの手は優馬の肩けん甲こう骨こつを砕き、そのままずぶりと心臓を貫いた。ように見えた。が、イーサンの前に優馬はいなかった。

　優馬はイーサンに先んじて、その背後に回っていた。

　しかし、イーサンは驚きよう愕がくよりも恐悦の表情を浮かべる。

「素晴らしい!!」

　優馬は、《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》で素早く突く。

　だが、イーサンは優馬の突きを間一髪でかわした。それでもイーサンの左ひだり脇わき腹ばらは血で濡ぬれる。床に血液をまき散らしながら、イーサンは身体からだを反転させた。

「内臓には届いていないようですね。僥ぎよう倖こうです。まったく、いい格好になってしまいました。血も滴したたるいい男ですね」

　血にまみれた男は、それでもまだ冗談を口にする。

　一方、優馬は――肩で息をしていた。

　ヤバい。身体がもたない……。

　イーサンはどこか昆虫の複眼を思わせる冷たい目で優馬の様子を仔し細さいに観察している。

「なるほど。何となく分かりました。あなたのその動きは一時的なもののようですね」

　自らの怪け我がなど取るに足らない些さ細さいなこと、というようにイーサンは言った。

「けれど、もう限界なのではありませんか？　このまま戦って勝てるとお思いですか？　それとも捨て身で戦い続けますか？」

「捨て身じゃない。僕はこんなところで死ぬつもりはない」

「では、どうするのです？」

「そんなの決まってるだろ」

　優馬はそこで笑った。

「逃げる！」
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　少年は叫ぶや否や、即座に行動に出た。抉えぐれた床をスターターブロック代わりに、ひと息で《龍騎士ナイトアノール》のもとまで跳躍。抱きかかえ走る。紅あかい直刀で壁を斬きり付つけると、その勢いのまま壁をぶち破った。ガラガラと瓦が礫れきが落ちてくる。

　少年は振り返りもせず、城の外に脱出した。

　あとに残されたのは歪わい曲きよく師しただ一人だった。

「ふむ」

　歪曲師は誰だれにともなく呟つぶやき、左肩に触れる。べっとりと温かな血が手に移る。それは糸を引き、地面に落ちた。

「わたしの身体からだの中にも、まだ、人としての血が残っていたのですね」

　歪曲師は左の仮面を指でなぞる。

「調律士を追いなさい、《黒夢騎士団シユバルツバルトケーキ》」

　ホールの影には上半身だけを覗のぞかせた十三体の騎士たちが姿を現し、

「「「「「「「「「「「「「御意ノママニ」」」」」」」」」」」」」

　そして影の中に消える。歪曲師はにやりと笑うと、自身もまた影の中にずぶりずぶりと飲み込まれていった。《影を歩む者シヤドウ・ウオーカー》の名のごとく。

「まだ、ショーは終わっていませんよ？」
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「く、何な故ぜ……こんなところへやって来た？」

　優ゆう馬まの背中でノエルが言った。右腕の出血は止まっていないようだった。だらりと垂らした腕を伝って地面に血液が落ちる。出血がひどい。

　わずかに振り返ると、ノエルの白い顔は、更に白くなっていた。

「舌噛かむぞ！　黙ってろ！」

　優馬は背中にノエル、左手に解除した《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》を携たずさえ、「門」を目指して走る。

「何故、助けた？　わたしはイーサンを殺さなければならない。それが叶かなわないのであれば……帰還することは許されていない」

「黙ってろ！　今は逃げるのが優先なんだよ！」

「わ、わたしは、あの場で死ななければならないのだ！」

　思いつめた声に、優馬は一瞬、足が鈍るが、しかし、止まりはしなかった。

「どっちだよ、イーサンを殺さなきゃならないのか、自分が死ななければならないのか」

「…………後者だ。わたしは死ななければならない。それがわたしに科せられた罰なのだ」

「何をわけの分からないことを――」

　優ゆう馬まが背負っていたノエルに向けてわずかに視線を送った、その一瞬で影が波打つ。

「く……!?」

　優馬の口から、息が漏れた。

「「「「「「「「「「「「「我ラガ、主あるじノ命ニ従イ、貴様ラヲ、排除スル」」」」」」」」」」」」」

　地の底から響くような暗く悲しい声がした。

　気付けば、《黒夢騎士団シユバルツバルトケーキ》に囲まれている。

「下ろせ。あいつらは、わたしが……」

　ノエルは優馬を突き飛ばすようにして、無理やり地面に下りた。

「ノエル!!」

　ノエルは銃を構える。長い髪は乱れてなお輝いている。

「牙を剥けプレパレーシヨン、《醜いアヒルの子症候群アグリー・ダクリン・シンドローム》」

　銃身のない銃が、大口径へと変化する。ノエルは、肩を押さえながらそれを構えた。

「く……」

　しかし、狙ねらいが定まらない。ノエルの細い身体からだがぐらりと傾かしいだ。

　それを黒い騎士たちが見逃すはずはなく――

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　優馬は叫び、横一いつ閃せんの斬ざん撃げきで、黒い騎士の凶きよう刃じんを両断する。そのまま、ノエルを庇かばうようにして、《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》を構える。

「優馬……」

　ノエルが呟つぶやく。

「バカか！　何やってんだ！」

　怒鳴り付ける優馬だったが、その脚はわずかに震えていた。恐怖からではない。それは純粋に筋肉の痙けい攣れんだった。走行を止めたので、無理を重ねた筋肉が硬直している。

「優馬……？」

　ノエルがそれに気付いたらしかった。

「何でもない！」

　優馬は言う。

「おまえの先ほどの動き……何かしたのか。身体が限界を迎えようとしている……」

「平気だ。それより、ここは僕が引き受ける、早く逃げるんだ！」

　そう言っているさなか、ノエルに向かって黒い騎士が襲いかかる。

「ノエルッ！」

　優馬は咄とつ嗟さに、ノエルを抱きしめる。

「ぐぁ……ッ!?」

　背中を焼くような痛みが走る。黒い騎士の刃やいばが優ゆう馬まの背中を引き裂いていた。

「優馬ッ！」

　ノエルが優馬の名前を呼んだ。

「くそぉおおおおおおおおおおッ!!」

　優馬は奥歯を噛かみ締め、直刀を振る。剣圧が実体化し、死ぬことのない騎士たちを切り刻んでいく衝撃波となった。優馬はそのまま、ノエルを抱えて走る。

　左手に《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》、右腕にノエル。無我夢中で敵を斬きった。走った。

　ノエルが何かを言っていたが、耳には何も入ってこなかった。

　背後から騎士が斬りかかってくる。城の前庭を抜け、壁を切り崩し、森の中を進んだ。

　ただ走り続ける。騎士が前方に回れば、直刀ですべて薙なぎ払はらった。

　騎士たちは防御をしない。すべての攻撃を受けながら、それでも再生を繰り返し、ひたすら優馬を追った。何度も何度も斬きり結むすぶ。

　腕に感覚はなかった。痺しびれすらも。麻ま痺ひしている。それでも、無理やり振るった。

　油断すれば、結んだ手から直刀はすっぽ抜けてしまうかもしれない。腕にバングルを巻いていてよかった。その革のバングルが、かろうじて自分と刀とを結んでいる。

　そうだ、このバングルは、あゆきからもらった物だった。大切にしないとな、と思う。

　このひもは、自分とあゆきのことも結んでくれている。けれど、人のつながりというのは脆もろい。やはりそれは、このバングルのように。細く、心こころ許もとない。切れてしまうときには、簡単に切れてしまうのだ。だから、切れてしまわないように。でも、どうすれば、つなぎとめておけるのだろう？　つなぎとめる、という言い方は何だか好きになれない。

　なら、どんな言葉が適切なのだろう？　分からない。思い浮かばない。

　静かだった。心臓の鼓動も、荒い息も耳に届かない。あるいは、自分は死んでしまっていて、そのどちらも停止してしまったのではないかと疑うほど、何も聞こえない。

　世界は無音だった。鼓こ膜まくが破れたのだろうか？

　だが、そうでないことは、ノエルの言葉で分かった。

「優馬！」

　気付けば、周囲に《黒夢騎士団シユバルツバルトケーキ》の姿はなかった。意識が混こん濁だくしている。目も霞かすむ。逃げ切ったのか？　ノエルは身体からだ中、血と泥で汚れ、衣服も相当乱れていた。黒い騎士たちの斬ざん撃げきによるものだろう。

「……ノエル……きみ、無事か？」

　優馬は絞り出すようにして言った。咽の喉どがかすれた。

「バカはおまえだ！　おまえこそ、死ぬところだったのだぞ!!」

　まったくだ、と思う。優馬は巨木の根元に背中を預けるようにして座らされていた。

　つい一瞬前まで、自分がノエルを抱きかかえていたはずなのだが。間の記憶はどこかに忘れてきたようだ。電車の中に忘れたビニール傘みたいに。

　左手首に巻いた革のバングルに紅あかいクロスがぶら下がっていた。直刀はクロスの姿に戻っていた。制服はボロボロで、これはもう買いなおさないとダメだろう。

　また散財だなぁ、なんて思った。

　ノエルは、破れたジャケットを脱ぐと、優ゆう馬まの太ももをきつく縛った。

「汚れちゃうよ」

「いまさら気にせん」

　ノエルが屈かがんだので、背中に翼のようなタトゥーが見えた。それは何な故ぜか、左半分にしかなかった。黒く、武骨な片翼の羽。まるで、無理やりむしり取られたよう。一瞬、ノエルが翼をもがれた天使に見える。どうしてだか、とても痛々しくて、悲しくなる。

「騎士たちは突破した。おまえの力だ。少し休め」

　ノエルの言葉で優馬は意識を現実に戻す。頷うなずき、それから身体からだを起こした。

　そして、全身に痛みが戻っていることを知る。

「あッ!!　……ぐぅう、がががが、痛いッ……」

　蹲うずくまる。蹲る動作にも激痛がともなった。

「当たり前だ！　無茶をしおって！」

「無茶してんのは、ノエルのほうだろ!!」

　蹲ったまま優馬は言った。それから、ゆっくり顔を上げる。

　ノエルと視線を交差させる。

「死ぬかもしれなかったんだぞ!!」

　優馬は言い、そして間を置いて続けた。

「本当に……死ぬ、つもりだったのか……？」

　ノエルの目は、死期を悟った犬のように濡ぬれていた。一分か、二分。あるいはもっと長い時間を沈黙が横たわり、それからノエルは言った。

「仕方がないのだ。わたしは…………《穢憑ケガレツキ》だから」

　ノエルは自分の肩を抱きしめるような仕草をした。まるで背中にある片翼を隠すように。

「何だよ、それ？」

　ノエルは硬い表情を一瞬だけ緩め、笑みに似た顔になる。

「おまえは、本当に何も知らんのだな」

「だから、何だよ、それ！　それのせいで、ノエルは死ねって言われてんのかよ？」

　優馬が怒鳴ると、しかし、ノエルは左手を伸ばして、優馬の心臓の上を握りしめた。小さな手。小さくて、でも、熱のこもった手。

「おまえには……知らないでいてほしい……」

　呟つぶやき、間があく。それからノエルは「いや」と首を振った。長い髪が一緒に揺れる。

「いずれは知るだろう。だが今は知らないままでいてほしい。せめて、わたしが死ぬまで」

「まだ、言ってんのかよ」

「わたしにとっては、名誉の戦死なのだ！」

　強く言い、それからノエルは、はっきりと笑みを浮かべた。

「だが、わたしは悲観していたわけではない。むしろ感謝していた。わたしは《龍騎士ナイトアノール》として戦って、潔く散る、それでいいと思う。だが、ただ死ぬつもりではない。刺し違える覚悟だったさ。結果的には、歯が立たなかったがな。おまえのほうがずっと善戦していたな。でも、そうか。なるほど、水蜜に暗示をかけさせたのか」

　優ゆう馬まを送り出す前に、水すい蜜みつは優馬に強力な暗示をかけた。イーサンが瞬間移動らしき《歪わい曲きよく》を行うことは確認されていた。だが、わずかでもブランクを要する空間移動と異なり、ゼロブランクの瞬間移動は人間の肉体では耐えきれない。すなわち、イーサンの《歪曲》は限りなく瞬間移動に近い、別の何かであると仮定した。

　だから、水蜜は「イーサンの動きよりも常に一歩先を行く」という暗示をかけた。優馬はイーサンの動きが見えていたわけではない。身体からだがイーサンよりも早く動けるようになっていただけだ。それは優馬自身の反応ではなく、イーサン主導の動きでしかなかった。常に後手に回らざるを得ない。

「いや、名案だな。あの能力は厄やつ介かいだ。今度はわたしも――」

　ノエルが言いかけている途中で、優馬はノエルの胸倉を掴つかんだ。

　ノエルが驚いた顔で優馬を見る。

「ふざけるなよッ!!」

　優馬は怒鳴った。はらわたが煮えくりかえっていた。

「俺は、生き残るために戦ったんだ！　おまえみたいに死ぬ覚悟でなんて戦ってない！　名誉の戦死？　俺おれのほうが善戦してた？　当たり前だ！　俺はおまえを死なせない覚悟で戦ったんだ！」

　身体中が軋きしみを上げる。激痛が走った。肉体が分解してしまいそうな痛み。

「感謝？　するな、そんなもの！　死ねって言われてんだろ？」

　ノエルの胸倉を強くねじり上げる。何が何だか分からない。分かるのは、機関の上層部が、《統括府フラツトリザード》の人間たちが、ノエルにどうしてだか死んでほしがっているということだ。そのために、勝算のない相手に一人でぶつけた。

「だが……仕方がないのだ」

「仕方がないことなんかない！　どうして生きるほうに手を伸ばさない！　おまえ、イーサンが刀を振り上げたとき抵抗しなかっただろ？　死のうとしたな！　ふざけるなよ！」

「わ……わたしにどうしろと言うのだ？　わたしには、選択肢などないのだ！」

「俺おれを頼れよッ！　仲間だろッ！」

　がくがくとノエルを揺さぶる。頭の中が沸ふつ騰とうしているみたいだった。自分が何を言っているのかよく分からなかった。

　その一方で、どこか冷静なもう一人の自分がいた。そいつが優ゆう馬まに言う。それって全部、自分に言ってることなんじゃないの？　その通りだな、と思った。

「ムカつくヤツらだ！　俺がまだ見習いだから、何もできないと思って、おまえの《片手袋メイト》に選んだのかもしれないけど、バカにすんなよ。俺はおまえより、ずっと真面目まじめに生きてんだ。簡単に死んでいいなんて思ってない！」

「だが……わたしは、憎悪以外で戦う方法を知らない」

　ノエルは優馬のまっすぐな視線から目を逸そらした。

「ちゃんと、俺を見ろよ」

　優馬はノエルの胸倉を放すと、その頬ほおをべちんと両手で挟み込んだ。

「むぐ」

　ノエルの端たん正せいな顔が歪ゆがんで、ひょっとこ顔になる。緊迫感のない間の抜けた顔だった。

「は、はなへ」

　じたばたとノエルが暴れた。

「放さない！　いいか、俺の目を見ろ！」

　優馬はぐいとノエルの顔に自分の顔を持っていく。あるいは、それは逆の動作だったのか。両方かもしれない。

「俺はマジでムカついてるんだ！　何か知らないけど、機関の連中にもムカついてるし、ノエルにもムカついてる。俺のことを見くびるなよ？　俺が《片手袋メイト》になった以上、簡単には死なせてやらない。名誉ある戦死？　そんなもん、絶対に許さない。いいか？　今はここから逃げること、生き残ることが最優先事項だ！　分かったか？」

　ノエルは優馬の強い問いに小さく頷うなずいた。

「返事は『はい』だ！　いいか？　生き残るぞ！」

「は、はひ」

　と――。

「大変、感動的なお話です」

　そう響いた次の瞬間、優馬の身体からだを刃やいばが貫いた。優馬は自分の胸の辺りからその切っ先が突き出ているのを見た。それがすぐに引っ込む。

「ガハ……ッ!?」

　口から血が溢あふれ出だした。背中と胸が燃えるように熱い。

「優馬ッ！」

　かつて《影を歩む者シヤドウ・ウオーカー》と呼ばれた男は、その名に恥じぬ力で影から影へと渡り、闇やみより姿を現すや、優ゆう馬まの胸をナイフで貫いていた。

「イーサン、きさまッ!!」

　ダメだ、ノエル。優馬は、そう言おうとしたが、声が出なかった。肺をやられたらしい。息が吸えない。どころか吐くこともできない。《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》を解除しようにも声が出ないのでは話にならなかった。

　地面に手をついたが、満足な力が入らず、優馬はバランスを崩して地面に倒れた。

　ノエルはダンッと一歩を踏み出す。銃身のない銃を構え、しかし――、

「あまりに遅い」

　本来の姿を取り戻す前に蹴けり上あげられていた。銃が空を舞う。

　イーサンはナイフを振り上げた。それは既に優馬の血でねっとりと濡ぬれていた。イーサンは的確にノエルの咽の喉どを狙ねらっていた。イーサンのコートの裾すそがはためく。

　優馬は土を握りしめる。爪つめの隙すき間まに泥が入った。優馬の血が地面に広がっていく。生温かい血液が、優馬の腕を、腹を、脚を濡らしていく。左手首の、紅あかいクロスも血に染まる。

「……ノ……エ…………ル、に……げ」

　だが、声は届かない。

「ぐッ!!」

　食いしばった歯の隙間からノエルの声が漏れる。左腕を盾にしてナイフを受けていた。細く白い腕に、骨まで達した深い傷ができる。皮も肉も裂かれ、鮮血が迸ほとばしった。

　イーサンは連撃を仕掛ける気はないらしい。

　あの暗い瞳ひとみで、ノエルを、優馬を、見下ろす。

　ノエルは右腕に続き左腕も負傷してしまった。

　新しいほうの傷口を庇かばうようにして左腕を抱いている。

「どちらから先に殺しましょうか？」

　イーサンは「どちらから？」とナイフの先を優馬、ノエル、と交互に向ける。

「予定変更です。あなたがたの血液に宿った絶望は、一滴ずつ《混沌の柩パズル・ボツクス》の中でわたしの願いを叶かなえるための糧かてとします。仲間が目の前で死ぬ、それを助けられない自分、悲劇的で、実に絶望的でしょう？」

　イーサンは右半面だけで陶とう然ぜんとした笑みを浮かべている。

「まずは少年を殺しましょうか、若き《龍騎士ナイトアノール》」

　ノエルは目を見開く。

「殺すのならわたしを殺せ！　こいつは関係ない！」

「なおさら、少年を殺したほうがよさそうだ。守るべきものを失う絶望は、わたしの望むところのものですから」

　言いながら、イーサンが一歩進むと、

「うわぁあああああああああああああああああああッ!!」

　ノエルは地面を蹴けった。腕から滴したたる血液が季節外れの桜の花のように舞った。ノエルは、イーサンのほんの一メートル手前で急停止し、慣性の法則によって前に倒れようとする力を利用して回転、イーサンの頭上からかかと落としの要領で右の蹴りを放つ。それはイーサンの意表を突き、左肩に綺き麗れいに極きまった。

　バギリと骨が軋きしむ音が響く。同時に、イーサンはノエルの右脚を強く捉とらえていた。

「捕まえました」

「放せッ!!」

　ノエルは空中で左足も繰り出す。イーサンが右脚を物理的な力できっちりと押さえている分だけ、その蹴りは重く放たれる。

　そして、イーサンの顔の左半面を覆おおっていた仮面が吹き飛んだ。

「……ッ!?」

　ノエルは息をのむ。

　仮面の下には――目がなかった。正確には左半面には奇怪な模様が刻まれており、そして、瞼まぶたが縫われて閉じていた。

　だが、その一連の出来事にいささかも動じることなく、イーサン・ソルトウォーターはノエルの右脚をナイフで切り裂いた。

「あぁあああああああッ!!」

　ノエルの絶叫。

　イーサンはノエルを力任せに投げ飛ばす。

「ガハッ！」

　木の幹に身体からだを打ち付け、ノエルは身体を重力に任せた。ぐったりと沈む。

「やはり、あなたから死にますか？　別にどちらでもいいのです。手間は変わらない」

　イーサンは言って、ノエルの絹糸のような髪を乱暴に掴つかんだ。

「うぐ」

　ノエルがうめく。

　イーサンはそのままズルズルとノエルを優ゆう馬まの目の前に引きずった。

「や……め、ろ……、は…………なせ」

　イーサンは、ナイフの先端を優馬の顎あごに当てる。それからグイと持ち上げた。優馬の胸の刺し傷から、ぼたぼたぼたッと血液が滴る。

「よく見ておきなさい」

　それから、ノエルの首に湾わん曲きよくしたナイフをあてがう。つぅ、と皮が切り裂かれる。

「め……ろ」

　優馬は声をかすれさせて言う。利き手の左手を伸ばそうとしたが、力が入らなかった。クロスを伝って、優ゆう馬まの血が滴したたり続ける。

　イーサンは構わず続けた。

「あなたの力不足で大切な仲間を永遠に失うのです。あなたのせいだ」

　自分のせい？　あぁ、そうか。そういうことだ。自分のことも面倒見切れないのに、誰だれかを手助けしようなんて、土台無理な話だったのだ。全部を台無しにしてしまった。何もかも自分のせいだ。死なせない覚悟？　したさ。でも、気持ちだけではどうにもならないことだっていくらもある。この世界は甘くない。知ってたはずだ。

　助けられると思った。助けたかった。でも、それは思い上がりだったのだ。何もできやしない。今までそうだったように。どうして、助けられるなどと、ひどい思い違いをしてしまったんだ。傲ごう慢まんもいいところだ。自分は昔も今もこんなにも無力なのに。だから、これは、全部、自分の思い上がりのせいだ……。

「――のせいじゃない」

　不意に。

「優馬のせいじゃない」

　ノエルの瞳ひとみが優馬を見守っている。

　ノエルはこれまでに見たことのない笑みを浮かべていた。少し影を背負って、でも、晴れやかな。両極端な感情がない交ぜになった、笑顔。

　ドクン、優馬の心臓が跳ねる。

「それに、わ、わたしは、まだ諦あきらめてなどいないぞ？」

　その瞳からぽろぽろと涙が零こぼれている。

　でも、ノエルは拭ぬぐわず、拭うこともできず、笑顔を続ける。

　血液を失ったにもかかわらず身体からだが熱かった。まるでノエルの涙に感染したみたいに。

「おまえが言ったんだ。生きるほうに手を伸ばせって。だから、わたしは諦めていない」

　その言葉は、この状況ではあまりに滑こつ稽けいで、悲しすぎた。

「ノ……エル」

　優馬は、この絶望の中で、希望の嘘うそをつき通そうとする彼女の名を呼ぶ。

「わたしは諦めない。おまえには、感謝している。ありがとう…………さよなら」

　ぽろぽろ、ぽろぽろ、涙が、ノエルの頬ほおを洗う。

　ドクン。ドクン。優馬の心臓が一つ鼓動を打つたびに、身体から命が減っていく。

　優馬は持てる力で拳こぶしを握る。

　ドクン。もっと、力がほしい。

　ドクン。今この瞬間、彼女を助けられるだけの力が。

　ドクン。優馬は奥歯を噛かみ締める。ドクン。誰か、手を貸してくれ！

　ドクンドクン。

　今だけでいい。

　ドクンドクン。何でもする。ドクンドクン。

　相手が悪魔でも構わない。

　ドクンドクンドクン。必要ならば、この心臓も血も肉もすべてを懸かける。

　ドクンドクンドクン。それと引き換えでいい。ドクンドクンドクン。



　今、この一瞬を生き抜く力を！



　イーサンは二人のやり取りに口を出さず、小さく微笑ほほえみ、

「これでおしまいです」

　ノエルの咽の喉どに当てていたナイフを――、



「やめろぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」



　――引いた。

　ぶしゃああああああああああああああああッ。

　鮮血が迸ほとばしる。出口を求めて駆け出す囚人のように。

　その毒々しいまでの赤は、優ゆう馬まの頬ほおも濡ぬらした。

　黒髪を伝って、ぽたっ、と地面に落ちる。雫しずくが跳ねた。

　イーサンの腕を《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》が切断していた。

「どういう……ことでしょう……」

　イーサンが呟つぶやく。鮮血はノエルの咽喉からではなくイーサンの右腕から迸っていた。

「ゆ……う、ま……信じられない……これは、一体？」

　ノエルもまた目を見開いて、呟く。

　それは、奇怪な光景であった。瀕ひん死しの傷を負っていた優馬が、今、二本の足で立っている。足元には優馬から流れ出た血の海があった。だが、優馬の胸の傷から流れていた血は、すでに停とまっている。

　優馬の左手には無気味に脈打つ巨大な紅あかき直刀が握られていた。直刀は、刃渡りだけで一メートルを優に超えていた。呪じゆ文もんの詠えい唱しようもなしにクロスから変形した巨大な直刀は、優馬の胸から流れ出た血液に濡れ、強く脈打っている。血に染まった、紅い十字架。

　それは、どこか、冒ぼう涜とく的であり、禍まが々まがしい。



「あぁ、おしまいにしてやるよ」



　優ゆう馬まはまるで別人のように言った。ほんの数分前に、力尽き、地に伏していた人物とは思えないほどの足取りで、イーサンに向けて一歩踏み出した。《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》から優馬に向かって、エネルギーが供給される。そのエネルギーは、大気を振動させ、周囲の気温さえも上昇させている。



「きさまは必ず殺す」



　声が低い。それは本当に優馬ではないかのようだった。

　イーサンは、右目を歪ゆがめ、後ろに飛ぶ。スッと左手を下ろし、ナイフを握ったまま切断された右腕を拾った。肘ひじからばっくりと斬きられている。

　その断面は、何の迷いもなくまっすぐだ。

「驚きました。こんな事態は想定していなかった」

　言って、イーサンはギンと優馬を睨にらんだ。瞬間、空気が張り詰める。

　縫いとめられたイーサンの左の瞼まぶたの中で眼球がぎゅるぎゅると動く。仮面を失った今、その動きは第三者の目にも明白に見てとることが可能となった。

　が、優馬はそれを涼しげに受け流す。まるで何も起こっていないのと同じように。

「…………く、催眠にもかからないというのですか」



    

  
    
      



    

  
    
      　イーサンは低くうめく。

　優ゆう馬まはその言葉にさえ無関心のまま、直刀の切っ先をイーサンに定め、腰を落とす。

　ドクン、ドクンと直刀が脈打つ。脈打つ様子は、優馬の血液をごくりごくりと飲んでいるようでもあった。

　刺し突とつの構えを取り、優馬は一歩だけ進んだ。



　ざくりと。



　優馬の靴の裏で、血液を吸った泥が、一度だけかすかに湿った音を立てる。

　それは――、

　あるいは《歪わい曲きよく》であった。

　ノエルの目にも、イーサンの目にも一切が映っていない。

　音速を超え、光速を凌りよう駕がし、神しん速そくにして、無音。間かん隙げきは絶無。

　さながら斬きり裂かれた傷口のように、

　虚こ空くうに紅あかい軌跡が一本、まっすぐに残されているばかり。

　直刀は、ゼロブランクで、イーサンの腹部を貫いていた。

「一体、これは……」

　ノエルが呟つぶやく。

「ああぁ」

　イーサンは、どこか享きよう楽らくめいた声を上げた。掴つかみ上あげた右手を落とす。

「……実に……興味深い」

　口から血を吐きながら、残された左手で優馬の首を掴む。しかし、その手に力は込められていなかった。右の目だけで、優馬の直刀を見み遣やる。そして、冷たい微笑を浮かべた。

「わたしの《見閉じられた魔眼アイズ・ワイド・シヤツト》をして、あなたの動きは見えなかった。わたしの《歪曲》も弾はじきましたね？」

　優馬は答えない。

　切断されたイーサンの右腕から、ぼとぼとと、とめどなく血液が流れていた。刺し貫かれた腹部は単なる刺し傷の域を超え、直径十センチはあろうかという空洞になっている。

　優馬は直刀を引き抜くと、無言のまま、イーサンの貫かれた腹部に右腕を差し入れた。奇妙なことに、優馬の腕はイーサンの身体からだを通り抜けているはずが、イーサンの背中から優馬の腕が出てくることはなかった。

　優馬はイーサンの腹部から、乱暴に腕を引き抜いた。どす黒い血液が滴したたる。

「ガハッ!!」

　優馬の手には《混沌の柩パズル・ボツクス》が握られていた。

「おまえの血も糧かてにするか？」

　優ゆう馬まは冷酷に呟つぶやいた。

「ふふ、まるで、別人、ですね」

　イーサンは一度ノエルを見た。

　ノエルは言葉を失ったまま、ただ、すべてを見つめていた。

　イーサンが血を吐きながら笑って言葉を紡つむぐ。

「わたしは、強い信念を持った人間が好きですよ。その信念が……絶望に負けてしまうのも、ね……。人は、弱い生き物です。心も、身体からだも。ふふ。せいぜい……ぽきりと折れてしまわないよう……支え合うのですね」

　イーサンはゴボゴボと口から泡のような血を流す。

「人は…………欲深いですね。もう少しで、わたしの、悲願も、叶かなったというのに……」

　そして、稀き代たいの歪わい曲きよく師しイーサン・ソルトウォーターは、

　優馬を突き飛ばすようにして――

　崩れ落ちた。

　突き飛ばされた優馬もまた、足がもつれ、バランスを崩した。手から、《混沌の柩パズル・ボツクス》が落ちる。ぐらりと視界がブレた。

　しかし、それと矛盾するように意識が戻ってきたような感覚もあった。

　自分がイーサンを倒したのか？　何な故ぜか記憶が遠い。血を失いすぎたか……。

「優馬！」

　ノエルが駆けてきた。実際に走っていたのかどうかは、よく分からなかった。

　目も霞かすんでいてほとんど見えない。何となくそう思っただけだ。

　ノエルが優馬を抱きかかえた。

「優馬！」

　がくりとノエルの肩に頭を預ける。服が乱れ、ノエルの白く滑らかな背中が覗のぞいていた。そこに、黒く濃く、呪のろいめいた翼が刻まれているのが再び見えた。

　ふと脳裏に女の人の顔が浮かんだ。優馬の夢の中で、ノエルが抱いていた……。

「優馬！」

　だが、意識はそこからはがされる。

　頭を起こし、ぼんやりノエルを見つめる。

　長い髪はバサバサに乱れ、頬ほおが泥で汚れている。あーあー、ひどい顔だ。そう思った。

「お前こそ、ひどい顔をしているぞ、バカ者め」

　ノエルが言った。

　思っただけじゃなくて口に出していたらしい。

　ノエルが優馬を抱き寄せ、また頭が倒れる。

　首筋にぽたぽた感じるのは何かな。

　それはすごく温かくて――。



　　　†



「あぢー」

　鬼おに束づか響きよう士し朗ろうが言った。タバコはくわえていると言うより、唇にくっ付いているだけだ。服をだらしなく着崩している。梅雨は明けていないらしいが、ここ数日、晴れが続いていた。気温も湿度も高い典型的な日本の夏が顔を覗のぞかせている。

「死ぬー」

　柳葉魚ししやもビルの五階、幸福商会の事務所にはクーラーなどという現代を象徴する機械はない。扇風機が一台、ゆっくり首を振っている。

「だらけ過ぎですよ」

「うるせぇな、五百月いせづき。おまえこそ、期末テストの勉強してんのか？」

「あぁ、急に胸の傷が疼うずく……」

「嘘うそつけよ」

「いや、傷があった場所が痛むのは本当ですよ」

「でも、嘘だろ？」

　うん、まぁ、そうなんだけど。

　五月末に中間テストが実施され、答案が返却されたと思ったら、七月の頭ですぐさま期末テストである。間隔が短い。優ゆう馬まはあれから病院で三日三晩眠り込んだ。

　そして、ようやく目を覚ますと、緋ひ村むらあゆきにこれでもかと叱しかられた。

「あんた、バカじゃないの！　何が自分のことは自分で面倒見るよ！　交通事故なんて、ホントにバカ！　バカ世界選手権があったら間違いなく優勝のバカ！　うちの子たちは、みんな交通ルール厳守なのよ？　つーことは、あんたはもううちの子じゃない！」

　あゆきは「ひまわり荘」の子供たちを「うちの子」と言う。いいなぁと優馬は思った。

「何だよ、仲間外れにしないでくれよ」

　そう言ったら、バカ早口世界選手権準優勝者みたいな高速の「バカ」連呼が返ってきた。

　入院していたのは、眠り続けた三日間を足して五日だった。

　胸に空あいた穴は塞ふさがっていたし、臓器にも異常はないらしい。骨折さえない。治療専門の調律士が優馬の傷をあらかた治してくれたのだ。やや強制的に身体からだをつなげたので、痛みは残っている。それでも、急激に激しい運動でもしなければ支し障しようはなかった。

　すべてがほとんど元通りだった……。

「あの鬼束さん」

　鬼おに束づか響きよう士し朗ろうはファイルを団扇うちわ代わりにしている。長い前髪がふわふわと揺れていた。

「んー？」

　優ゆう馬まは一度口を開くが、上手く言葉を導き出せず、閉じてしまう。左手を見み遣やる。人を殺した手だ。命を奪ったのに、その記憶はひどく曖あい昧まいで、それゆえ罪悪感も薄い。だから、逆に、自分がとても罪深いような気がする。心の中で、どう整理をつければいいのか分からなかった。

　鬼束響士朗は何も言わず、静かに待っていた。

　扇風機が、いやいやと首を振っている。

　優馬はもう一度口を開いた。

「……ノエルは、これから、どうなるんですか？」

「さぁ分からない」

　優馬の意識がない間に、ノエルには帰還命令が下されていた。だから、優馬が目を覚ましたとき、ノエルはもういなかった。はじめからそんな人間、存在していなかったみたいに。ただ一つ、ノエルを示すものは、一〇五号室に残された《龍騎士ナイトアノール》の指輪だけ。返す機会を失ってしまった。

　ノエルの任務は表向き成功を収めたが、果たして、それが機関上層部《統括府フラツトリザード》の思おも惑わくと合がつ致ちしたのかは分からない。

《混沌の柩パズル・ボツクス》を奪還した優馬にお咎とがめはなかったものの、規律を乱した鬼束響士朗には何かしらのペナルティがあったようだ。どんなペナルティなのかは訊きいても教えてくれなかった。ただ、鬼束響士朗は、自分一人でそれをかぶり、白しろ銀がね水すい蜜みつの名前が出ることはなかった。

　優馬は鬼束響士朗を見つめる。

　ノエルが口にした《穢憑ケガレツキ》という言葉。それを鬼束響士朗に訊たずねれば、彼女は答えてくれるだろうか？　それは、ノエルの今後を知る手がかりにならないだろうか？

　けれど。

　優馬は訊ねない。ノエルは知らないでいてほしいと言った。なら、それが何であるかはノエル自身から聞かなくてはならない。

「わたしは、あいつのことを救ってやりたかったんだがな」

　鬼束響士朗はぽつりと言って、前髪をかき上げる。そして優馬を見た。

　優馬も鬼束響士朗をまっすぐ見た。

「……どうして、僕だったんですか？」

「わたしじゃダメだから。言っただろ。何も知らないおまえには、しがらみもない。利害なしにノエルを助けてくれるんじゃねぇかと期待したんだ。わたしの人を見る目も捨てたもんじゃねぇだろ？」

「本当ですか？」

　優ゆう馬まは鬼おに束づか響きよう士し朗ろうを見据えたまま言った。

「本当にそれだけですか？」

　優馬は左手の紅あかいクロスを見下ろす。

「門」をくぐる前に言った鬼束響士朗の言葉を思い出す。

　――わたしを血の赤に染めてカラー・ミー・ブラツド・レツド。

　鬼束響士朗は、本当はもっと色々なことを優馬に隠しているのではないだろうか。そうも思える。たとえば、優馬の《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》が、優馬の血液に反応し、形を変えたことの本当の要因だとか。幼い頃ころ、気付けばこの紅いクロスを手にしていた。亡なき両親の形見として。それを媒ばい介かいに異界の法則を読み込ませた。けれど、ノエルを助けようとしたときの反応は、優馬の意図したことではない。むしろ、直刀のほうが主導権を持っていたようでもあった。どうしてイーサンを倒すことができたのか、本当は優馬にも分かっていない……。

　そういうことをすべて知っていて、ノエルの《片手袋メイト》に選んだんじゃないだろうか。幼い頃、優馬を助けてくれたのは鬼束響士朗だ。そう聞いている。そのときのことを優馬は、はっきりと覚えていない。あのとき、本当は何があったのだろう？

「さぁ、どう思う？」

「僕には……分からないことだらけです」

「何でも、いきなり解答だけ教えてもらったってダメさ。そういうもんだろ？　さし当たってはサイン、コサイン、タンジェントを頭にたたき込むんだな」

「う……テストのことは思い出させないでください」

　優馬は首をぽりぽりとかいて、窓の外に目をやった。

　今はただ、彼女が、どこかで生きていてくれることを願おう。そして、また、どこかで会えたら、それはたぶんハッピーエンドだ。いつの日になるのか分からないけど。

　また再会できる日がくることを強く信じる。

　そのときになったら、指輪は返そう。それまで預かっておくよ。

　窓の外には青い空と白い雲、夏がすぐそばで控えていた。

　

　栗花落つゆり市し時じ間かん守もり町にある発条ぜんまい館かん。築三十年以上の洋館ふう木造二階建て。大雨が降ると二階の部屋は全室、雨漏りし、庭は水没する。建物の周囲はあちこち欠けたコンクリート塀に囲まれており、共同トイレと共同風ぶ呂ろがある。

　ジリリリリリリリリリリリリリリッ！

　計画殺人を企くわだてているかのような目覚まし時計の音で優馬は目を覚ます。

「んぁが……」

　時計の針は七時をさしている。タイマーを解除。息の根を止められる前に息の根を止めないといけない。毎朝戦いだ。優馬は敷き布団の上にあぐらで座り、ぽりぽりと頭をかいた。その頭には見事な寝癖が立っている。

「お、起きたかい、ゆまにゃん。おはよー」

　と、発条ぜんまい館かんの管理人、女郎花おみなえし美み毬まりの水素のような軽い声がした。

　優ゆう馬まは声のほうに目を向ける。

　女郎花美毬は、ふすまの向こうから、ひょいな、と顔を出し、人を舐なめているようなタレ目で優馬を見た。矢羽根紋の着物に、えんじ色の袴はかまをハイウェストで合わせている。

「また、あんたか。そろそろ覚悟しろよ、訴えてやるからな！」

「いやだよぉ、怖い顔して。ほれほれ、朝ご飯だからお布団片付けちゃって」

「手のかかる息子を宥なだめすかすような言い方しないでください！」

「やだにゃあ、こんな大きな子供はいないよ。でも思い出すなー。こうやって、朝ごはんなんて作ってあげてるとね。亡なくなったあの人のこと……」

「しみじみ嘘うそつかないでください。いきなり未亡人設定とか、マジでどうでもいいんで」

「未亡人って響き、なんかムラムラするじゃん？」

「しないです」

「ダメ、そんな目で見ないで！」

「不審者に向ける目です」

「あたしはまだ、あの人のことが」

「知らないです、誰だれですか、あの人って。どうせ脳内にしかいないんでしょう？」

　優馬が女郎花美毬を軽くあしらっていると、女郎花美毬は口をへの字にひん曲げた。

「何だよ、何だよ、つまんないの。ゆまにゃんは一人で大人ぶりっこしてればいいよ。あたしは、ノエルたんと朝ごはん食べるもん。ゆまにゃんには食わしてあげないからね」

　あんたが買った食材で調理したわけじゃないだろ、というツッコミは飲み込む。

　それよりも――。

「今、何て言いました？」

「何だよ、何だよ、つまんないの。ゆまにゃんは一人で大人ぶりっこしてればいいよ。あたしは、ノエルたんと朝ごはん食べるもん。ゆまにゃんには食わしてあげないからね」

　一いち言ごん一いつ句くそのままに繰り返す。

「どうして、ノエルのこと……」

　優馬は呟つぶやく。その記憶は既に調律されているはずなのに……。

　唐突に。

「どうした、呼んだか？」

　声のした扉のほうを見ると、そこには髪の長い、栗花落つゆり総合高校の制服を着た――。

「ノ、ノ、ノ、ノエル!?　どうして？　え？　何でここに？　は？」

　わけが分からない。彼女は重層世界調律機関の本部に戻されたのではないのか？

「今度、一〇三号室に入った、ノエルたんね。何かよからぬことをしたら、命はないと思ってね。具体的に言うと、寝てる間にスパッと斬きり落とすから」

　女郎花おみなえし美み毬まりがにこやかに言った。

「笑顔で怖いこと言わないでください。って言うか、そうじゃなくて」

　頭の中がぐちゃぐちゃで理解が追いつかない。何がどうなってるんだ？

「お、朝食か？」

　ノエルは平然としている。

「ノエルたんも一緒に食べましょう。今朝はスクランブルエッグ、トースト、トマトサラダとオニオンスープ」

「うむ」

　鷹おう揚ように頷うなずいて、ノエルは優ゆう馬まの部屋に入ってきた。

「いやいやいやいや、ちょっと……」

　という優馬の言葉は、

「「いただきます」」

　ノエルと女郎花美毬の声に紛まぎれてなかったことにされてしまう。

「何なんだよ？　どういうことだよ？　説明してくれよ！」



「結果だけ伝えると、イーサン・ソルトウォーターの遺体は回収されなかった」

　と、ノエルは言った。登校途中のことだ。登場のわりに真面目まじめな声だった。

「え？　それって、まさか――」

　首筋を冷たい汗が流れた。

　確かにイーサンは倒したはずだった。それなのに……。

「分からない。だが、イーサンの遺体が発見されなかったのは事実だ。城へ通じる『門』も消え、今では何の痕こん跡せきも残されていない」

　意識を失った優馬は覚えていない。イーサンを倒したあと、ノエルが優馬を引きずり「門」をくぐった。そこで鬼おに束づか響きよう士し朗ろう、白しろ銀がね水すい蜜みつらに救助されたのだ。

「鬼束さんからは、何も聞かされていないよ……」

「響士朗はいい加減だからな」

　あるいは、意図的に情報を伏せたのではないか、と優馬は思った。

「わたしのしょ……今後だが、幸福商会に一任された」

　ノエルが一瞬口ごもった。でもすぐに続けたので、その一瞬で何が失われてしまったのか優馬には分からなかった。

「本来の任務は……失敗に近い。が、《混沌の柩パズル・ボツクス》奪還の功績とで相そう殺さいと言ったところか。もっとも、これはおまえの手柄なのだがな」

　ノエルはちらりと優ゆう馬まを見み遣やった。そのまま続ける。

「響きよう士し朗ろうはわたしを幸福商会で雇うそうだ。わたしもこの町で暮らすことになった」

「それで、発条ぜんまい館かんに部屋を借りたのか」

「あぁ、学校にも行かなければならないらしい」

　ノエルは面倒そうに言う。

　何だか喜んでいいのか、悪いのか、よく分からない……。

　いや、ここは喜ぶべきところだろう。

　分からないことは多い。知らなくてはならないこともたくさんあるだろう。それらを一つずつ知っていこう。目を逸そらさず、受け入れよう。守りたいものとか、正義のためにとか、そういう理由は分からない。ただ、調律士として、もっと強くなりたい。

「そうだ、ノエル、きみに返そうと思っていたんだ」

　ポケットから《龍騎士ナイトアノール》の指輪を取り出す。それは朝日を浴びて、キラリと光った。

　ノエルは指輪を一いち瞥べつしたが、しかし、受け取ろうとはしなかった。

「わたしにはもう、それを持つ資格がない」

　また、わけの分からないことを言う。

「何言ってんだよ。それを言うのなら、僕にだって資格なんかないよ。見習いだし」

「いや、とうの昔に資格などなかったのだ。持っているほうがおかしい」

「……何だか分かんないけど、ノエルは実力でこれを授かったんだろ？　なら、どんなことになっても持っていたほうがいいんじゃないのか？」

「未練などない」

「漢」と書いて「オトコ」と読めそうな、きっぱりした物言いだった。

「……そんなこと言ってもなぁ」

「揉もめるのであれば、ボクがいただきましょうか？」

　栗花落つゆり総合高校のスロープを上っている途中で、そう聞こえた。

　優馬が振り返ると――、

「す、水すい蜜みつ……？」

　そこには白しろ銀がね水蜜が立っていた。彼女はプラチナブロンドの髪をアップにし、栗花落総合高校の制服に身を包んでいる。いつの間に背後に近付いたのだろう、気付かなかった。

　ノエルはへにょりと唇を歪ゆがめ、苦々しい顔をした。

「何しに来たのだ？」

「学校ですよ」

　しらじらと答えて、水蜜は眠たげな瞳ひとみで優馬を見る。

　優馬はまだ顔に驚きを貼はり付けたままだった。

「が、学校？　水蜜も？」

「ノエル・ローゼンバーグとともに赴任したのです。よろしくお願いいたします」

　ぺこりと頭を下げる。

「あ、うん……よろしく」

　何となく優ゆう馬まもつられて頭を下げた。そうすると、胸の傷がズキリと痛んだ。

「つつ」

「傷が痛むのか？」

　ノエルは、どこか不機嫌そうなままの声で言う。

「普通でしたら死んでいてもおかしくない怪け我がですからね」

　平然と水すい蜜みつは言った。

「もしお望みならば、治ち癒ゆ力を高める暗示もありますよ？」

　水蜜の能力《凶歌の縛りプライマル・スクリーム》は対象者に暗示をかけることができる。大がかりな道具は必要ない。舌に刻印が刻まれており、能力発動に手間がかからない。なら、人目についても問題ないだろう。

「お願いしようかな。病やまいは気からって言うしね」

　心を強く持つことが大切だ。暗示というのも、だから、悪くないのかもしれない。ずっと思い込んでいればそれはいつか実現するのかもしれない。何だかそのあり方は、祈りに似ている。

「では、少し屈かがんでください」

　と言って、何な故ぜか、水蜜は優馬の靴を踏み台にするように、とん、と足を乗せた。さらに背伸びして頬ほおに触れてきた。

「《Love me more絶対服従, love me long必定隷従》。五百月いせづき優馬の潜在的治癒力よ――」

　次の瞬間、優馬は水蜜に唇を奪われた。

「ヘ♪☆ぁいえっ▽↑むお￥！」

　優馬は活字化不可能な奇声を口の中だけで上げる。

「ひう」

　ノエルが聞いたこともない声を上げた。

　頭の中で、どうしたことか、あゆきの鬼の形ぎよう相そうが浮かぶ。

「す、すすすすす、水蜜、きききききさま、何をしている！　恥を知れ、この破は廉れん恥ち娘！」

　ノエルが耳まで赤くして怒鳴った。

　水蜜は優馬を解放すると、しれっとした顔で言った。

「強力な暗示をかける場合、いつもこうしているではないですか。あなたにもそうしたはずですけれど、ノエル・ローゼンバーグ」

　ノエルは、むむ、と眉まゆを寄せた。

「…………た、確かに」

　あ、そーなんだ。それはちょっと見たい気もする。

　へなへな、と優ゆう馬まは力が抜けた。むしろ、力、取られてないだろうか。

　道行く人がちらちらとこちらを窺うかがっている。血の気が引いた。

「じゃあ、イーサンと戦う前のアレは何だったわけ？」

　優馬は言う。あの暗示で、イーサンの瞬間移動にも似た《歪わい曲きよく》を凌しのいだのだ。あれは強力な暗示ではないのか？

「アレはアレです」

　何だよ、それ？

　遠くから、「コラー、何やってる、優馬!!」誰だれかの激怒する声がした。

　見上げればノエルが、むむ、と、まだ納得いかなげな顔をしていた。

　優馬の手の中にはぐだぐだのままの指輪が残った。

「……はぁ……、僕、本当に一人前の調律士になんてなれるのかなぁ？」

　先が思いやられる。

　梅雨が明けたらしく、朝の空は清すが々すがしいまでの快晴で、世界を余すところなく照らそうとする太陽の白い光に優馬は目眩めまいを覚えた。



《“〝Distortion-breaker”〟closed》



    

  
    
      
　あとがき



　凶きよう悪あく的てき女じよ子し大おお勢ぜい故ゆえに、我われ戦せん戦せん恐きよう恐きよう。

　本書をお手に取っていただき、ありがとうございます。深くお辞儀。

　書く仕事を隠しごとにしている二に階かい堂どう紘ひろ嗣しです。

　因果律を調律する職業、調律士の少年少女の物語である本書の成分は青春四割、バトル三割、ギャグ二割、優しさ一割となっております。手を抜いて生きんなよ、というお話を目指しました。用法・用量を守って、目頭を熱くして読んでいただけたら、これ幸いです。

　なお、二階堂の半分は優しさでできてます。

　それでは最後に謝辞を。

　本書は、ついつい脇わき道みちにそれがちな作者の思考を「こっちでしょ！」と導いてくださる担当様、So pretty, so coolな挿絵を描いてくださったフルーツパンチ先生をはじめ、多くの人々のご尽力により完成しました。そのすべてのかたにお礼申し上げます。

　ちなみに作中人物、鬼おに束づか響きよう士し朗ろうの呪じゆ文もんは、石いし川かわ啄たく木ぼくの『一いち握あくの砂』よりいただきました。

　もちろん、本書を手に取ってくださったあなたにも大感謝祭。

　ではでは、次の巻にて、またお会いできることを切に願っております。

二階堂紘嗣



    

  
    
      



    

  
    
      　著者

　二階堂紘嗣（にかいどう・ひろし）

　　第４回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞「佳作」受賞、『ナインの契約書』でデビュー。

　　映画とロックが好き。



　イラスト

　フルーツパンチ

　　１月14日生まれ、奈良県在住のイラストレーター。

　　代表作に『花守の竜の叙情詩』（富士見ファンタジア文庫）、『彼女は戦争妖精』（ファミ通文庫）など。

　　http://joto.yukihotaru.com/
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